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　一かず大ひろが去った後『スウィート・ドロップ』での勝利の祝宴は続いていた。

「……だからね。本当はわたしを守ってくれるような、素敵な王子様に憧れるのよ。だけどナメられちゃいけない立場だものぉ」

　カウンターの上にビールの空き缶をピラミッド状に積み上げるという意味のない行動をしながら、志し束づかはもう何度目かも分からない同じ話を繰り返している。

　ズリ落ちたメガネの奥の目は据わり、ろれつの回らない口調には普段のきりっとした威厳はカケラも感じられない。

「うんうん。志束ちゃんも大変だよねぇ～」

　隣に座ったメイド服姿の朋とも店長が、そんな志束の頭をいい子いい子と撫なでているのは、なかなかにシュールな光景だった。

　ちなみに店長の頰ほおもほんのり赤い。

「ウチのパパも割と酒グセ悪いけどさ。真さな愛えんとこのおばさんもすごいね」

　テーブル席からその様子を眺めていた鷹たか奈なは苦笑いし、揚げたてのフレンチフライを頰ほお張ばった。

　見る間に皿が空っぽになったけれど、すぐに厨ちゆう房ぼうの奥から円まる美みが新しい料理を無言で運んでくる。今度はポテトではなく、オニオンのリングフライだ。

「わたくしもびっくりしております。志し束づかおばさまは家ではお酒は嗜たしなみませんし、パーティなどでもソフトドリンクで済ませる事がほとんどでしたので……。お酒というのは、恐ろしいものなのですねぇ……」

　真さな愛えも、両手でロイヤルミルクティーのカップを包むように持ち、目を白黒させている。

「ま、まあ、誰にでもいろんな面があるって事だよね」

　とりあえず早少女さおとめは、話をきれいにまとめようと試みた。

　小さなピッチャーでコーヒーにクリームを注そそぎ、スプーンで軽くかき混ぜる。黒と白が不規則な渦を描きながら溶け合い、均質なキャラメル色へと染まっていく。

「そうだよね。あたし、真愛があそこまで強気のタンカ切るなんて思ってなかったもん」

「いろいろな面があるというだけでなく、互いに影響し合って変わっていくのでしょうね。鷹たか奈なさんもずいぶんと女の子らしくなりましたし」

「そ、そうかな……。そうだよね、うん。ははっ！」

　鷹奈は照れくさそうに頭を搔かいた。

　今日着ている『スウィート・ドロップ』のメイド服は既製品なので、鷹奈だと胸のあたりがぴちぴちになって強調されるようになってしまうが、それでもしっかり似合っている。

「……二人に比べると、ボクが一番成長してないみたい」

　言ってしまってから、早少女は思わず右手で口元を押さえた。

　眩まぶしいくらいの真愛と鷹奈を前にすると、今までは意識しなかった劣等感めいた気持ちが胸の奥で疼うずいて、つい言葉がこぼれてしまったのだ。

「そんな事はありませんわ。早少女さんこそ早々にお仕事を再開していますし、様々な困難を乗り越えてきたではありませんか」

「そうそう。言ってみれば元々のレベルが総合的に高かったって事でしょ？　あたしたちみたいな分かりやすい弱点がなかっただけで」

「そう言ってもらえると……嬉うれしいな」

　じん、と目め頭がしらが熱くなった。

　いろいろあったけれどやはり三人が友達で、お互いのよき理解者である事は変わらない。

　そして、恋のライバルである事もまた、変わらない事実なのだ。

「ま、これで真愛の面倒も片付いたし、あたしたち三人横一線に並んで正々堂々勝負って事だよね」

「ええ。遠慮しませんわよ」

　拳こぶしを差し出す鷹奈の言葉に、真愛も力強く肯うなずいた。

　しかし、早少女はすぐには同意できなかった。

「確かに改めてヨーイドンって感じだけど、本当に横一線で公平だったら、一かず大ひろが選ぶ基準もないって事になっちゃうよ」

　恋愛の気分を学ぶため。百ゆ合りっぽい後輩のアタックから逃げるため。お見合いや婚約の話を断るため──それぞれがニセの彼氏を依頼した理由が解決して消えたという点では確かに公平だ。

　けれど、それ以外の点では早少女さおとめと鷹たか奈なと真さな愛えは何もかもが異なる人間だ。

　一人ずつの個性も境遇も違うし、一大とどんな風に出会い、これまでどんな時間を重ねてきたかという事も別なのだから。

　そして誰か一人を選ぶという事は『その一人だけを特別』として区別する何かがあるという事でもある。

「それもそうか。カズが子供の頃の事って、あたししか知らないし」

「あの方が働く姿を一番間近で見ているのはわたくしです」

「学校での様子を知ってるのはボクだけだもんね」

　もちろん張り合う意地も自慢したい気持ちもある。

　それでも、三人の顔に浮かんでいるのはどこか照れたような笑顔だ。

　一度大きな破局に直ちよく面めんし、それを乗り越えた後だからこそ、穏やかで真まっ直すぐな気持ちで張り合える。

「でもさ。確かにこの三人の中でならそういう事になるけど、カズが学校で何をやってるかっていうのは早少女だけじゃなく、クラスメイトならみんな知ってるんじゃない？」

　過去の共有という絶対的なアドバンテージを持つ鷹奈が、余裕の表情で告げる。

「そ、それはそうだけど、校内じゃみんなのキューピッド役だったから、特に一大の事が好きな女の子っていない感じだったし……」

　じっくり観かん察さつした結果、女の子に親切でトラブルを招かない安全パイだと確信できたから彼氏役を依頼したくらいなのだし。

「まあ単純にこの店での事でしたら、一番お付き合いが長いのは朋とも店長ですし、アルバイトのメンバーにしても沙さ羅らさん、真ま帆ほさん、カリナさん──皆さんわたくしよりも先輩ですからね」

　真愛がちらりと視線を横に向けると、カウンターでは朋店長がつっぷしたままクダを巻いている志し束づかを一所懸命慰めているところだった。

「そういやあたしたちちょっとドッキリしちゃったけど、店長さんはカズなんか対象外って言ってたんだよね」

「ええ。それに沙羅さんたちもそれぞれお付き合いしている方とか、お付き合いしていた方がいたそうで」

　朋店長を交えての夜の女子会、恋バナパジャマパーティ（？）を思い出して、早少女は苦笑する。

　友達三人で一人の男性を取り合っているせいか、時々気持ちが暴走してしまう。

　一かず大ひろの身近にいる女性はみんなライバル候補だと思い込んだりとか。

『スウィート・ドロップ』の他の従業員には、それぞれちゃんとつき合っている相手がいたりして、一大は基本的に攻略対象にはならない。まあ、朋とも店長だけはフリーな訳だけど、色々な意味でやっぱりお互いから見て守備範囲の外だ。

「結局のところ、お互いの解決しなければならない厄介事がなくなった……というか軽減されたとはいえ」

　真さな愛えは慎重に言葉を選ぶ。

　確かに面倒な問題が目の前に立ちはだかっている訳ではないものの、真愛自身が財団の後継者である事や、早少女さおとめが声優である事まで消失した訳ではないのだから。

「今のままでは一大様もどうやって選んでよいのか悩ましいでしょう。わたくしたちの方からも何か考えた方がよいかも知れませんわね」

　ティーカップが、静かにソーサーに置かれる。

　柔らかで上品な仕し草ぐさは、陶とう器きと陶器が触れ合った時も微かすかな音すら立てない。

「うん。このままじゃカズにしても動きようがないもんね。あたしたち三人──ううん、カズ自身も含めて四人の問題になったんだし。真愛の件が特にそうだけど、ニセ彼氏の方はあたしたちだけで片付く話じゃなかったけど、本当の彼氏彼女って事なら別だもんね」

　オニオンリングの塩が残った指先をぺろっと舐なめて、ティッシュで拭う。

　二人とも両手を空けた。

　多分、これは戦いを始めるための準備。

　だから早少女もカップに残ったコーヒーを一気に飲み干す。

「あ……っ」

　不意に、霞かすんでいたキーワードが頭の中で甦よみがえった。

「どうかなさいましたの、早少女さん？」

「何？」

　真愛と鷹たか奈なが身を乗り出す。

「え……えーと……」

　何と答えたらいいのだろうか。

　確かにバイト先にも学校にも、一大に目を付けている女の子はいない。

　だけど、だからといって、この三人だけがお互いのライバルであるという認識は本当に正しいのだろうか。

　認識していない、未知の敵が存在する恐れはないと言い切れるのか。

　真正面の戦線を支えている最中に、中立どころか同盟国だと思っていた国からいきなり後こう背はいを突かれる事だってある。

　そして一気に漁ぎよ夫ふの利りを奪われる。

　あの時は早少女さおとめの精神状態も普通じゃなかったから、記憶が曖あい昧まいだった。

　だけど確かに『彼女』は口にしていたのだ。

　略奪愛──なんて剣吞なフレーズを。












第１話　密やかな儀式セレモニー







「え……っと……。どういう用事？」

　自宅の前で待ち構えていた鈴りん音ねに向け、一かず大ひろがまずこう訊たずねたのは当然と言えば当然の事だった。

　何しろ、謎の美少女Ｘとして待ち伏せていたという前ぜん科かがある。

　頭にレースのリボンを飾ったガーリーでふんわりした印象のスタイル。あの時とはイメージが違うが、しっかりめかし込んでいる。むしろ今日の方が気合いが入っているんじゃないかというレベルだ。

「えっと、実は初めてコンタクト入れたから、一大さんに見せたくって」

　そう言えば文化祭で早少女さおとめのステージに付き添ってきた時はメガネだったけど、今日は違う。

　確か、コンタクトレンズは怖いという理由で使っていなかったはずだが。

「一大さんのアドバイス通りちゃんとメガネかけるようにしたんですけど、やっぱりメガネだと着るものとかおしゃれとかファッションとか、どうしても制限されちゃうところってあるでしょ？　だから思い切って」

　ポケットからレンズの大きなメガネを取り出し、顔に当ててまたすぐ戻す。

「まさか、この辺りの店で入れたの？」

　かなり手軽といっても、デリケートな部位に対して日常的に使う品だ。自宅に近い方が、その後のケアや万一のトラブルの際にも安心ではないだろうか。

「そ、そーじゃないですってば。えっと……その……コンタクトは要するにただのきっかけっていうか、口実っていうか……一大さんに会いたくって」

　細い指をもじもじと絡ませる。

「何か相談でも？　オレで力になれる事なら」

　答えた一大の、頭の片隅から声が響く。

『そんな事している場合か？　他人の心配なんかしてる余裕はあるのか』と。

　三人から本気の告白をされ、懸けん案あんだった真さな愛えの家の問題も片付いた。後は、一大自身が誰を選ぶか決心するだけ。

　今だってその事を考えるため、早少女たちがいる『スウィート・ドロップ』を後にしてきたはずなのだ。

　しかし、鈴音だって知らぬ仲ではない。何か困ってるのなら力になってやりたいし、面倒が起きている時だからこそ他人と触れ合った方がいいとも思う。

　ニセ恋人の件を三人が互いに承しよう知ち済みと知った時には、他人に話せない問題という事もあって一人で煮に詰つまってしまったのだし。

「そ、そんな大した問題とか深刻な事態とか重大なトラブルとかじゃないんですっ！　ほ、本当にちょっとしたついでで、一かず大ひろさんの顔が見たくなったっていうか……」

「そう？　だったらいいんだけど」

　やっかいな事が起きていないのなら、それに越した事はない。

　それだけの理由で我が家の前で待ち構えていたり、妙に気合の入った格好だったりするのは不自然と言えば不自然なのだけど、元々がかなりとんでもない事を思いつきで実行しちゃうような子だ。

　服装だって鈴りん音ねの日頃のスタンダードを知らないから、これがどのくらいスペシャルなのかは分からない。ひょっとしたら、この子にとっては当たり前の普段着という可能性だってある。早少女さおとめや鷹たか奈な、真さな愛えとはまた違った意味で規格外の女の子だし。

　二ふ美みや真愛に比べたら、いきなり家に上がり込まず玄関前で待っているだけまだしも常識的とも言える。

　単に、侵入するスキルがないだけかも知れないが。

「か、一大さんっ！　どうせだから、どこかへ連れてってくれませんかっ？　ちょっと遊んで楽しんでエンジョイしましょうよっ！」

「別にいいけど……。あまり遅くなったらマズいよね？」

　一大の方もいろいろあって疲れているし、なるべく簡単に切り上げたい。まあ、中学生の女の子の前であまり弱音を口に出したくもないし。

「大丈夫ですっ！　今日はお姉ちゃんのところに泊まるって、ママとパパには言ってますからっ！」

　それなら実家に帰宅するよりは近いか。

　しかしどこかと言われても、どうすればいいのか。

『スウィート・ドロップ』は論外。貸し切りだし、早少女たちが一大不在を前提に話し合いをしている最中だろう。のこのこ戻ったりしたら、気まずさ大爆発だ。

　遊ぶという言葉から連れん想そうしたのは手近なゲームセンターだが、時間がもう夕方。鈴音は午後六時を過ぎたら店にいられない。そもそも遠くから来た女子中学生をあまり遅くまで連れ回してもまずい。かと言って、このままここで立ち話というのもどうか。

「じゃあ、その辺のファーストフードとかでもいいかな？　オレがおごるよ」

「はいっ！　一大さんと一緒ならどこでもいいですっ！」

　嬉うれしそうにぴょんぴょん飛び跳ねる鈴音の仕し草ぐさは、どこかリスかウサギのような小動物を思わせる。

　早少女のマンションに行く事を考えたら、一大にとっては折り返す形になるけれど市の中心部に向かった方がいいだろう。『スウィート・ドロップ』からの帰路は風に吹かれながら考え事をするために歩いたけれど、今度は素す直なおにバスを利用するべきか。

「あれ？」

　タイミング良く停留所にやってきたバスに乗り込んだ一かず大ひろは、ある事に気付いた。

「そう言えば鈴りん音ねちゃん、どのくらいオレを待ってたの？　寒くなかった？」

　空すいている車内の後ろの方の席に並んで座り、窓際の鈴音に訊たずねる。

　今日の夕方『スウィート・ドロップ』で催しがあったのは早少女さおとめから聞いていたのだろうが、終わる時間までは決まっていなかった。

　約束も何もなしに訊ねてきて、ずっとあそこに立っていたのだとしたら、下手をしたら一時間以上も秋風にさらされていた怖おそれもある。

「え、えっと！　別に大して待ってませんよ？　ちょっとだけの短時間のショートタイムですよっ？」

　露骨にうろたえている。

　顔立ちはよく似ているけれど、早少女と鈴音の最大の差異はここだ。

　さすがにまだ十代だから時折隠しきれずにブレる事もあるけれど、早少女はプロの役者として自分の感情や態度をコントロールする事に長たけている。対して鈴音は常にハイテンションで空から回まわり気味だ。

　さすがに今日は、最初に会った日よりは多少落ち着いているけれど。

（そう言えば、早少女の雰囲気もちょっと変わったのかな？）

　ふと、そんな事を思い出す。

　最初は、クラスメイトの地味で目立たない女の子。その芝居にすっかり騙だまされて、告白に見せかけたニセ彼氏依頼で舞い上がってしまったのだ。

　あの頃に比べると、早少女の気持ちや本心が多少は感じ取れていると思うのは、決してうぬぼれではないはずだ。一大が早少女の事をよく理解できるようになったのはもちろん、彼女の方でもこちらに本当の心を見せてくれるからだろう。

　考え事をしている間、鈴音はずっと黙ったまま、スカートの腿ももの上で小さな手をぎゅっと握りしめている。

　静かな態度は、何だか彼女らしくない。

　まあ、バスの中であまり元気よく振る舞われても困るのだけど。

「次で下りるよ」

「はいっ！」

　降車ボタンを押し、駅前の中心地から少し離れた停留所で降り、ほど近いハンバーガーショップに向かう。

「さっきも言ったけどオレのおごりだから、好きなもの頼んでいいよ」

「えっと。じゃあチーズバーガーのＢセット……じゃなくって！　オレンジジュースっ！　オレンジジュースのＳだけでいいですっ！」

「遠慮しなくていいのに」

「遠慮とかじゃないですっ。本当にジュースだけで」

「そう？　じゃあ、オレはコーラのＭとチキンナゲット。トレイは一緒で」

　さすが金曜の夕方だ。一階の席は全て埋まっているので、ほとんど壁に肩が触れそうな細い階段を上って、二階に二人掛けの席を確保する。

　トレイを一まとめにしてよかった。狭いテーブルでは、二つ置いただけで一杯になってしまう。

「えっと……いただきますっ！」

　小さく頭を下げ、鈴りん音ねがストローの先をくわえた。

「どうです？　あたし、コンタクト似合いますか？」

　じーっとこちらを見つめて、鈴音が訊たずねてくる。

「カラコンでもなきゃ着けてるのは分かんないから、似合うとか似合わないとかって話にはならないと思うけど、かわいいと思うよ」

　変な質問に苦笑する。

　顔立ちは確かによく似ているのだけれど、こうして話すと口調や雰囲気はやっぱり早少女さおとめとは違う。

「あっ！　それもそうですね。じゃあ、メガネの方は？」

　またメガネを取り出し、きちんとかけずに顔に当てるだけ。

　今風ではないフレーム太めでレンズも大きいデザインは、ひらひらふわふわしたロリータファッションに調和して、クラシカルな雰囲気を演出している。

「うん。そっちも似合う。メガネにしてもコンタクトにしても、やっぱりちゃんとケアした方がいいよ。勉強とかはもちろん日常生活でも不便や危険があるし」

　一かず大ひろ自身は視力で困った経験がないので、このあたりはすべて本やネット、あるいは人から聞いただけの知識だが。

「はい。メガネ使うようになって、今までちゃんと見えてなかったのがよく分かって理解できて痛つう感かんしました」

「そう言えば、中三だよね？　受験勉強とか、進んでる？」

　考えてみると『早少女の妹』というだけで、鈴音本人のプライベートを一大はほとんど知らない。学校の成績がどんなレベルなのかも知らないが、とりあえず無ぶ難なんそうな話題を切り出してみる。

「はい。まあ、その、それなりに……」

　このリアクションからすると、少なくとも本人が胸を張れるレベルではないのかも知れない。

「ウチの妹も高校受験なんだよな。今は親の仕事の都合で離れてるけど、戻ってくるって言ってる。親父の方も遠からず戻ってくる予定だし、だったら高校は最初からこっちの方が面倒がなくていいだろうって」

「そうですか。一かず大ひろさんの妹だったら、きっと素敵で立派で魅力的な人なんでしょうね」

「どうかなぁ。二ふ美みっていうんだけど、妙に賢さかしいくせにおっちょこちょいっていうか、考えが甘いところがあるからなぁ。受験の時も変なケアレスミスで失敗とかしないか心配だよ。鈴りん音ねちゃんみたいな元気で素す直なおな子が友達になってくれたら、あいつにもプラスになると思うんだけど」

　空中に指で名前を書きながら苦笑する。

　友達云うん々ぬんは単なる社交辞令ではない。見た目は子供っぽいのに考え方は妙に背伸びしたがりな二美は、鈴音のようなタイプから学ぶところは多いはずだ。

「一大さんに、二美さん……？　ご両親に何かこだわりとかポリシーとか主義とかあったんですか？」

　鈴音もきょとんとしながら、二人分の名前を宙に書いた。

　他た愛あいもないというか、些さ細さいな話題の種を見つけるのは姉妹で似たところか。

「一応左右対称は気にしたらしい。後は、あんまり特別な意味合いのない、シンプルな名前にしたかったとか言ってたな。そういえば早少女さおとめと鈴音って、姉妹だけど共通点とかない名前だね」

「あー、それもそうですね。今まで気にした事ありませんでした。今度、由来とか訊きいてみます」

「鈴音ちゃんは、こっちの学校とか受験しないの？　少し遠いけど、通えない距離じゃないし。いっその事ウチの高校とかさ」

「えーと……。受けないつもりです」

「残念だな。来年一年なら早少女もオレもまだ在学中だし、文化祭の時にクラスの連中とも顔見知りになってるだろ？　みんなかわいがってくれると思うよ」

「てへ……。でもあたし、やっぱり地元で。……お姉ちゃんとは、少し距離を置いた方がいいかなーって気もしますし」

　笑う鈴音の唇から、舌先が小さくはみ出す。

「そうか……。それもいいかもな」

　一大も微笑ほほえみながら肯うなずいた。

　そもそも鈴音が最初に一大を訊たずねてきたのは、早少女を将来のスキャンダルから守るために一大を自分自身に引きつけようとしたという無む茶ちやな発想に基づいていて、やり方も強引だった。

　結果的に鈴音の危き惧ぐは部分的に的中したけれど、万事姉優先よりは自分自身の生き方を見つけるようシフトするのは、鈴りん音ね自身にとってもいい事のはずだ。

　簡単に『ウチの学校』なんて勧めてしまったけれど、鈴音は鈴音で同じ中学の友達もいるのだろうから、先輩に多少顔見知りがいるからと言ってわざわざ遠い高校に通う必要性も乏しい。

「一かず大ひろさんも来年は高三でしょ？　将来の事とか、考えてます？」

「うん……。まあ、いろいろとね」

　実のところ、この話題になると偉そうな態度で鈴音に接する資格があるのかどうか疑問だったりする。

　早少女さおとめと、真さな愛えと、鷹たか奈な。

　一大にとって進路を決めるのは、三人の中の誰を選ぶかという決断と切り離せない。

　真愛はあんな風に言ってくれたけれど、彼女のパートナーになるのならやっぱり仕事上でも手助けできるような道を選んだ方がいいだろう。

　鷹奈は将来道場を継ぐのが決まっているから、その場合一大としては経理などの実じつ務む面を引き受けるべきか。そういう細かい仕事は彼女には向いていないし。

　早少女の場合は──どうなのだろう。

　彼女は既に独り立ちしているプロだ。真愛や鷹奈のケースのように、一大がサポートできる事もなければその必要もない。演技力を磨くための相方という当初の目的はもう達成されているのだし。

　どうすれば全員にとってベストの選択なのか。

　先の先まで見越して考えるべきなのだろう。

「まだ二年生だからって、あんまりのんびり構えてちゃダメですよ」

　鈴音が気取った表情で、ちっちと指を左右に振る。

「はは、そうだね。肝に銘じるよ」

　実際、あまり余裕はないのだ。文化祭も終わり、のんきな校風の九く比ひ戸と高でもさすがに進路の話題が飛び交うようになっているし。

　そんな話をしているうちに、小こ一時間ほどの時が流れた。

「じゃ、そろそろ送っていくよ。早少女に連絡しておいた方がいいかな？」

　一大はケータイを取り出した。

　早少女がまだ『スウィート・ドロップ』でパーティ中なら、最悪鈴音は夜風の中でまた立ち尽くす事になる。そういう事態は避けたい。

「あっ、大丈夫です。あたし、合鍵持ってるし、お姉ちゃんのところに訊たずねていくのなんてしょっちゅうだし。お姉ちゃんのマンションの事なら、あたしの方が慣れてるんですから」

　そう言えばそうか。

　思えば、一かず大ひろは早少女さおとめの住まいを訪れた事はない。恋人偽ぎ装そうと仕事で欠席した早少女のアリバイ工作を兼ねて『風邪の際にお見舞いに行った』というウソをついただけで。

　その辺りまで考えると、送っていった方がいいのかどうか判断が難しい。

　まだ早少女本人から招かれた訳でもないのに、鈴りん音ねの付き添いという形で一人暮らしの女の子の家まで行っちゃっていいものなのか。さすがに中には入らないにしてもだ。

「あ、そう言えば鈴音ちゃんにオレの番号教えてなかったっけ？」

　手にしたままのケータイを見て、不意に思い出す。

「今度からは、訊たずねてくる前に連絡入れてよ。その方がオレとしてもいろいろ助かるし」

「いいんです。多分、こんな事するのは今日でお終しまいですから」

「？」

「番号とか、登録しない方がいいんです。多分、きっと、おそらく」

　受験勉強に専念するからだろうか。

　ちゃんと会って話すのは今日で二回目。鈴音本人と特別に親しいという訳でもなく、あくまで早少女を挟んだ間柄なのだし、あまり簡単に電話番号やアドレスを交換しない方が節度ある態度という考え方もある。

「そ、それでその……と、と、途中まで送っていってもらえますか？」

　店を出ると、妙に緊張した様子で鈴音が頼んできた。

「うん。それならいいか」

　こちらの内心を読み取った訳でもないだろうが、鈴音の言葉は一大にとっても都合のいいものだった。

　中学生の女の子を一人で放り出すのも心苦しいし、早少女本人のあずかり知らぬところで彼女の家を訪ねるのもバツが悪い。

　途中の適当なところまでというのは、悪くない妥だ協きよう点だ。

「バスとかじゃなくて、歩いて行きませんか？」

「うん？　まあ、別にいいけど」

　行った事はないけれど、おおよその住所は知っている。ここからなら徒歩でも三〇分程度か。

　夜道を歩く鈴音は意外なほどに口数少なく、唇をきゅっと結んだまま一大の半歩後をついてくる。

　そっ。

　不意に、指先に柔らかいものが触れた。

　鈴音が一大の手──というよりも人差し指と中指を握ったのだ。

　一瞬ドキッとしたけれど、そのままにしておいた。

　夜道が不安で手をつなぎたがるなんて、やっぱり子供っぽいところがあるんだな──そんな風に思うと、自然と口元がほころんでくる。

「このあたりでいいです」

　二〇分ほど経たった頃、薄暗い小道で鈴りん音ねが手を離した。

「そう？　どうせだからもうちょっと先まで送っていこうか？　このあたりだと人通りも少ないし」

　街の中とはいえ、ちょうど商業地区と住宅街の狭間はざまで静かすぎるブロックだ。少し先まで行けば家も多く、女の子の一人歩きでも安全だろう。

「人ひと気けがないからいいんですよ」

　そう言うと、鈴音は静かな足取りで一かず大ひろの後ろに回り、背中に身体を預けてきた。

「えっ？」

　さっきの手とは比べものにならないくらい、胸の内側が強こわ張ばる。

　背後にいるから彼女の姿勢は分からない。ただ、感触で手と頭を押しつけるようにしてもたれ掛かっているのだろうと想像できる。

「ちょ、ちょっと鈴音ちゃん？　何を……」

「こんな事言ったら一大さん、びっくりして戸惑って混乱しちゃうと思いますけど……あたし、一大さんの事が好きです」

　不意の告白に、心臓が飛び上がる。

「いえ、好きでした。たった今、過去形になりました。過去形にします」

　驚きすぎて声も出ない。

　鈴音とちゃんと顔を合わせ、言葉を交わしたのは今日が二回目だ。あくまで早少女さおとめの妹としか認識していなかったし、向こうからも恋愛感情を抱かれるようなきっかけが思い当たらない。

　校内ではずっとみんなのキューピッドをやっていたくらいだから、知り合いになった女の子が全員『潜在的な彼女候補』だと考えるような自惚うぬぼれとは無縁だ。会ってすぐに一ひと目め惚ぼれされるような魅力が、自分にあるとも思えない。

　そもそも知り合った時の状況が状況だったし、最初から恋愛対象とは思っていなかった。

「ど、どうしてオレなんかを？」

「ダメですよ、一大さん。そんな事言っちゃ」

　鈴音の手が、一大の背中をツンとつついた。

「思い上がったり慢心したり自惚れたりしないのは一大さんのいいところですけど、もっと自信持たないと。変に卑ひ下げしたら一大さんを好きになった女の子の目までくさす事になっちゃうんですからねっ！　あたしだけじゃなくて、お姉ちゃんとか他の二人とか」

「そ、そうだな。ごめん」

　鈴音の言う通りだ。

「最初に押し掛けた時、あたしムチャクチャな事したのに、一かず大ひろさんはちゃんとマジメに対応してくれて、いけないところをちゃんと叱ってくれて……。それが嬉うれしくて……、気がついたら好きになっちゃってて……」

　触れ合った近さでも、後ろだ。

　鈴りん音ねの声がどこか遠く感じられる。

「その……、ごめん。オレ、何て言っていいのか……」

　情けないとは思うが、これが正直な感想だった。

　早少女さおとめたち三人だけでも迷い、決断できずにいるのに、ここに鈴音まで加わったらキャパシティからあふれてしまう。

　ニセ彼女騒動のせいもあって、あの三人の中から本当の彼女を選ぶのが自然だと思っていた。もちろん強制された訳でもないし、三人それぞれに魅力を感じ、惹ひかれているのも本当の事だ。

　だけど、何かを選ぶのは他の可能性を捨ててしまうという事。

　それは三人の中から一人だけを選ぶというだけの意味ではない。今まで見えていなかった無数の選択肢も、同時に消えてしまうのだ。

「ううん。いいんです」

　背中に触れた小さな頭が、左右に振れた。

「だってあたしが好きになった時の一大さんって、もうお姉ちゃんの彼氏だったし……って実際にはニセ彼氏だったんですけど、お姉ちゃんの方は本当に好きになってたんだし、真さな愛えさんや鷹たか奈なさんみたいな素敵で魅力的でチャーミングなライバルまでいたんだから、あたしなんか最初からノーチャンスだったって分かってるんです」

　陽気にはしゃいでるような声が、微かすかに震えている。

　電話番号を聞かない理由もはっきりした。

　さよならするつもりだから、未練になる絆きずなを残したくないのだ。

「もしもこれがゲームだったら、やり直せばお姉ちゃんたち三人がそれぞれと結ばれるエンディングがあって、全部クリアしたら隠しルートが解放されてあたしシナリオとかになったりするのかもしれませんけど、そうじゃないから……選べるのは一人だけで、やり直しとか利かないんです」

「うん……」

　短い言葉で肯うなずく。

「考えてみれば、あの手のゲームの主人公ってひどいですよねっ！」

　鈴音の言葉は明るい。

　無理しているのが、はっきりと分かるくらいに。

「例えば攻略ヒロインが三人いたとして、それぞれのルートをクリアするたびに残りの二人は泣いちゃう訳じゃないですか」

「……そうだね」

「恋をするって、ただ好きになってもらえれば幸せって事じゃないんです。特別な誰かの、たった一人の特別になりたいって事だから、ハーレムエンドで女の子が笑ってるなんて、噓うそっぱちだって、あたしは思うんです」

　主人公が誰とも結ばれないバッドエンドがあっても、比率としては絶対に少数派だ。

　あくまでお話としてなら自分一人が特権的な男性で、全ての女の子からモテモテ、全員を同時に恋人にして誰も不満を感じないという『公平』なハッピーエンドがあったっていいだろう。

　だけど、そうでない事を一かず大ひろは知っている。

　自分ではない奴やつを好きな女の子がたくさんいて、それぞれの彼氏とそれぞれの幸福を満喫している。

「実はね。一大さんの本命がお姉ちゃんだったら、あたしは愛人で二号さんで控え投手でもいいかなーってちょっと思っちゃったのは内緒です。でも、そんな考え方ってあたしより先にお姉ちゃんのライバルやってる真さな愛えさんや鷹たか奈なさんに失礼で無礼で非礼ですもんね」

　もちろん男女を問わず、別れるくらいなら二番手三番手としてでも愛されている方がいいという人だっているだろう。

　ドラマやマンガはもちろん、ニュースなどでも実例を目にする事がある。

　ただ、今一大の周りにいる女の子たちは誰もそうではない。

「あらかじめ特定の相手にだけばっちりベストに最適にあつらえたみたいにパートナーが決まってて、本当に赤い糸で結ばれてて絶対に間違えずにたどれるんだったら問題ないですけど、そんな事なんてありません。魅力的な相手は、いろんな人が好きになって当然じゃないですか。告白できなかっただけで、ひょっとしたらお姉ちゃんたち以外にずっと前から一大さんを見つめてた女の子だっているかも知れませんよ？」

　これも鈴りん音ねの言う通りだ。

『絶対にいない』なんて断言はできない。

　校内では顔が広いが、それでも全校生徒の人柄や人間関係を全て把は握あくしている訳ではないし、表に出さない心の中までは分からないのだ。

「素敵な人が恋をしたら、誰も傷つかないで全員幸せになる完璧で完全でパーフェクトなハッピーエンドなんてあり得ないんですよ。現にもう、あたしが悲しくなっちゃってますしね。えへへへ……」

　無理な笑いが、胸に刺さる。

　一大は唇を嚙かみしめて、年下の女の子が魂の奥底から絞り出す言葉にじっと耳を傾けるしかできない。

　ここで振り返ったりしたら、わざと背中側に回った鈴りん音ねの気持ちを踏みにじる事になってしまう。

「だから『みんな』にとって一番いい結論じゃなくて、一かず大ひろさんが一番納得できる結末を選んでください。恋だから、結局そうするしかないってあたしは思いますっ！」

「……鈴音ちゃん、ありがとう」

　そうだ。

　ここまで来て一人を選べば、他の二人の心を傷つけてしまう。

　だけどそれは避けられない。はっきりとした一撃を与える覚悟から逃げていては早少女さおとめたち三人──いや、違う。一大自身はもちろん鈴音。そしてひょっとしたら自分が知らないだけで、どこかにいるかも知れない誰かに傷を増やし続ける最悪の選択なのだ。

　頭では理解していたつもりだけど、腹の底での明確な覚悟はできていなかった。

　その最後の一押しを、鈴音がやってくれた。

　早少女も、真さな愛えも、鷹たか奈なも横一線に並んで競い合うライバルだから、この役目は引き受けられない。

「君みたいに純粋で、誠実で、ひたむきで、勇気のある女の子から好きになってもらえた事を、オレは誇りに思う」

「そ、そんなの誉ほめすぎですよっ！　あたしってばおっちょこちょいだし、思いこみ激しくて、すぐに暴走しちゃうし、子供だし……」

　ぎゅっ！

　鈴音の手が、服の背中をつかんだ。

　それにつられるように、一大も拳こぶしを握りしめる。

「あっ！　でも子供っていう事は将来性と伸びしろと可能性だけはお姉ちゃんたちに負けてないって事ですよねっ！　来年は高校生で新しい出会いもいっぱいあるし、そしたらきっともっともっといい女になって、素敵な彼氏見つけますっ！　そんな日が来たら、改めて一大さんのところに自慢しに来ちゃいますからねっ！」

「うん、楽しみにしてるよ。鈴音ちゃんとオレが、知り合いだって事は変わらないし、別にケンカ別れする訳でもないんだから。その時になったら、改めて電番の交換とかしよう。会う方法がなくなった訳じゃないんだからさ」

　鈴音がまた直接我が家に襲来してもいい。共通の知り合いの仲介を頼むという手だってある。

「はいっ！　じゃあ……これで、さよならです」

　鈴音が一大の背をそっと押す。その力に逆らわず、一歩前へ踏み出す。

　背中から、感触が離れる。

「うん。じゃあ……さよなら。おやすみ」

　まるで明日また会えるみたいな、気負わずさり気ない挨拶。

　それだけが、一かず大ひろから鈴りん音ねへ贈れるものだった。

　小刻みな歩幅の足音が遠ざかっていくのを確かめ、一大も一歩ずつ前に進む。

　振り向かないのが、鈴音が振り絞った勇気に対する礼儀であり、敬意だ。

　家までは小こ一時間ほどかかるが、バスは使わずに歩いて行こう。

　火ほ照てりそうな頭を、夜風が冷やしてくれるように。

「ふぅ……」

　しばらく進んでから立ち止まり、深呼吸して夜空を見上げる。

　一瞬、鈴音の面おも影かげが脳裏をよぎる。くるくる変わる陽気な笑顔。

　泣き顔は、絶対にイメージしない。そう決めた。

　鈴音自身が言ったように、恋人同士という関係にはならなかったけれど、憎み合って別れた他人でもない。

　今すぐには無理でも、いつかまた『友達』として笑い合える時が来てほしい。

　いや、きっと来る。

　早少女さおとめ、鷹たか奈な、真さな愛え──一人だけを選んだ後で、他の二人ともそんな関係になれるのだろうか。

　なれたらいいと思うのは、エゴだろうか。

「ん！」

　自分自身に対して強く肯うなずき、一大は再び歩き出す。

　この気持ちをしっかり握りしめて、三人に向かい合って、逃げずに結論を出そう。

　それがどんなに難しく、辛く、罪深い事であっても。

　選ばなかった相手から憎まれ、嫌われたとしても、自分が決めなければならない事なのだから。




「あれっ？」

『スウィート・ドロップ』でのパーティを終えてマンションに戻ってきた早少女は、エントランスの警備システムで自室に誰かいるのを知った。

　一瞬警戒したが、ここはセキュリティがしっかりしていて使われた合鍵の履り歴れきを確認できる。チェックしたら、妹の鈴音が持っている鍵だ。

「……ちょうどいい、のかな……」

　胸につかえていた言葉が、思わずこぼれる。

　さすがに本気で企たくらんでいるとは思わないけれど、あの時の言葉の意味をきちんと確かめておいた方がいいだろう。

　いきなりドアを開けて驚かさないよう、チャイムを鳴らしてインターホンにあいさつをする。

「ただいまー。鈴りん音ね、来てたの？」

　部屋に入ると妹はベッドの上、膝を抱えてうずくまっていた。

　早少女さおとめが入室しても、顔を上げようともしない。

　慌てて覗のぞき込こむ。

　顔を乗せたスカートの膝が濡ぬれている。

　涙だ。

「ど、どうしたの、鈴音？　何があったの？」

　さっきまでの疑念とは全く違う事を尋ねる。

「あのね……。実は今、一かず大ひろさん……」

　ビクンッ！

　早少女の胸の内で、心臓が強こわ張ばった。

　鈴音が口にした名前に、飛び去ったはずの懸念が舞い戻ってくる。

　自分たちが『スウィート・ドロップ』で真さな愛えの祝勝会をしている間に、いったい何があったというのだろうか。

　まさか一大が早々に引き上げたのは、前もって妹と約束していたからなのか。それを自分には──自分たちには内緒にしていたのか。

「……一大さんに、さよならしてきたの。勝手に押しかけて、家の前で待ち伏せして……」

「え……？」

　一瞬頭の中が真っ白になったが、すぐに焦点が合って正常な思考が戻ってくる。

　つまり二人が待ち合わせていたというのは誤解だ。

　イマジネーションが豊かで敏感なのは役者としてはプラスの資質だけど、こういう時には勝手に先走って変な可能性を探り当ててしまう。

「最後の思い出にちょっとだけデートしてもらって……って、ファーストフードでジュースごちそうになっただけだから、一大さんの方はデートだなんて思ってなかったみたいで……えへへ……」

　顔を上げないまま笑う。

　震える声で。一所懸命に。

「鈴音」

　名前を呼び、そっと頭に手を乗せて撫なでる。

　幼い頃みたいに、できるだけ優しく。

「頑張ったんだね」

「うん」

「つらかったんだね」

「……うん」

「でも、自分で決めてそうしたんだね」

「……うんっ！」

　ようやく鈴りん音ねが顔を上げた。

　頰ほおは涙で濡ぬれて、笑おうとしている唇は変な形で固まっている。

　鏡の中の己のようにそっくりな、泣いている表情。

「偉いね。鈴音は今日、ボクもまだ経験していない事を、しっかりやり遂げたんだよ」

　失恋をしっかり受け止めて、自分自身でピリオドを打つという行為を。

「う……う、うわぁああぁん」

　鈴音が声を上げ、早少女さおとめの胸に顔を埋うずめる。

　高ぶった顔の熱さが、涙の冷たさが、声が生む震えが、肌に伝わってくる。

「思いっきり泣いていいよ。ここでなら、いくら声出しても大丈夫だから」

　髪を撫なでながら抱きしめる。

　声優として選んだ、防音完璧のマンションだ。鈴音の泣き声は、早少女以外の誰にも届かない。

「わぁああんっ！　お姉ちゃあああんっ！　わぁああああっ！」












　鈴りん音ねの叫びが、堰せきを切ったようにさらに激しくあふれ出す。

　きっと一かず大ひろ本人にも聞かせないよう、胸の内側に押しとどめたままここまで歩いてきたのだろう。

　どれほどの時間が経たったのか。

　鈴音の声は徐々にボリュームを落とし、いつの間にかスンスンとすすり上げる音しか聞こえなくなっていた。

「ありがと……お姉ちゃん。これで、ちょっとはすっきりしてふっきれてケジメがついた気分。へへ……っ」

　胸から離れた顔には涙の跡が残っていたけど、さっきまでとは違う。

　鈴音自身が言う通り、一つの決別を終えた晴れやかな笑顔だった。

「今度は、お姉ちゃんの番なんだからねっ！　一大さんのハートをしっかり射貫いてよ！」

「もちろん全力で頑張るよ。でも、そこから先の約束はできない。すごいライバルだっているし、最後には一大本人が決めて、選ぶ事なんだから」

　好きになったら必ず報われるのなら、鈴音が涙する事もなかった。

　早少女さおとめと鷹たか奈なと真さな愛えが争う必要もなかった。

　だけど、それはあり得ない幻想。

　だからこそ自分たちは真剣に恋をする。

　好きな相手にも、ライバルにも、ありったけの全てをぶつけるのだ。

「うん。そうだね……」

　笑顔の鈴音が肯うなずく。

「もし、万が一、そうなってほしくないけど、お姉ちゃんが失恋したら、今度はあたしが慰めてあげるから遠慮なく泣いてねっ！」

「うん」

　鈴音が差し出したグーの手に、早少女も拳こぶしを合わせる。

　もちろん失恋したくない。

　それでも望まぬ結末に直ちよく面めんしたら、その時は思いっきり泣こう。泣いて泣いて、ありったけの涙を出し切って、その気持ちを胸に刻もう。

　そうすればきっと『悲しみ』を演じるための武器になる。

　傷さえも誇りに変える意思がなければ顔向けできない。

　先に失恋した妹にも。これから競い合うライバルにも。そしてたった今結論を下すという責任を背負い、覚悟を決めた一大本人にも。





第２話　まるで巡礼者のように







『とりあえず一日は、一人で冷静になって考えたい。これからの事は後で改めて話し合うという事でどうだろうか。何か女の子だけの相談があるのなら、それは別に構わないから』

　金曜の夜。あの後帰宅してすぐ、一かず大ひろは三人に同一内容のメッセージを送った。

　早少女さおとめと鷹たか奈なにはメール、真さな愛えにはマツリを経由した伝言。誰とも直接顔を合わせたり声を聞かせたりしない平等な形で。

　こんな形ばかりの気遣いで公平を気取るのは、ただの自己満足かも知れない。それでも、結論を出す前にできる事は全部やっておくべきだ。

　勇気を奮ふるって勇気をくれた、鈴りん音ねの誠実さを無駄にしないためにも。

「さて、と」

　明けて土曜。

　軽い朝食の後、シャワーを浴びてから一大は、お気に入りのジャケットに袖を通して街へと繰り出した。

　ニセ恋人の情報を三人が共有していた件で、一つ痛つう感かんした事がある。

　自分は思っていたよりもくよくよ悩みやすい人間だ。

　抽象的に込み入った内容を考える際に、自宅に籠もっているとどうしても頭の中がグルグルと堂々巡りをしがちになる。

　だったら外を歩きながら、常に新しい刺激を受けた方がいい。

　それも、思考の材料になる具体的なデータを。

　自分が得意にしていた──というか、他人からアテにされていたのはデートコースをチェックしたり、ターゲットの趣味や好みを調べたり。

　要は漠然と幅広い問題ではなく、個別の目標に関して具体的に考えをまとめていく事なのだから。

　駅前の繁華街に出てみると、休日の昼前という事で人出は多く賑にぎわっている。

「改めて見てみると、案外見つからないもんだな……」

　小声で言いながら、一大は道行く人々を目で追う。もちろん失礼にならないように極力さり気なく。

　探しているのは、カップルだ。

　今まで友達から頼まれてデートプランを考えたりしたけれど、思えばあれは雑誌やサイトなど、既存のデータベースを参考にして一大自身の意見や提案を加えて二次的に編集や調整を施し、地元に合わせて最適化しただけだ。

　そんな事を繰り返しているうちに、気がついたらニセ恋人を三件。

　自分は普通の恋人同士というものを、案外ちゃんと知らないのではないのだろうか。

　だったらやっぱり頭の中で考えるより、現実の存在にアプローチした方がいい。

　個別の恋人たちがどんな風に過ごしているのかを、目に見える範囲で実際に観かん察さつしてみよう。

　もちろん、向こうには迷惑がかからないよう極力さりげなく。

　あまり露骨に尾行とかしてたら、変質者か犯罪者だし。

　おしゃれなオープンカフェの前や様々なテナントが入った商業ビルなど、一かず大ひろ自身何度も提案した定番のデートコースの近くをぶらぶらしても、視界に入るのはむしろ同性の友達グループが多い。高校生よりも中学生と思おぼしき姿が目立つのは時間帯が早いからか。

　ふと思い立ち、ビルの中にあるアニメショップに足を運んでみる。

「これに出てる人さ。この近所の高校に通ってるらしいぜ」

「へぇ、すごい。よく知ってるね、りょー君」

　多分、中一くらいだろう。まだ幼さの残る顔立ちの少年が『幻げん葬そうのソワレ　第七巻ドラマＣＤ付特装版』の表紙を指さして、自慢げに説明している。女の子の方のリアクションが期待通りだったからだろう。口元がはにかんで緩んでいた。

『中学生にはちょっと早くないか、それ』という考えも浮かんだ。もちろん声に出したりはしない。

　掲載誌は確かに全年齢対象の青年誌ではあるけれど、結構セクシーというかエロい描写のマンガが多いのがウリだ。それこそ当初のアニメ化候補だった『ツボエグ』とか。『幻ソワ』だってストーリーはシリアスだけど、サービスカットはそこそこ豊富だし。

　そういや、オレも中学の時にこういうのには興味あったんだよな。

　異性そのものにも興味はあったし、恋にも憧れた。

　ふと、昨夜ファーストフードで語らった鈴りん音ねを思い出す。

　自分が一五歳の時には、あんなに真しん摯しに恋愛に向き合っていなかった。彼女が欲しいと思いながら奥手で、高校になってもなかなか具体的な行動には移さなかった。

　そのツケというか、溜めて矯ためていた分が一気に噴出しているのが現状か。

「りょー君、そろそろ開場だよ」

「そうだな。行こうか」

　時計で時間を確かめ、二人が上りエスカレーターに向かって歩き出す。

「ん？」

　商業エリアはこのフロアまでで、ここから上の階は主に貸し会議室などだ。十中八九デート中の中学生が何の用だろうか？

　以前の一大なら『みんなのキューピッド』として地元のイベント類は一通りチェックしていたけれど、早少女さおとめとニセ恋人になってからは相談を持ちかけられる事も減ったので、疎うとくなってしまっている。

　他にはっきりしたターゲットのアテがある訳ではない。ここはもうしばらくこの二人を見ていよう。もちろんちゃんと距離を置いて無関係な素振りを貫いて、変に聞き耳を立てたりしないように。

　もしもまるっきり場違いなイベントだったらそのままＵターンすればいい。

　ふと周囲を見ると、中学生カップルだけではない。高校生から二〇代前半くらいの若者が目に付くが、もうちょっと年上の姿もちらほら。単独と思おぼしき者もいれば、男性同士女性同士のグループもいる。トータルの男女比は半々くらいだった。

「……何なんだ、いったい」

　呟つぶやいた疑問は、現場についたらすぐに解消した。

　中ホール全体を借り切って開催されているのは、同人誌即売会だったのだ。

　二次創作もオリジナルもＯＫのオールジャンル、コスプレも歓迎という事らしい。メジャーなイベントは都心部で開催されるが、九く比ひ戸と市でもそれなりの規模のものが定期的に催されているのだ。

「ちょっと覗のぞいていくか。ウチの漫アニ研とか出てるかも知れないし」

　マンガやアニメにそれほど興味がない部外者が冷やかしで入るのは迷惑かも知れないけれど、知り合いがいるかもと考えると心のハードルは低くなる。

　受付で入場料の五〇〇円と引き替えにパンフレットを受け取り、一かず大ひろは会場の中に入っていった。

　ぎゅうぎゅう詰めで不快というほどではないが、スムーズには歩けない程度の賑にぎわいで、さっきの中学生カップルはすぐに見失ってしまった。

「あっれぇ～、八や木ぎ本もと氏？」

　不意に、声がかかった。

　振り返った先で手を振っているのが『スウィート・ドロップ』の仕事仲間である真ま帆ほだと気づくのに、数秒を要した。

　いつものメイド服ではないし、メガネも無し、髪型も変えていたから。

　真帆の姿は有名な格闘ゲームの女性キャラ、露出度多めのコスプレだったのだ。

「ど、どうも」

　ひょこんと肩を竦すくめるように会釈する。

　知っている女性のこういう格好を目まの当あたりにすると、見ている方が照れくさくなってしまう。真帆の方は見られ慣れているので、まるっきり気にした様子もなく堂々としたものだ。いつも以上に背筋もしゃんと伸ばして、漂う雰囲気はどことなく鷹たか奈なに似ている。要するに、武術家らしいという事か。単に衣装をまとうだけではない、立ち居振る舞いまで気を配った気合いの入ったコスプレだった。

「八や木ぎ本もと氏、こういうのに興味あったの？　お店じゃそんな素振りなかったけど？」

「えっと、そうじゃなくて。たまたま近くまで来たから、覗のぞいてみたっていうか、そんな程度で」

「そっかー。あ、そうだ。どうせだから、八木本氏に小生の彼氏も紹介しちゃいましょう。今日は一緒だから」

「えっ？　彼氏、いるんですか？」

　耳打ちされた言葉に、思わず声を潜める。

「うん。お店では内緒だけどねー。去年この即売会で知り合った高校生で同人仲間。年下のかわいい男の子でげすよ。体重は一〇〇キロ近いけど。ぐふふふふ」

　わざとらしいキャラを作って、真ま帆ほは笑った。

　オタク仲間で高校生。しかも体重一〇〇キロ──失礼とは思いつつ、一かず大ひろの脳裏には、太り気味でメガネというステレオタイプなイメージが自然に浮かび上がった。

「ども、時とき村むらっす。南校の三年っす」

　真帆の手招きに呼ばれて近づいてきた男が、頭を下げる。

　一大は、その姿をぽかんと見上げていた。

　時村と名乗ったその男は、確かに体重は三桁に届きそうだ。ただし、身長の方も一大より頭ひとつ近く大きい。多分、一九〇は優に超えているだろう。肩幅は広く、胸板は厚く、ちぎった風に仕立てたノースリーブから伸びた腕は筋骨隆々。

　真帆と同じゲームの男性キャラを模した道着風のコスプレが、恐ろしいほど様になっていたからだ。

　南校というのは市内どころか周辺地域では飛び抜けた進学校でもある。

「意外でしょ？　とっきー一〇〇キロって紹介すると、最初はみんなそういうリアクションするんだよねー。ちなみにこのコス、小生の手作り。とっきー、既製品だと入らないからねぇ」

　嬉うれしそうに笑いながら、真帆は時村の太い腕に抱きついた。

「や、やめてください、真帆さん。恥ずかしいっすから」

　彫りの深い顔が真っ赤に染まる。

　真帆の説明によると時村は紛まぎれもないオタクだが、同時に学校ではラグビー部のキャプテンを務める体育会系の猛も者さでもあるという。

「ど、どうも。バイト先で真帆さんにお世話になっている八木本といいます。九く比ひ戸と高の二年」

　礼儀としてこちらからも自己紹介する。確かにオタクとスポーツマンと進学エリートを兼ねてたっておかしな事はないのだが、意外な人物像に対する驚きは隠しきれない。

「へへーん。素敵な彼氏でしょ？」

「ま、真ま帆ほさんっ！」

　真帆が腕に絡みつくようにして胸を押し当てると、時とき村むらの顔がさらに赤みを増す。

「まーねぇ。小生は基本、趣味に合う楽しい事しかしたくないタチですから。こういう理想の彼氏が見つかって本当にラッキーよ」

　アニメ系の専門学校に通い、バイトはメイドカフェ。彼氏は即売会で知り合ったオタク仲間でコスプレ仲間。

　確かにブレないという点ではここまで揺るぎない姿勢に感心する。

　多分この人は、ひたすらこの路線で人生を突っ走るのだろう。

「そ、それより！」

　さすがに気恥ずかしいのか、時村がやや強引に話題を変える。

「あっちの方で真帆さんが好きそうなカップリングの本、売ってたっすよ」

「えっ？　ホント！　じゃ、すぐチェックしなきゃ。じゃ、八や木ぎ本もと氏。楽しんでってね～」

　最後に揃そろって会釈し、二人は人混みの中へ消えていった。

『好きなカップリング』という事は当然ＢＬ本だろう。時村自身元々そっちに興味があったのか。それとも真帆の趣味に合わせたのか。

「ああいう恋も、あるって事だよなぁ……」

　同じマンガ好き、同人趣味でも、本屋で見かけた初うい々ういしい中学生とはいろいろと違いすぎる。

　まあ、真帆の『濃さ』は店でも痛つう感かんしているのだけれど。

　やっぱり場違い感は否めない。ざっと一通り流して、どこか別の場所に移るか。

　そんな事を考えつつ人の流れに沿って左右の机を眺めながら歩いていると、いつの間にか人ひと気けの疎まばらな隅のエリアに移っていた。

「あれ？　八木本か？」

　また声をかけられる。

　右手の席に座っているのは顔見知り──辰たつ田たという隣のクラスの男子生徒だった。スペース名は『九く比ひ戸と高校漫画アニメ研究会』。

「八木本も、こういうとこ来るの？」

「ん。まあ、初めてなんだけど」

「見ての通り学漫は閑かん古こ鳥どりだよ。まあ、一人二人でも持ち帰ってくれると御の字だけどな」

　辰田は大げさに肩を竦すくめた。

　二人掛け用の長机の上には『ご自由にお取りください。お一人様一冊に限らせていただきます』と添えられた会誌。それとは別にメンバーが個人的に発行した同人誌も並べられ、そちらには頒はん布ぷ価格が表示されている。

「そういえば、織おり部べさんは？」

　部長を務める知り合いの名前を出して訊たずねる。

「ああ、今日は部長来てないよ。彼氏の練習試合があるから、そっちの応援優先だって」

「ああ。そうか」

　そういえば、確かウチのグラウンドで午後から試合だった。

「ま、織部部長は原稿執筆とか編集作業で一番張り切って働いたし、こういう時の店番パスするくらいは役得のうちって事でさ」

　漫アニ研部長である織部琴こと子こは一かず大ひろの仲介で、サッカー部の矢や島じまと付き合っている。二人の仲は良好なのだけど琴子は部長で矢島もレギュラー選手、お互い部活動が忙しくてなかなか時間が折り合わないのが悩みだという話は耳にしている。

　限られた時間を自由に使えるよう、琴子は日頃人一倍がんばって余裕を作っているのだとか。

「んじゃ、一冊貰もらっていっていいか？」

「ありがとうございまーす。できれば、後で感想聞かせてくれよ」

　会誌を一部受け取ってバッグに入れると、一大は同人誌即売会を後にした。

　時計を確認すると、正午少し前。

　どこかで軽く昼食を済ませて、学校に行ってみよう。いろんなカップルを直じかに見るのが目的なのだから、さっきの真ま帆ほたちとは異なる、一見趣味が合いそうもない琴子と矢島の組み合わせというのも貴重なデータになる。

　みんなのキューピッド役として頼られていたし、縁結び役の責任として頼まれればフォローする事もあったけれど、一大は基本的に成立してしまったカップルにあれこれチェックしたり口出ししたりするのは控えていた。

　もちろんそれが当然の礼儀だと考えていたからだが、こうして改めて考えてみると自分は『恋愛の実態』を直視していなかったのだと痛つう感かんさせられる。

　即売会を離れ、ついでに同じビルの中にあるカレーショップで昼食を済ませ、一大は九く比ひ戸と高校へと向かった。

　別に禁じられている訳ではないのだが、休日の学校に私服で踏み入ると妙に気恥ずかしく感じられて居心地が悪い。いつもの場所でいつもの自分なのに、違和感のあるパーツが挟まっているような気分だ。

　文化祭も終わり、ほとんどの文化部は三年生が引退して引き継ぎ作業が進められているタイミングだ。いつもなら土曜日曜でも響いているブラバンや軽音の音色も聞こえない。

　校舎には入らずに迂回し、裏手へ向かう。

　ありきたりな私立高校の、サッカー専用フィールドでもないグラウンドだ。しかも強豪でもないチーム同士の単なる練習試合。ちゃんとした観客席がある訳でなく、常設ベンチの近くにパイプ椅子が並べられ、両チームの関係者はそこに集まっていた。

　そして、そこから少し離れた場所にピクニックシートを敷いて座っている姿がある。

　制服の上に薄手のブルゾンを羽織った琴こと子こだった。体育座りで立てた膝にスケッチブックを乗せている。

　他にも何組か似たようなグループがいる程度で、もちろん応援団なんか出ていない。

「おーい、織おり部べさん」

「あれ？　八や木ぎ本もとくん？」

　声をかけて近づいていくと、向こうも大きく手を振って応える。

「どうしたの？　あたしに何か用？」

「ん。まあ、用っていうか、実は……」

　恥ずかしいし、ちょっと迷ったがかつてこちらを信頼して恋愛相談を持ちかけてきてくれたし、文化祭の騒動もあって一かず大ひろの事情をおおよそ知っている相手だ。変に包み隠さずに打ち明ける事にする。

　三人の中から本命を決めたいと考えている事。そのために自分なりに恋愛というものについて考えをまとめたいという事。街でいろんなカップルを観かん察さつしようとした流れで即売会にたどり着き、琴子がここにいると聞いた事。

「ふーん、そっか。八木本くんも大変なんだねぇ。あ、よかったら座る？」

　尻をもぞもぞ動かして、シート上の自分の位置を右にずらす。一大は素す直なおに言葉に甘え、隣にあぐらをかいた。

　改めてよく見ると、琴子が用意してあるのはスケッチブックと一眼タイプの本格的なデジカメ、それに彼女自身が飲むのであろうお茶のペットボトルだけ。

「彼氏の応援だから、タオルとかスポーツドリンクとか、そういうの用意してるのかと思ってたよ」

　冗談めかして一大は笑う。

「まあ、最初はそういうのも考えなかった訳じゃないんだけどね」

　琴子はちらっとベンチへ目を向けた。

「やっぱりあたしマンガとかアニメ好きだし？　お話の中だと、だいたい選手の彼女ってそんな感じで世話焼くよね。お弁当作ったりとか」

「っていうか、最初にオレにそれ聞いたよね」

　思い出して、一大は苦笑する。

　いろいろ相談を受けた中で『お弁当攻勢かけるから、矢や島じまの好きな食べ物とか調べてほしい』と言われた事があるのだ。

「でも考えてみたらさ、普段のお弁当程度ならともかく、試合や練習の時にケアするのってマネージャーの仕事でしょ？　だったら畑違いのあたしが横からちょっかい出したら、矢や島じまくんにも迷惑だしマネージャーにも失礼じゃない？　あたし、スポーツマンの体調管理とかトレーニングの方法とか、サッカーマンガに書いてる程度の事しか知らないし」

「あー、それもそうか」

「じゃああたしが矢島くんのためにサッカーについて一所懸命勉強して、サッカー部のマネージャーになればいいのかっていうと、それも違うよね？　あたしはマンガ描くの好きだし、漫アニ研の部長としての責任もあるし。だから、彼が試合の時はあたしは全力で応援する。お互いに時間作れたら休みの日はデートする。それでいいのかなーって感じで落ち着いたって訳」

　一かず大ひろの相手をしているのは声だけ。琴こと子このまなざしは、試合開始を目前にグラウンドで身体をほぐしている矢島にまっすぐ向けられている。

　右手に握っているのはシャーペンではなく、３Ｂの鉛筆。クロッキーというのか。ラフだが躍動感ある描線で、リフティングする矢島の姿が描かれていく。

「……なんか、そういうのもいいな。あ、ちょっと聞いていいかな？　デートって普段はどういうところでしてる？」

「いろいろだよ。矢島くんの発案でＪリーグの試合観戦したり、あたしが誘ってアニメ映画観たりとか。もちろんサッカー観るのだって楽しいよ。マンガの参考にもなるしねー」

　真ま帆ほと時とき村むらなら趣味から何から一緒なので、即売会でデートしてコスプレでお揃そろいというのが自然なやり方だ。

　しかしインドア派の琴子とスポーツマンの矢島では、性格や相性はともかく興味の範囲は大きくズレている。だったら自分が好きなものを相手に勧めたり、逆に相手が熱中しているものを知ろうと考えたりするのも、また一つのナチュラルな行動なのだろう。

　そんな話をしているうちに、試合開始時刻となった。

　コイントスで九く比ひ戸とが権利を得たので、フォワードの矢島がキックオフをする。

「矢島くーんっ！　頑張ってーっ！」

　口元に手を当て、琴子が声を張り上げる。

　一瞬だけこちらを見て微笑ほほえんだ矢島だが、すぐに表情を引き締め、ホイッスルと同時にボールを左サイドへ向けて蹴り出す。

「いっけーっ！」

「じゃ、オレはそろそろ。応援、頑張ってな」

　ここから先──試合の応援というのは多分琴子にとって大切なデートの時間だ。肩を並べて歩いたり、同じテーブルで向かい合ったりするのでもなく、一方的に視線と声援を送るだけであっても。

　それを邪魔するほど、一大は無粋ではない。

　特に目的もなく、何気なく敷地から外へ向かって歩きながら考える。

　オタクで、自分の趣味を大切にしていて、そのくせ意外なほど社交的──個人のタイプとしては真ま帆ほと琴こと子こは近い。

　だけど恋のあり方はこんなに違う。

　考えてみれば当たり前の事を、自分はこれまで直視していなかったのだ。

　さて、これからどうしよう。

　当初の目的から言えば、もう一度駅前方面に折り返した方がいいのだろうか。

「おや、八や木ぎ本もとくんではないか？」

　校門から少し出たあたりで、後ろから声をかけられた。

　振り返ると、生徒会長の安あん藤どう恵めぐみが立っていた。制服姿で、隣には文化祭実行委員長で恋人でもある縁へり瀬せ勇ゆう司じも一緒だ。

「残務を早めに片付けておこうと思って」

　疑問が一かず大ひろの顔に浮かんでいたのだろう。具体的な質問を発する前に、勇司本人が説明してくれた。

　文化祭そのものは終わったが、それで実行委員の仕事が終了する訳でもない。会計のチェックや報告書のまとめなど、やるべき事は残っている。そもそも勇司は生徒会長である恵をサポートするために、なり手がいない文化祭実委に立候補したという男なのだ。

「もうすぐ選挙が執り行われて、生徒会も代替わりする。残務整理が早く終われば、それだけわたしとダーリンも一緒に受験勉強する時間がとれるからな」

「ハニーと同じ大学狙っても、まだＢ判定ですからね、僕は」

　勇司が肩をすくめる。

　どちらもマジメな優等生ではあるけれど、生徒会長として精力的に働きながら学年ベスト一〇から脱落しない恵に比べると、勇司の方は上の中というレベルで一枚格落ちする。

「一緒の大学、行くんですか？」

「ああ。一応、二人ともそのつもりだ」

　恵が胸を張った。

　単に一緒のキャンパスライフを楽しみたいというだけなら、恵の方が勇司に合わせるという方法もある。

　けれど、この二人はそんな道は選ばない。

　手加減せず、最高到達点に向けてベストを尽くそうとするのが恵だし、彼女にふさわしいパートナーであるために全力を振り絞るのが勇司だ。

　たとえ『ダーリン＆ハニー』でも、まぶしすぎるくらいの理想主義こそが彼女たちの本質なのだろう。

「じゃあ、あまり話し込んでるヒマもないですね。オレはこれで」

「うむ。八木本くん、君もしっかりな」

　ぽんっ！

　恵めぐみの手が、肩を叩たたいた。

「余計なお世話かも知れないが、何やら考え込んでいるように見えたからな。当面は、例の件か？　熟慮するのは大切だが、時間は無限にある訳ではない。わたしがもうすぐ生徒会長を引退するようにな。追い詰められて選択肢を失う事のないよう、自分自身で決めて早め早めに行動するのが万事において必要だと思う」

「はい。分かってます」

「おかしなものだな。わたしたちが、君に恋愛についてアドバイスする日が来るなんて」

「本当にそうですよ」

　恵の言葉に、勇ゆう司じも同意する。

「ありがとうございます。お二人には感謝しますよ。実際につきあうって事に関しちゃ、オレはまだ経験値ゼロですからね。会長たちのやり方も参考にさせてもらいますよ」

　最後にもう一度片手を上げ、一かず大ひろは二人の前を後にする。

　午後の秋風が、少し火ほ照てった頭を優しくクールダウンしていく。

　誰かを選べば、他の誰かを傷つけてしまうという避けがたい現実。

　鈴りん音ねに教えられた事を踏まえながら、どういう基準で一人に決めればいいのかずっと考えていた。

　何かを探す冒険家のように、あるいは聖地を巡る巡礼者のように、いろんな人と会い、話を聞いてやっと理解したポイントがある。

　それは──。




「一度、ちゃんとデートした方がいいと思うんだ」

『スウィート・ドロップ』の一件があった翌日──すなわち土曜の夕方。いつもの喫茶店に真さな愛えと鷹たか奈なを呼び出した早少女さおとめは、開口一番切り出した。

　昨日の今日だからこそ、真愛の方のスケジュールもまだ固まっておらず、急な話し合いでも何とかなるという判断もあったし、何よりグズグズしていてはいけない案件だから。

「ちゃんとしたデートって？」

「どういう事ですの？」

「実はね……」

　昨日の、自分たちが知らなかった出来事──鈴音の行動を二人にも告げる。

「妹さんが、そのような事を？」

「鈴音ちゃん……思い切ってケジメつけたんだね」

「うん。でも、別に鈴音に対抗してデートしようとか、フラれてもいいように最後の思い出を作ろうとか、そういう話じゃないんだ」

　万一にも誤解が生じないよう、早少女さおとめは釘を刺す。

「ほら。ボクたちって鈴りん音ねとは違って、ニセ恋人としてデートっぽい事は何度もやってるよね？」

「あたしは最初に桃もも乃のたちに見せる時と、二度目にプロレス観戦と……後は水着買いに行ったのと海に行ったのと……。あ、海の時は早少女と真さな愛えが後から割り込んだけどさ」

　指折り数えて鷹たか奈なは、一瞬だけ尖らせた唇をすぐに緩めて笑う。

「わたくしも一回目に画廊に行ったのと、鷹奈さんと重なってしまった志し束づかおばさまとの会食。後は自宅に来ていただいた事が一度ありますか」

「そうやって数えてみると、ボクが案外デートらしいデートって少ないのかな」

　記憶をたどってみると、早少女自身ちょっと意外な結論が出た。

　学校では毎日のように屋上で二人きりだったし、学校帰りにちょっとしたお店に寄った事もある。

　だけど休日などにちゃんと約束をして、二人で過ごした事はほとんどない。演技の練習のために予告もなしに自宅に押し掛けたり、二ふ美みのために訪れたり、見送りで駅に行ったりした事はあるけれど、あれはちょっと違うような気がする。

　しかしそれを言ったら鷹奈と真愛だって、そもそもの動機が動機だから第三者に見てもらうために一緒に過ごした訳で、こうなるとデートという言葉の定義の問題にまで遡る必要がありそうだ。

「まあ、要するにボクたち全員『本物の恋人候補』として一人ずつきちんと向かい合った事はないでしょ？　このままだと、一かず大ひろも誰を選んでいいのか判断材料が足りないと思うんだ」

「確かに、それはそうかもね」

「先日、お宅にお邪魔した際も三人一緒でしたし」

　鷹奈と真愛も、提案に肯うなずく。

　ライバルではあっても親友同士だから、互いに出し抜こうとする反面、無意識のうちにチャンスを分かち合う形にもなった。海の一件なんてその典型だ。

　けれど、もうそんなフェイズは終了した。

　四人全員が次のステップに進まなければならない。

「もちろん一大本人がＯＫすればの話だけど、こういう手順で試してみないと、誰を選んでいいのか分からないんじゃないかって」

「うん。同感だね。そこから始めないと」

「わたくしもそれでいいと……いいえ、それがいいと思いますわ」

　三人の意見はまとまった。

「じゃあさ。この事を早少女からメールしてよ」

「そうしてくださいませ」

「え？」

　鷹たか奈なと真さな愛えの言葉に、早少女さおとめは目を丸くした。

　少しでも一かず大ひろとの接触で優位になるような事を、この状況でライバルに許すだろうか。

「今、この場で電子メールを送っていただけるのでしたら、文面などもわたくしたちが確認できますし、アンフェアな事は起きませんもの」

　穏やかで気品ある真愛の笑顔だが、油断ならないしたたかさも備えている。昨日、財団の反対派たちをぐうの音ねも出ないほどに完璧に論破した時と同じだ。

「そういう事。それに、真愛は言うまでもないけど、あたしだってメール打つのは苦手だからさ。早少女に任せた方が楽」

　鷹奈も笑いながら、親指でキーを操作するマネをしてみせる。

　気分が少し軽くなった。

　一度焦げ付かせ、暴発させたのがかえってよかったのかも知れない。

　今では互いに目の届く範囲でのかけひきはあっても、陰でこそこそ動いたりはしない。正々堂々と己の全存在を賭けて争うライバルだ。

「じゃあ、メール打つね」

　そう言ってスマートフォンを取り出したちょうどその時──。

　ブルルルッ！

　手が震える。着信を知らせるバイブレーションがあったのだ。

「あれっ？」

　早少女だけではない。鷹奈もポケットからケータイを取り出す。携帯電話を持っていない真愛だけが、きょとんと小首を傾かしげた。

「早少女、これって……」

「うん」

　表示されている発信者は一大だ。

　公平な同報メール。多分、真愛の分はマツリに届いているはずだ。

　内容は『半日いろいろ考えて、今後の事についてちょっと話し合いたい。できれば三人一緒に、なるべく早く』。

「これは好都合ではありませんか。早少女さん、皆を代表してお返事をお願いできますか？」

　早少女が文面を読み上げると、真愛が改めて提案する。

「うん。わかった」

　タイミングよく三人集まっている。場所は、あの時の喫茶店──簡潔に用件だけ記して送信すると、一大からはすぐに『分かった。すぐに行くから待ってて』という返事が戻ってきた。

　二〇分くらい経たって、喫茶店に一かず大ひろが現れる。

「や、やあ。待たせたな」

　挨拶が微妙にぎこちない。

　今までいろいろな事がありすぎた。しかも四人だけで集まり、四人だけに関わる問題を話し合おうというのだ。

　しかも、この喫茶店は『ニセ恋人の情報を三人が共有していた』という事が発覚した嫌な思い出の場所でもある。

「ま、まあ座ってよ、カズ」

　そう言いながら、鷹たか奈なはぎゅっと壁際に寄った。それに合わせて真さな愛えもぴったりとくっつくように肩を寄せる。早少女さおとめも向かいから空いたスペースに移動した。二人がけのソファに強引に三人で座った形だ。

　こちらの意図を察して、さっきまで早少女が座っていた椅子の隣、元からの空席に一大は腰を下ろした。四人がけのボックスに普通に座ったら、誰か一人だけが一大の隣というアンフェアな配置になってしまう。

　不自然な状況に首を傾かしげるウェイトレスに、一大はコーヒーをオーダーする。

「えっと……こういう事をいうと『お前、何都合のいい事考えてんだ』ってツッコミが入りそうな気もするけど……」

　真顔で、一大は肘を突っ張るみたいな姿勢で両手をテーブルに突いた。

　そのまま、頭を下げる。

「頼むっ！　オレとデートしてくれっ！」

　早少女、鷹奈、真愛──三人が互いに目め配くばせを交わした。

　そして一大が顔を伏せたまま、数秒の静寂が過ぎる。

「ぷっ！」

　最初に吹き出したのは早少女。

「ふ……あはははっ！」

　鷹奈も肩を揺すって笑う。

　真愛も声こそ出さないが、口元を手で隠して目を細めた。

「えーと……その……、怒られるよりはマシなんだけど、そのリアクションって……」

　困った顔で、ようやく一大が身を起こした。

「ごめんごめん。そうじゃないんだ。ボクたちも、ちょうど同じ事考えてたから。一度ちゃんとデートしなきゃって」

　さっきまでの話し合いの内容を、早少女はかいつまんで一大に説明する。

「そうか。オレも今日、いろいろ考えて一つ分かった事があるんだ」

　運ばれてきたコーヒーを口に運んで、一かず大ひろも気持ちを落ち着けて話を再開する。

「分かったって？　どういう事、カズ？」

「教えていただけませんか？」

　鷹たか奈なと真さな愛えが身を乗り出す。

「誰を選ぶかを決めるって事は、どんな恋をしたいかって事と切り離せないんだ」

　抑えた、しかし芯の通った言葉で一大は告げた。

　楽しい恋、互いを尊重する恋、一緒に高め合う恋──一言で『恋』と言ってもいろんな形がある。もちろん『楽しい恋』と言っても楽しさ一辺倒ではなく、様々な要素が複雑な割合で入り混じり、成分比だって時々に応じて変化するのだろう。

「多分、普通はくっついた後で自然にスタイルが決まっていくものなんだろうと思う。だけどオレたちの場合はちょっと事情が違うよな？」

「うん」

　その言葉に、早少女さおとめが肯うなずく。

　ニセの恋人関係からスタートし、その後全員が本気になってしまったというレアなプロセス。しかも女の子は三人ともちょっと特別な背景の持ち主だ。

　一大の立場で真剣に、誠実に、向かい合おうとすればこういう考えになるのも自然な事だろう。

「三人と一日ずつデートして、一人一人それぞれと向き合った時のオレ自身の気持ちをしっかり見つめ直して考えた上で決めたい。身勝手だけど、それでお願いできないか？」

「願ってもない事です。ですがこちらからもわがままを一つ、申し上げてもよろしいでしょうか？」

　真っ先に反応したのは、意外な事に真愛だった。

「実は再来週、月末の日曜日にはどうしても外せない用事がありまして」

「カズの都合より大事な事なの？」

「ええ。実は今朝ほど志し束づかおばさまと話し合って決めたのですが、昨日明らかにした組織改革案の手始めとして、グループ企業の主な関係者を招待して親しん睦ぼく会かい……というかパーティを催そうという事になりまして」

　三み隅すみたち反対派をやりこめたと言っても、まだ盤石の新体制を固めた訳ではない。いわばルートマップを定めただけ。今の優位を活いかすためには、なるべく早く実際の第一歩を踏み出さねばならない。

「もしわたくしを選んでいただけるのであれば、その席で皆様に紹介したいのです。もちろん一大様にご了承していただける場合に限られますし、将来のグループ関係者というのではなく、わたくしとおつきあいしている方という事で」

　一大とは結ばれたいが、それを彼の将来を天てん弓きゆう院いんの家に縛り付ける事と直結させてはいけない──真さな愛えが昨日明らかにした決意だ。

　しかし、それでも真愛の恋人になれば、彼女の公的な立場とは全く無縁ではいられない。一かず大ひろ自身が地位や役職を持たなくても『真愛の恋人』として、ある程度のつきあいは避けられないのだ。

　この事を公言するのは、真愛にとって決してメリットではない。避けがたい面倒くささがつきまとう事を一大に意識させてしまうのだから。

　それでもなお、全ての条件をオープンにする。

　これが、真愛がたどり着いたやり方だ。

「実はあたしも、その日は都合が悪いんだよね。秋季大会当日だからさ」

「ああ。そういえば、先日一大様のお宅にお泊まりした際に、大会が近いと仰おつしやってましたわね」

「うん。スポーツ特待生としては、ちゃんと成果出さないといけないしさ」

　鷹たか奈ながぎゅっと拳こぶしを固める。

「本当は、カズに応援に来てほしいんだけどね。何だかんだで、カズってあたしの試合とかちゃんと見に来てくれた事ないじゃない？」

「ごめん。そういやそうだったな」

　鷹奈のあからさまな言葉に、一大が素す直なおに頭を下げる。

「いいよ。今までは単なる幼なじみでしかなかったんだし、カズは武道に興味あるって訳でもないし、あたしだって来いとか言わなかったもん」

　今までは──今は違うという事だ。

『単なる幼なじみ』ではなく、たとえまだつき合っていなくても『好きな人』に応援してほしい。願いを胸に秘めたりせず、一大の目を見てはっきりと口にする。鷹奈らしいストレートパンチだった。

「えーと……実はその日はボクも……」

　早少女さおとめがおずおずと右手を挙げた。

　まるで先生がイジワルで出題した難問の正解をたまたま知っていて『答えていいのか』と戸惑いながら名乗り出る小学生みたいな態度で。

「ちょうど『幻ソワ』放送開始直前って事で、イベントがあるんだよね」

　本編映像の先行上映、主題歌や挿入歌などのミニライブ、スタッフやキャストへのインタビュー。もちろん早少女もキャラソンを歌う予定だ。

　関係者の力が入っているとはいえ、毎シーズン大量に放送される深夜アニメの一本で放送予定も一クール一二話だ。イベントと言ってもそれほど大げさなものではなく、都内の小さなホールでのもの。それこそ毎シーズンにいくつも開催されているような。

　それでも早少女──さつきほしみにとっては初の晴れ舞台になる。

『幻ソワ』関連で露出が増えたとは言っても、ラジオの公開録音やストアイベント程度で、ちゃんとしたステージで観客席に向かい合うのは初めてなのだ。

　もちろん、この間の文化祭は別扱いのカウントとして。

「ボクの方は仕事だし、真さな愛えや鷹たか奈なみたいに一かず大ひろに来てほしいっていう理由はあまりない。それに、一応収まったとは言っても声優ファンがいるところに一大が来たらトラブルがあるかも知れないし……」

　交際宣言は概おおむね好意的に受け止められているが、少数派になって目立たないだけでまだまだしつこい人もいる。何かのきっかけでまた不満や批難の方に針が傾く事だってあるだろう。

「でも、来てほしい。ううん、違うな。三人が『恋人候補』として対等なままなら、一大がボクよりも真愛や鷹奈を優先するのが……イヤ」

　身勝手なのは分かっている。

　それでも早少女さおとめはそう口走ってしまった。

「……つまり、オレがその日までにきちんと決めて選べばいいって事だよな」

　一大の表情は、今まで以上に真剣だった。

　話しているうちに冷めたコーヒーを一気に飲み干して、三人の顔を見つめる。

「明日の日曜は急すぎるとして、その日までに今度の土日とその週に秋分の日がある。これでちょうど三度休みがある。みんなが納得してくれるなら、この三日で一回ずつオレとデートしてくれないか？　それで当日、オレは一人を選んで、その人のところへ行く」

「うん……それでいい」

　早少女は肯うなずく。

　一大の選択に委ねると決めた──というよりも、それ以外の方法ではどうやっても決着はつかない。

　それなら三人の予定が重なり、明確なタイムリミットと選択の結果が『どこへ行くか』という形で訪れた事を、むしろ天が与えてくれた好機だと考えよう。

「わたくしも異存ありません」

「あたしも。じゃあ、順番を決めようよ。誰か、その三日もう予定あって都合悪かったりする？」

　鷹奈の言葉に、他の二人は首を横に振る。

「じゃあ、どの日でも条件は一緒って事だよね？　だったらくじ引きっていうのが一番公平かな？」

　続いて出てきたこの提案にも、早少女も真愛も、そして一大も異を唱えなかった。

　お泊まりした時の入浴順でも一ひと悶もん着ちやくあってジャンケンで決めたが、今回の順番はもっと微妙で重大な問題だ。

　先がいいのか後がいいのか、どのタイミングが最も好印象を与えるのか、そんな事は女の子の側にだって分からない。

　だったら偶然に任せるのが最良かも知れない。

「これでいいかな？」

　鷹たか奈なはテーブル上の紙ナプキンを繊維に沿って細長くちぎって、コヨリを三本作った。

「これをお使いください」

　真さな愛えはポーチからペンを取り出し、鷹奈に手渡した。それを受け取り、コヨリの先に黒いラインを引く。

　一本、二本、三本。線の数で区別はつくが、形状では見分けられない。

「好きな日を自分で選んだりしない。引いてる線の数が、そのまま順番って事でいいよね？　じゃ、カズ。お願い」

「おう」

　鷹奈からコヨリを三本受け取った一かず大ひろは一度立ち上がって三人に背を向け、手元をもぞもぞと動かしてから改めて振り返ると、握った右手からはコヨリがつきだしていた。

「……引いてくれ。オレも、このクジの決定に従うから」

「あたしは最後でいいよ。コヨリ作った当人が先だったら、何か目印があったかもって話になりかねないし」

「では、早少女さおとめさんが最初にお引きください。わたくしはその次で」

「うん。分かった」

　真愛に促されて、早少女はそっと一大に向かって手を伸ばす。

　どれを選ぶにも根拠はない。ただ、自分の側に向かって微かすかに曲がっている一本を指先でつまんで、そっと引き抜く。

「三……だ」

　線は三本。早少女への割り当ては秋分の日。

「わたくしは、来週の土曜日という事になりますわね」

　続いて引いた真愛のクジが示すのは一番。

「じゃあ、最後も一応」

　結果は分かっているけれど、鷹奈が最後の一本を引っこ抜く。ラインは二本で、来週の日曜日だ。

　デートなんだからどこへ行ってどんな事をするのか、前もって一大と打ち合わせするのはＯＫ。事前でも事後でも他人のデートプランを探ろうとしたり、当日に横からちょっかいを出すのはＮＧ。

　あくまで節度を守り、一大に判断材料を与えるためのイベント。

　話は、こんな形でまとまった。

「……なんか、変な気分だな」

　一かず大ひろが照れたように笑う。

「わたくしたち、お互いに恋こい敵がたきとして詰なじり合ったり、責任をなすり合ったりするのはもう一度限界までやってしまいましたものね」

「そうそう。アレでカズにもいっぱい迷惑や心配かけちゃったしさ。でも、あそこで全部はき出す形になったから、今はこうして正々堂々と行こうって気持ちになれたんだと思う」

　真さな愛えと鷹たか奈なが微笑ほほえむ。

　だから早少女さおとめも笑ってこう告げた。

「ボクたち三人、後はどんな結論が出てもしっかり受け入れる覚悟はできてるよ」

「……ありがとうな」

　一大も、答えて笑顔を浮かべた。





第３話　真さな愛えさんとささやかに







　次の土曜──デート当日が来る前に、一大のところへ真愛から入った連絡は一度だけだった。

『どのようなデートにするかは、一大様にお任せします。どうかわたくしをエスコートしてください』

　その電話に基づいて、一大が選んだ待ち合わせ場所は、駅前の総合商業ビル『スカイアーチ』だった。先週一人で訪れたところであり、志し束づかを交えて真愛と会食をした思い出の場所でもある。

　あの時はちょっと無理したスーツ姿だったけれど、今日は普通のジャケットとコットンパンツ。向こうが何を着てくるのかは分からないが、落ち着いた雰囲気を心がければ真愛と釣り合わないという事もないだろう。

　目印は一階ロビーの中央にある屋内噴水。約束は午前一一時だが、一大は一五分前からそこで待っていた。

　普通とは違って、真愛はケータイを持っていない。万一遅れてもすぐの連絡などは難しいから、十二分の余裕を持って行動するべきだろう。

　そんな風に考えながら、何気なく時計をのぞき込む。まだ一〇分前だが──。

「こんにちは、一かず大ひろ様」

　声をかけられて顔を上げると、真さな愛えが立っていた。

　草色を基調にした丈の長いワンピースにクリーム色のカーディガンを羽織った秋らしいスタイルをしている。

　予想した通りシックで上品、なおかつ『普通の高校生同士』のデートとして周囲から浮かないさじ加減に配慮した装いだった。

「似合うよ、真愛さん」

　今日は『恋人候補』だ。こういう時に言うべき素す直なおな感想は、無理をしなくても自然と口を出る。

　何だかんだ言っても憧れ、夢見ていたシチュエーションなのだ。

　デートで待ち合わせて、現れた女の子の服を誉ほめるというのは。

「ありがとうございます。志し束づかおばさまや壇だんさんにも相談に乗っていただいた上で、最後にはわたくしが選んだものですが、お気に召したようで何よりです」

　はにかんだように真愛が視線を落とし、自分の装いを目で確かめる。

　志束たちの助力を受けながら、最終的には己で決断する──それは大きな一歩を歩み出した真愛にとって自然であり、必要な事でもあるのだろう。

　無理に一人で成し遂げようとするのではなく、必要な助けを素直に求めながら、しっかり判断し責任を受け入れる。例えば、今日着る服一つをとっても。

「一大様をお待たせしないよう早めに来たつもりでしたが、やはりいけませんわね。こういう時の心得というのは不勉強なもので」

　華きや奢しやなデザインの腕時計で時間を確かめる。もちろん電池などを使っていない純機械式と思われる。

「いや。オレも二、三分前に着いたばっかりだし。一〇分前に来れば十分だよ」

「そうですか。ありがとうございます」

　一大が答えると、真愛は恐縮した様子で軽く頭を下げた。

「それと、まず最初に一大様にお断りしなければならない事がございます」

　真剣──というよりは深刻と形容した方がいい表情で、真愛は顔を寄せてきた。周囲には漏れない小さな声で、そっと囁ささやく。

「実は今日のわたくしたちのデートを、田た峰みねたちが警護しております」

　ちらりと視線を遠くへ向ける。

　柱の陰になった暗がりに巨体を半分隠すように、サングラスの男が立って新聞を広げながらこちらをうかがっていた。いつものあからさまな黒スーツではなく、もうちょっとラフで自然な、茶色いレザーのフライトジャケット姿。

　逆方向にも、やはり似たような格好の男が極力人目を引かぬよう壁にもたれてスマートフォンをいじっていた。恐らくはポーズだけで、サングラスの下の目はこちらを注視しているのだろう。

　もちろん余計な干渉はせず、適切な距離を保って目立たないような形で。一かず大ひろの行動に口出しするような事はせず、万が一真さな愛えや一大の身に危険が迫った場合に守るためという事だった。

　とは言ってもあの体格と容貌だから、目立たないようにすると言っても限界があって、行き交う人たちは不審そうな眼まな差ざしをちらちら向けているのだけど。

「危険って……何かそういう事が……？」

　一大も声を潜める。

「いえ。そうではありません。当座危き惧ぐされるような件はありません。それでも、常に警護の者が同行するというのが、わたくしにとっては当たり前の事なのです。アルバイト中や早少女さおとめさん鷹たか奈なさんと会う時が例外だったくらいで……」

　申し訳なさそうに、真愛は説明する。

「ですが、これがわたくしの生活という事を、一大様にご理解いただきたく存じます」

「うん。分かってるつもりだから、気にしないで」

　差し迫った危険がある訳でなく、田た峰みねたちがあくまで目立たぬようにガードしているのなら、一大には内緒のままにしておく事もできただろう。

　それなのに敢あえて最初に告げるのは、隠し事をせずに自分の実態を受け入れて欲しいという真愛なりの誠意だ。

　これからずっと付き合っていくのであれば『ボディガードが同行する』のが、一大にとっても常態になるのだから。

「じゃあ、今日はどこへ行こうか？」

「先にお伝えした通り、一大様にお任せします。ほら、前にニセの恋人としてデートした際には、志し束づかおばさまにアピールするという事もあって、わたくしの都合や趣味に合わせていただいたではありませんか」

　確かに、画廊や高級イタリアンなどは真愛の路線に合わせただけで、一大本人の都合や気持ちとはほぼ無関係だった。

「ですから、今回は一大様にリードしていただきたいのです。いけないでしょうか？」

　小首を傾かしげ、真愛はにっこりと笑った。

　屈託のない一七歳の女の子らしい笑顔だった。

「そんな事ないよ。じゃあ、少し早いけど込み合う前にまず昼食を済ませようか？」

「はい、お任せします」

　エスコートしようと肘を差し出しかけて──一大は慌てて引っ込めた。

　今日の立場はあくまでも『恋人候補』だ。

　本物の恋人でもニセの恋人でもない。

　それなら服を誉ほめるくらいは当たり前であっても、腕を組むのはちょっとやりすぎじゃないだろうか。

「夏に一かず大ひろ様と一緒に海の家でお食事いたしましたよね？　あの時みたいに、どうせでしたら普段は味わえないようなものを食べてみたいのですけれど、お願いできますか？」

「それは構わないけれど……。特にダメな食べ物とかある？」

「大丈夫です。アレルギーなどもありませんし」

　幼い頃からさまざまな味を口にしてきたし、立場上パーティや会食などに参加する事も多い。生来のアレルギーがあるのなら仕方がないとしても、そういう席で相手に失礼のないよう、好き嫌いをしないように躾しつけられてきたのだという。

「そっか。じゃあ、何がいいかなぁ……」

　女の子の希望にはなるべく応えたいけれど、いきなり男子高校生御ご用よう達たしのモヤシ山盛りで脂っこいラーメン屋や、安さがウリの牛丼屋というのはさすがにハードルが高すぎる。かと言って、ちょっと庶民的なレベルのファミレスとかイタリアン程度では真さな愛えの要求にはマッチしない。

　前もって今日は自分がリードすると決めていたのだ。事前にいくつか候補を含め、今までに頼まれて調べたデートコースやグルメマップの情報を脳内で検索する。

「あ！　じゃあ、あそこがいいかな？」

「どんなお店ですの」

「行ってみてのお楽しみって事で。ついて来て」

　こういう『デート』は初めてだけど、これまでの付き合いで真愛の歩く速さは把は握あくしている。彼女のペースに合わせ、半歩先導するような気持ちで一大は歩き出した。

　ビルを出て、メインの大通りから一度角を曲がる。

「ここでどうかな？」

「これは……焼き肉屋さん、ですか？」

　メニューの写真が並べられた看板を、真愛はしげしげと眺めた。

「うん。真愛さん、こういうところで食べた事ってないんじゃないかな？　無煙ロースターでもさすがに少しは匂いが付いちゃうから、それがダメっていうなら別の店にするけど」

　女の子の意表を突くやや変化球気味のデートスポットとして何度か友人に紹介した事があるし、キューピッド役のお礼として奢おごられた事もある。値段は手頃で味も上々なのは、実際に味わって確認済みだ。

「いえ。素敵な提案です。今日は少々汚れても構わないよう、こういう色のものを選んだのですから」

　それでも上品なワンピースというあたりが、やっぱり真さな愛えだ。

「じゃあ、ここでいいね」

　確認してドアを開ける。

「いらっしゃいませー！　お二人様ですね？　座敷とイス、どちらがいいですか？」

　すぐに、エプロン姿の女性店員が威勢よく挨拶する。開店時間が一一時なので、他には家族連れが一組いるだけだった。

「真愛さん、どっちがいい？　やっぱりイス？」

　スカートが長めだ。いくら座布団が敷いてあっても、イスに腰掛ける方がシワなどにならないし、楽だろう。

「ええ、そうですね。お気遣いありがとうございます」

「はい。テーブル席お二人様ごあんなーい」

　窓際──と言っても磨すりガラスの明かり採りで外の風景が見える訳ではないが──の四人掛けのテーブルに案内される。

「はい。真愛さん」

　こういうところは、真愛が知っているようなレストランとは作法が違う。店員はそこまでやってくれないから、一かず大ひろが真愛のイスを引いた。

「まあ、一大様ったら。こういうお店では、普通はそんな事まではしないのでしょう？」

　くすくすと笑いながら真愛が腰を下ろし、脱いだカーディガンを丁寧に畳んで隣の椅子に置く。

　ほどなく、ボディガードのうちの一人が入店してきて、出入口に近く真愛たちがよく見えるポジションに席を取った。残りは外で警戒しているのだろう。

　彼らも職務だし、考え方次第では周囲を気にせずに真愛だけに集中できる。むしろ感謝しよう。

「こういうところは初めてだろうから、オレが注文していいかな？」

　真正面に座って、一大が訊たずねる。

　真愛自身の望みでもあるし、今日は積極的にリードする方針で行こう。画廊や高級レストランではなく、彼女があまり知らないであろう『一大の側の世界』を楽しんでもらうためにも。

「はい。お任せします」

「すいませーん。えっと、カルビランチとバラエティランチ、一つずつお願いします。それと、野菜も一皿。ドリンクは両方ウーロン茶で。それでいいよね？」

　最後の一言は店員ではなく、真愛の方を見て確かめる。彼女は小さく肯うなずいた。

「このコンロのようなもので、お肉を焼くのですね？」

　テーブルの中央、四角く大きく開いたロースターを、真愛は興味深そうにのぞき込んだ。

「うん。自分で焼きながら食べるんだ。こういうの、真さな愛えさん知らないでしょ？」

「はい。とっても楽しみです」

　胸の前で、自然に両手を合わせて笑う。

「これは、何に使うのでしょうか？」

　店員から渡された奇妙な紙製品に、真愛は首を傾かしげた。

「使い捨てのエプロンだよ。脂がはねたりして、服を汚さないように」

　一かず大ひろは見本に、自分で装着してみせた。自然なベージュ色の胸元に、店名のロゴが赤く浮かび上がる。

「なるほど。よく考えられてますわね。使い捨てというのは洗う手間がかからず、使う側の清潔感の面でも優れていますけれど、省資源の観点からすると安易に使いすぎないよう気をつけた方がよろしいかも知れません」

　スムーズに着用した後、不意に真愛が頰ほおを染めてうつむいた。

「どうしたの？」

「いえ……一大様とお揃そろいだと思いまして」

「そ、そういう事になるのか。あはは……」

　言われると一大の方でも妙に意識してしまう。

　程なく料理が運ばれてきた。一大の横に置かれた皿には赤いカルビが丸く並べられ、真愛の方のバラエティランチはカルビや牛ロースに加え、タンや豚や鶏のスライスもある。

「火、お点けいたします」

　店員の手で、ロースターに火が入れられる。ゴーッという風めいた音が鳴り、青白い炎がスリット入りの鉄板を加熱する。

「熱いから気を付けてね」

「もうっ、一大様ったら。いくらわたくしがこういうお店は初めてでも、焼き物用の鉄板が熱い事くらい、見れば分かりますわよ」

「えっ。あの、いや、そういう訳じゃなくて……」

　何気なく口にした言葉が失礼に当たったのか。

　どう取り繕えばいいのか分からず、一大はしどろもどろに手を振り回す。

「ふふっ。お気になさらず。冗談です」

　白く華きや奢しやな手を口元に当てて、真愛が笑う。

「お気遣いありがとうございます」

「えっ？」

「自分で焼いて食べる料理でも、お店によっては電気式のホットプレートでしょう？　それでしたら、わたくしがうっかり操作盤に触れて故障などを引き起こしてしまう恐れもあります。そこまで配慮した上で、このお店にしたのですね？」

「うん。まあね」

　実際、近所にあるお好み焼き屋というのも選択肢としては考えた。匂いの事を考えれば、そちらの方が無ぶ難なんだろうし。だが、その店はＩＨ式の鉄板だ。万一真さな愛えが触ってトラブルになったらまずいという判断で、この店に案内したのである。

「こればかりは自分の力ではどうしようもありません。ですから気遣われている事を当然の事と受け入れたりせず心から感謝し、代わりにわたくしのできる事で相手の心遣いや、世の中全体にお礼をするしかない……のだと思います」

　己の白く、整った指先を見つめながら呟つぶやく。

「うん。オレも、それでいいと思う。無理に意地を張る必要もないし」

　財団内の反対派連合との戦い以降、間違いなく真愛は一皮も二皮も剝むけた。単純に強くなった、成長したというのではなく、懐ふところ深い優しさと柔軟な強きよう靱じんさ、確かな現実感覚と理想を見失わない崇高さがごく自然に同居しているようだ。

『恋人候補』とか言っても自分の方が釣り合うのか、正直気後れしてしまうほどに。

「実際、こういうお店が初めてで、不慣れなのも確かです。一かず大ひろ様、いろいろと教えていただけますか？」

　だが、目の前で微笑ほほえんでいるのは当たり前の高二の女の子だ。

　とりあえず面倒な事は敢あえて棚に上げて、今ここにいる生身の天てん弓きゆう院いん真愛にまっすぐ向き合う事にしよう。

　鈴りん音ねに言われた通り、ここで変に卑ひ下げする方が真愛に対して失礼だ。

「うん。じゃあ、こっちの小皿はタレ用」

　自分の小皿にタレを注そそいで見本を示し、タレ指しを真愛に手渡す。

「はい。この香りはお醬しよう油ゆとニンニクと……唐辛子も含まれてますか？」

「定番はそんなところかな？　いろいろブレンドされてると思うけど、細かいレシピまでは分からないよ。お肉は、食べる分だけ少しずつ焼いた方がいいね」

　皿からカルビを二切れ取って、鉄板の中央に置く。

　男友達と一緒だと序盤は並べられるだけ並べて焼きあがる端から奪い合うように食べ、後半ペースが落ちてつい焦がしちゃったりするのだけど、今日の相手は真愛だ。慣れていないし食も細いだろうから、ゆっくりめの方がいいだろう。

　食事しながらの会話も楽しめるし。

「はい。えっと……一大様がカルビで、バラエティランチがわたくしですわよね？」

　一大のやり方を見よう見まねでなぞって、真愛は皿から箸でつまんだロースを、丁寧に鉄板の上に並べる。

「いや。真愛さん、カルビも食べてよ。オレもそっちのを分けてもらうから。その方が、二人ともいろんな味を楽しめるでしょ？　野菜だって最初から分け合って食べるつもりだったし」

「注文通りでなく、そのような食べ方をしてもよろしいのでしょうか？」

「構わないよ。ほら『スウィート・ドロップ』でも、友達同士のグループで来てるお客さんだと、別々のオーダーで味見し合ったりもしてるし」

「ああ、確かにそういえばそういう方もいらっしゃいますわね。お互いの料理をこんな風に分け合うのは、仲のよい証拠みたいで楽しいです」

「こんな風に肉汁が浮かんできたら裏返して。牛は焼きすぎない方が美お味いしいよ」

「こうですね？」

　真さな愛えの箸が伸び、カルビをつまんで裏返す。

　焼き肉は初めてなのに、滑らかで自然な動き。まるで肉が自分自身の意志で宙に舞い上がって華麗にターンしたかのようだった。

　これまでの会食は全部洋食だったし、店でのまかないもサンドウィッチやカレー程度だったから目にする機会はなかったが、真愛の箸使いは美しい。丁寧だとか上手とかというレベルを越えている。

　こういう日常的な所作に『美しい』なんて形容が当てはまるのを、一かず大ひろは初めて目まの当あたりにした。

「あっ、そろそろ食べ頃だから真愛さんどうぞ」

　感心のあまり見とれて、危うく焼き加減を見誤るところだった。いくら作法は丁寧でも焼き肉初心者だ。肉のコンディションはこちらがアドバイスしてあげなければ。

「はい。では、いただきます」

　最初に置いたカルビの片方をつまみ上げ、一大がやっているように小皿のタレをちょんちょんと付けて頰ほお張ばり、口元を隠しながらゆっくり嚙かみしめ、飲み込む。

「どう？」

　自分でもカルビを飲み込んで、一大は訊たずねる。

「少々味付けが濃すぎる感じもしますけど、面白い味で……そう、なんと申しましょうか、力強くて美味しいです。ごま油や果物のピューレも何種類か含まれているようですわね」

「お肉は？」

「それは……その」

　一瞬ためらった後で、真愛はそっと一大の方に顔を寄せた。

「正直申しますと、普段食べているようなものに比べると少し肉質が落ちると思います。ですが、タレの濃い味つけとは調和していますし、何よりこんな風にシンプルに火を通すだけの調理法で、焼き上がったものを即食べるというやり方そのものが楽しいですわ」

　どこかいたずらっぽい笑顔で告げる。

　型通りの社交辞令ではない率そつ直ちよくな感想は、真愛が一大に対して変な遠慮をしていない表れであり、自分の生い立ちや立場を気負わずきちんと受け止めている証あかしでもある。

「喜んでくれて、オレも嬉うれしいよ。どんどん食べよう。気に入ったなら、アラカルトで追加注文してもいいし」

「はい」

　肉や野菜だけでなく、ドンブリというほどではないけれどやや大振りの茶ちや碗わんに盛られたご飯や、ランチセットの付属品である小鉢のオイキムチやわかめのスープなど、上品な箸使いで真さな愛えは口に運んでいく。

「あ、牛タンはタレじゃなくてレモン汁で食べてみて」

「はい。シチューなどではよくいただきますけど、こんな風にスライスを焼いてそのままというのは初めてです。はふ、はふ」

　口に入れた牛タンが熱すぎたのか、口元を押さえて短く息を継いでお冷やを口にする。

「わ、わたくしとした事が……。不慣れなものではしたない真ま似ねをしてしまいまして……」

　真愛が真っ赤になって俯うつむく。

「気にしなくていいよ。真愛さんとオレの仲だし、改まった席でもないんだからさ。熱がるのも、焼き肉の楽しさのうち」

「そう言っていただけるとありがたいです。同じタレの味ばかりでなく、こういうものが間に挟まると変化があって一層美お味いしく感じられますわね」












「そうそう。どんどん食べようよ」

　二人の箸は快調に進む。

　火が通って甘いタマネギ、歯ごたえのあるニンジン、ほくほくと甘いカボチャではちょっと焦げた部分の苦みも心地よいアクセントだ。

「わたくし、家事などもほとんどした事がないので、こんな形でも自分で作って食べるというのは何というか……楽しいです。お味の方も、同じタレを使っているのでかえってそれぞれの素材の風味や歯ごたえの違いが分かりますし」

　焼き肉初心者らしい、素す直なおな感想だった。

　気が付くと肉の皿は二枚ともほぼ空、カルビとロースがそれぞれ一切れずつ残っているだけだった。

「どう？　まだいける？」

「そうですわね。普段の食事でしたらもう十分という量をいただきましたけど……」

　真さな愛えは笑顔で、服の上からお腹なかをさすった。

「せっかくの機会ですから、もう少々チャレンジいたします。さすがに同じ量という訳にはいきませんけど、一かず大ひろ様と分け合う形でなら」

　一度箸を置き、ガッツポーズで肉への闘志をアピールする。

「ＯＫ。オレもちょうど、もうちょっと食べたいところだしね。一品追加しよう」

　いろんな味を体験したいというのが真愛の希望だから、さっきとは違うものがいい。メニューを確かめた上で一大は店員にシーフード盛り合わせをオーダーした。

「焼き肉屋さんですのに、お肉ばかりでなく海鮮もあるのですか？」

「うん。こっちも真愛さんが普段食べてるのに比べたら、鮮度とかは一歩譲るかも知れないけどね」

　素材の質が味に直結するという点では、魚介類は肉以上にシビアでデリケートだ。

「いえ。どんな品を食するかというのも大事ですけれど、どこで、誰と一緒かという事の方が大切な場合もありますわ」

　次のメニューに向けて口の中を整えるためか、真愛がウーロン茶を少しストローで吸い上げた。

「はい。シーフード盛り合わせ、お待ちどおさまぁ！」

　運ばれてきた皿にはイカやホタテ、ムキエビなどが盛りつけられている。さっきの肉もそうだが、あからさまに解凍品なのは価格を考えると仕方のないところか。

「では一大様、ちゃんと半分こいたしましょうね」

　しかし真愛は嬉うれしそうに箸を伸ばし、ゲソをつまんで鉄板に乗せる。既にかなり慣れた手つきになっていた。透明だったものが白く色づき、香ばしい匂いを立てながらくるりと丸まっていく。

「これで食べ頃ですわよね。一かず大ひろ様、どうぞ」

「真さな愛えさんが焼いたんだから……」

「もうっ。そうではありませんわ」

　目は笑みのまま、頰ほおがぷうっと膨らんだ。

「わたくしが焼いたものを、一大様に召し上がっていただきたいのです」

　二人の時間を楽しみたいという真愛の気持ちが伝わってくる。

「じゃあ、いただきます。真愛さんも、オレが焼いたの食べてよ」

「はい」

　一大が焼いたエビに真愛の箸が伸び、鉄板の上で二人の腕が自然に交差する。袖と袖が、微かすかに触れ合う。

「どうですか、お味は？」

「うん。美お味いしいよ」

　社交辞令でもウソでもない。率そつ直ちよくな感想だった。

　多分、イカそのものはこの店でいつも出しているグレードの品物だ。それでも大切な人が目の前にいて、一緒に食事を楽しんでいるというシチュエーションが舌というより心に味付けを加えてくれる。

「ホタテは割と好きで、季節が合えばよくお刺身やグラタンでいただくのですけど、こういう食べ方も美味しいものですわね」

　肉厚の身を焼き、焼き肉のタレに浸してほおばりながら真愛は満足げに肯うなずく。

「だったら、今度は家でも試してみたら？　ウチの家族も時々ホットプレートでやるし」

「そうですわね。志し束づかおばさまに相談して、料理長にお願いしてみましょうか」

　追加をシーフードにして正解だったと一大は思った。

　ボリューム的には肉類よりコストパフォーマンスは悪いが、一皿でいろんな味を楽しめるという点ではベストだ。真愛の好物も引き当てたし。

「ふぅ。さすがに、お腹なかいっぱいです」

　皿の上がきれいになると、真愛は満足そうな苦笑でお腹のあたりを押さえる。

「まだウーロン茶も残ってるし、少し休んでから出よう」

　ふと周囲を見回すと、正午を回ったせいでテーブルは七割ほど埋まっている。

　ランチよりも夜が本番の店で助かった。さすがに満席だったら、食後にゆっくりしているのは心苦しいところだった。

「一大様は、こういうお店にはお友達とよくいらっしゃいますの？」

「うん。そうしょっちゅうじゃなくてたまにだけど。自分で来るっていうより、友達のために良さそうな店を探して見つけたんだよね」

「伺っております。学校では縁結び役として奔走していらっしゃったとか」

「そんな大層な話じゃないんだよね、実は下心があった訳だし」

　女の子に嫌われたくなくて八方美人をやっているうちに、いつの間にか皆から安全パイとして頼られてそういうポジションに収まってしまった──今までなら絶対に秘密にしていた事を、包み隠さずに語る。

　自分が三人の中の誰かを選ぶというのは、言い換えれば女の子の側にも最終的な吟味の機会を与えるという事でもある。これから『本当の恋人』になる可能性を考えれば、下手な隠し事は禁物だ。

「それでもたくさんの方が信頼したのは、紛まぎれもなく一かず大ひろ様が誠実できちんと頼み事に応えてくれたからでしょう？　それは誇っていい事だと思いますわ」

「そ、そうかな？」

「ええ、そうです。人から好かれ、人と人のつながりを作り上げるというのは得え難がたい力ですわ」

　照れて頰ほおを搔かく一大に、真さな愛えはにっこりと笑う。

　そんな話をしているうちに腹も適度にこなれてきた。

「じゃ、そろそろ行こうか？」

「ええ」

　立ち上がった一大が伝票を手に取ると──。

「一大様。今日の支払いは割り勘……と言いましたか。公平に半分ずつにいたしませんか？」

「え？」

「こういうデートですと、男性の方が奢おごるのが甲か斐い性しようという話も聞いております。ですがお互いまだ高校生の身ですし、わたくしの方がいろいろと余裕もあります。ですから、割り勘で」

「正直そう言ってもらえると助かるけど……。じゃあ、お願いしようかな？」

　何しろ一大は明日、秋分の日と三連戦なのだ。他の二人とどういう流れになるかは未定だが、できるだけ出費は抑えたい。

　それに、一大だって『本当の恋人』ではなく『候補』であっても、本気のデートは初めてだ。実際のところ、作法や距離感について何がベストかつかみきれない点も多い。

「何しろカード類が上手く使えませんし、天てん弓きゆう院いんグループ関連のお店でしたらツケが利きますけど、今日はそういう訳にもいかないでしょうから普通に現金を用意して参りました」

　真愛がポーチから財布を取り出す。

　レジで店員から告げられた料金を、きっちり一桁の位まで半分に分けて支払いを済ませ、外へと出る。土曜の昼下がりとあって、街はそれなりに賑にぎわっていた。

「次は、どこへ参りましょうか？」

「どこっていうか、適当にその辺歩いてみない？　街の雰囲気を楽しむっていうかさ」

　いろいろ考えた末に一かず大ひろが決めたデートコースがこれだった。もちろんちゃんと意味はあるし、いくつかの予備プランも考えているが。

「はい。一大様にお任せいたします」

「じゃ、行こうか」

　手をつないだり腕を組んだりはしないけれど、自然と肩が触れ合う程度の近さで並んで歩く。

　小道を出て大通りを駅前方面に戻ると、ストリートミュージシャンが歌っていた。大半はただちらりと視線を向けて通り過ぎるだけだが、数人が立ち止まって耳を傾けている。

　ギター二本の男性デュオで、正直なところ歌も演奏もあまり上手くはない。手前に置かれたギターケースにはささやかな額の『おひねり』が入っていて、簡素な紙スリーブに納められた自主制作のＣＤが売られている。

　少しの目め配くばせを送るだけで、特に言葉を交わさなくても真さな愛えは一大の意図を理解してくれた。ここはスルーしてＯＫ。

　人の流れに乗る形で待ち合わせ場所だった『スカイアーチ』のロビーに戻ると、噴水前では簡易な仮設柵の内側で派手なコスチュームのパフォーマーがバルーンアートの技を披露していた。

　きゅっきゅとゴムが擦こすれ合う音を立てながら細長い風船を曲げては結び、カラフルでさまざまな形が生み出されていく。プードル、馬、鳥、それに飛行機やラッパ。

　こちらはさっきのストリートミュージシャンとは違い、人の輪で囲まれていた。主な客層は小学生かそれ以下の子供とその保護者なので、高校生の一大と真愛はちょっと浮いている。

　パフォーマーは無言のまま柵の中から手を伸ばし、作り上げた風船のクマを最前列にいる小さな女の子に手渡した。

「ありがとー」

　一緒にいる母親に促され、少女は大きな声でお礼をいうと頭を下げた。

　パフォーマーに向けたものか、少女を誉ほめるためか、周りの観客たちから拍手が巻き起こる。

　もちろん一大と真愛も手を叩たたいた。

「こちらの方は、先ほどの人たちのような形で物を売ったりお金を取ったりはしていないのですか？」

　パチパチという音に紛まぎれさせて、真愛が小声で訊たずねる。

「ここは『スカイアーチ』内だし、ちゃんと会社の許可を貰もらっての興行という形になってるはず」

　月に一度ほど、休日の『スカイアーチ』ではこういうパフォーマーが芸を披露している。今日はバルーンアーティストだが、パントマイムやダンサーの時もある。詳しい事は分からないが街を活気づけ、各テナントの集客の助けにするためだとか。

「そうなのですか。自分に関わる会社の事業なのに、わたくしったら知らない事ばかりですわね」

「これから少しずつ学んでいけばいいんじゃないかな。真さな愛えさんも、そういうつもりなんでしょ？」

「そうですね」

　拍手を受けながら、バルーンアーティストは道具類を小脇に抱え上げ、踊るようなステップでオフィスへと下がっていった。退場の姿さえも、見られている事を意識した芸になっている。さすがプロという感じだった。

　そのままロビーを通り抜けて逆サイドの出入口から外へ。この街は駅の正面は大型商業施設やオフィスビルが並ぶメインストリートで、『スウィート・ドロップ』もこちら側の一角を占めている。逆に裏手を少し進めば細い道の左右にさまざまな店が並ぶ昔ながらの商店街だ。九く比ひ戸とは人口規模の割に、両者が共存している珍しい街なのだ。

「真愛さん。こっちの方、来た事ある？」

「え……っと。初めてという訳ではありませんが、何度か通った事がある程度で、お店を利用した事は……」

「ひやかしって言うと聞こえは悪いけどさ。あっちこっちのお店、覗のぞいて歩こうよ」

「は、はい。そうですね。今日は一かず大ひろ様にお任せする事にしたのですから」

　真愛を先導してのウィンドウショッピングが始まった。

「本屋さんというのは、どこでもそれほど品ぞろえが変わらないものですのね」

「うん。でも部数少ない雑誌とか近場で売り切れた時とかは、オレもこのあたりまで探しに来たりするんだ」

「家電は大型量販店の進出で厳しいかと思っていましたが、個人経営のお店も頑張ってるのですか？」

「オレも馴染みじゃないから詳しくは知らないけど出張修理とか、そういう大型店が苦手なサービスで押してるって話だね」

「クリーニングや写真館、美容院……品物を販売するのではないタイプのお店が多いのも、長年の信頼で近所の顧客と密着しているからですわね。こういう形で大型店と上手く仕事を分け合っているのですか」

　ある時は実体験。ある時はネットや雑誌で読んだ情報。いろんなネタを織り交ぜながらゆっくりと商店街を下っていくと、やがて小さな店が目に入る。

　雑貨屋と呼ぶべきか、それともファンシーショップと呼ぶべきか。女の子向けの、本格的なアクセサリーとまではいかない様々な小物を扱っている店だ。中高生らしい女子の三人グループが先客で、商品を手にとってはきゃいきゃいはしゃいでいる。

「ちょっと覗のぞいていこうよ」

「はい」

　一かず大ひろが促すと、真さな愛えは嬉うれしそうに肯うなずいた。

「いらっしゃあい」

　二〇代後半と思おぼしき長い髪の女性が、レジから妙に気だるい声をかける。

　輸入品なのか、普通は見かけないようなエスニック系の品物も多い。店内のインテリアも周囲の他の店に比べると新しいというか、リフォームしたらしい気配が感じられる。

　昔からある何かのお店だがちょっと変わり者の娘が跡を継ぎ、趣味に走った路線変更で個性を打ち出す事で、駅の反対側に対抗して生き残っている──そんなストーリーが、ごく自然に一大の脳裏に浮かび上がった。

　お店の存在自体はこれまでの情報収集で知っていたし、が、さすがに謂いわれまでは分からないのだ。

「いろいろと変わったデザインですわね。わたくし、こういうのは初めてです」

　ペイズリー柄のバンダナやハンカチ程度ならまだオーソドックスだが、真愛が手に取ったのは東南アジアなのかポリネシアなのか、とにかくエキゾチックである事だけは明らかなのだけど、どの辺の品物なのか一見では想像もできないような奇妙なデザイン。強いて言えばどことなくトーテムポールっぽい形をした、親指くらいのサイズの木彫りだった。

　同じデザインの物が無造作に箱に詰め込まれているが、一個ずつ細部が違うからハンドメイドだろう。

　歯を剝むき、目をぎょろりと見開いた奇妙な表情で、作った国の人には失礼だが一大の脳裏に真っ先に浮かんだ単語は『邪神』だった。

「ほら、愛あい嬌きようがあるというか……特にこれがかわいいと思いませんか？」

「え？　えっと……うん、そうだね」

　箱の中から厳選した一個を一大に差し出す真愛は、満面の笑み。

　それと並ぶと、木彫り像の表情がますます不気味に見える。

　これが『かわいい』というのは、ちょっと意外なセンスだった。

　だが──。

「よ、よかったら、プレゼントしようか？」

「え？」

　一大が声をかけると、真愛は目を丸くする。

「ワリカンって言ったけど、一つくらいはオレからプレゼントさせてよ。まだ『恋人候補』でしかないけど、ちゃんとした初デートの思い出って事でさ。ダメかな？」

　これも、今日の本番前から決めていた事の一つだ。

　最終的には三人の中から一人だけを選ぶ事を考えれば、半端に期待を持たせるような行動は軽率なのかも知れない。

　だけど恋愛に誠実に向かい合うというのは、一かず大ひろ自身の願望にもウソをつかないという事だ。例えば、女の子にそれほど重荷にならない気軽なプレゼントをしたいという夢とか。

　デートした時にやりたかった事をきっちり実行しなければ、後悔のない決断を下せない。

「嬉うれしいですけど……よろしいのですか？」

「バカみたいな話だけど、男ってこういうところで見み栄えを張りたいっていうか、女の子に贈り物するのが嬉しいんだって」

　特に真さな愛えは本人がケタ外れのお金持ちだし、家電製品が使えないから贈れる品物にも制限がある。例えば、ケータイ用のストラップはプレゼントしても意味がない。

「すみません。これ、どういう由来の品物なんでしょうか？」

「え～とねぇ……。確かミクロネシアの……どこだったかなぁ。ま、幸運のお守りっていうか守り神っていうか、そういう類たぐいのをベースにした、観光用の土産物。だから値段もお得だよー。ワンコイン五〇〇円」

　一大の質問に、店主（？）はレジのカウンターからだるそうに顔を上げて、右手をパーの形に広げる。

　女子中高生相手がメインのお店だからか。値段も思った以上に安い。安すぎて、こういう時のプレゼントとしては申し訳なくなるくらいに。

「お願いできますか？　一大様からの贈り物でしたら、何であっても最高の宝物です」

「そ、そう？　じゃあ、これを一つ、お願いします」

「はいよぉ～」

　差し出した木彫りのマスコットを、店主は無造作に小さな紙袋に入れた。

「はい。真愛さん」

「ありがとうございます」

　文字通り、満面の笑みを浮かべて真愛は肯うなずく。

「少々お伺いいたしますが、これは穴を開けるような加工をしても問題のないものでしょうか？」

「ん？　あー、別にいいんじゃないの？　あたしもこうしてるけど、別にバチとか当たってないし」

　真愛の質問に、店主はポケットからケータイを取りだした。じゃらじゃらぶら下がっている多数のアクセサリーの一つは、真愛のものと同じ木彫りだ。頭の部分にネジ式の金具を突き刺して細いチェーンを通している。

「はい。ありがとうございます」

「でも真さな愛えさん、どうするの？　ケータイとか持ってないでしょ？」

「根ね付つけに仕立ててもらおうかと思いまして。お財布に付けると、いつでも持ち歩けるでしょう？」

「……うん」

　真愛の気持ちは嬉うれしい。

　嬉しいけれど、同時に微かすかな苦みも伴っている。

　単純な数字で計算しても、自分が真愛を選ばないのは三分の二。その時、このマスコットはどうなるのか。やっぱりプレゼントしたいというのは自分のわがままでしかないのか。

「では、参りましょうか」

「えっ？　あ、うん」

　一かず大ひろが悩んでいるうちに、今度は真愛が先に歩き出した。

　今度はさっきの道を、またゆっくり駅方面へと遡そ上じようしていき、ほどなく小さな喫茶店の前で立ち止まる。

「どう？　そろそろ休んでいこうか？」

「はい」

　入った喫茶店は今時の繁盛店とは雰囲気が違うし、純喫茶時代の『甘かん露ろ』とも異なるタイプの、昔ながらのお店という感じだった。メニューではコーヒーにはせいぜいホットとアイス、カフェオレくらいの種類しかなくて、紅茶もなし。

　その代わりと言ってはなんだが、食べ物の方は妙に豊富で、スパゲティナポリタンやカツカレーなど軽食というよりは本格的な食事レベルのものが多い。小さな本棚には、雑誌やよれよれにくたびれたコミックスが納められている。店内の張り紙などを見ると、夜の時間帯にはアルコールも提供するようだ。

　カウンターの中には、人の良さそうな初老のマスター。多分、一人で切り盛りしているのだろう。

「これも、昔ながらの地域密着型のお店のあり方の一つという事ですわね」

　メニューを見ながら、真愛が笑った。

「うん。近所の人の憩いの場って感じ。多分軽い食事とか、時間つぶしに利用するんだろうね」

　小声で答えた後、一大はいつもの通りコーヒー、紅茶がないので真愛はオレンジジュースを注文した。

「一大様、今日はありがとうございます」

「えっ？」

　グラスを前に、不意に真顔で告げられて一大は戸惑う。

「今日は、わたくしのワガママを聞いていただき、しかもわたくしのためにこの街の実状を見せようと考えたのでしょう」

「うん。まあね」

　己の意図がきちんと通じていた事を知り、一かず大ひろは安あん堵どすると同時に誇らしくも感じる。

「音楽やスポーツやってる奴やつなら自分のいいところを女の子に見せたいって張り切るんだろうけど、オレはそういう特技とか趣味とかないからさ。真さな愛えさんをエスコートするっていう事になった時、何がいいかって思ってさ」

　真愛に見てもらいたい自分の美質、紹介したい『新しい何か』は何だろう──そう考えた時、たどり着いた結論は一つだった。

　彼女にとってホームグラウンドでありながら、これまで身近に接した事がないであろうこの街の、ありのままを見てもらおう。ここに生きている当たり前の人たちが存在する風景を感じてもらおう。

『みんなのキューピッド』を務めてきた一大が誇れる得意技があるとしたら、それは『みんなが楽しめる場所に詳しい』という事だから。

　きっとそれは『スウィート・ドロップ』のアルバイトからスタートして、財団の後継者として自らの意思で大きく歩を進めた真愛にとってプラスになってくれるはず。

「それは、何かの競技に専念しているのや技芸を持っているのに比べれば分かりやすいものではないかも知れません。ですが、得え難がたい立派な美点だと思いますわ。それに一大様にはもう一つ素晴らしい長所があります」

「長所？」

　真正面からそんな風に言われても、自分自身ではピンと来ない。

「人の良さをきちんと見みい出だし、人と人を結びつける力です」

　微笑しながら、真愛はストローをくるりと巡らせた。グラスの中でアイスキューブが触れ合い、カラリと硬質な音を奏でる。

　確かに、キューピッドに最も重要なのはそれかも知れない。

　自分を信じて仲介を頼んできた女の子がいたとして、指定の男子が実はろくでなしだったら紹介する訳にはいかない。もちろん逆に誉ほめるポイントがない女の子にいくら頼まれても、軽々しく引き受けたら男の方に迷惑がかかってしまう。

「まあ、今までいろいろやってきて『どう考えてもダメ』ってケースに遭遇しなかったのは、単に周りの人に恵まれていただけだろうけど」

「それも、一大様の人柄あっての事でしょう？　他人に信頼され、和を結び、人間関係の潤滑油となる資質は、大きな組織の中でこそより効果的に活用できるかと存じます」

「それって……」

　カップを持つ一大の手が止まる。

　彼女の言う事は、理屈としては分かる。

　それこそスポーツや芸術など、個人として特別な力を持っているのなら、その才覚を存分に発揮できる環境やステージを選べばいいだけだ。

　しかし人間関係を調整する能力は違う。

　スケールが大きければ、最終的な効果も大きい。

　もっとも一かず大ひろ自身の資質が大きな舞台でも変わりなく発揮できるかと問われれば、実績がないから何とも答えようがないのだけれど。

「真さな愛えさんが、オレの事をそんな風に買ってくれるのは嬉うれしいよ。だけど、オレは所詮自分の学校の中で見知った連中を相手にしているだけだから上手くいってるだけで、ちゃんとしたマネジメントとか人事管理とかって事になると話は別だろうし」

「でしたら、わたくしと一緒にこれから学んでいけばよろしいではありませんか。素質には恵まれているのですから、それを伸ばしていくのは一大様にとっても大いに益になる事だと、わたくしは思います」

　気負いのない、しかし力強い表情。

「どのような人生を歩むかは一大様の自由ですし、その裏付けとなれるようにわたくし自身がもっと強くならねばならないと考えています。ですが、その上で一大様の自由な選択肢の中に、わたくしのパートナーとして共に支え合うというものがあってほしい……それがわたくしの本心です」

「うん……。その気持ちは、きちんと受け止める」

　今の一大は、こう答えるしかない。

　何しろ三つの選択肢のうちの一つしか詳しく確かめていないのだから。

　いや。選択肢とは、単に三人の中の誰を選ぶかという事ではない。

　誰を選び、その上で一大自身がどんな風に生きていくかという事でもあるのだ。

「既に申し上げた通り、一大様が熟慮の上でお決めになってください。その上で下されたのがどのような決断であっても……少なくともわたくしは、真しん摯しに受け止めて納得するつもりですから」

「うん。ありがとう」

　彼女が示した誠実さに、一大はただ礼を返すしかない。

　本当に言うべき事、言いたい事を言ってしまったからか。

　後は互いに言葉少なく、見つめ合ったまま冷めかけたコーヒーと氷が溶けて薄くなったオレンジジュースを少しずつ飲み進める。

　ストローを遡っていくジュースの色は、タイムリミットを告げる逆向きの砂時計だ。

　やがてほぼ同時にグラスとカップが空になる。

　数秒は、沈黙のまま流れた。

「……じゃあ、行こうか」

　今日は一かず大ひろがエスコートする側だ。

　最後の責任として、これも告げなければいけない。

「ええ。本日はありがとうございました」

　立ち上がり、店の外へ出ると既に秋の空は薄暗くなっていた。

「わたくし、これでお暇いとまいたします」

　真さな愛えがお辞儀をする。

　それが合図だったのか。これまで姿を潜めていたアーノルド三人が影のように現れる。

　小さな喫茶店の中には入らないが、普段通り店の周囲をばっちり警護していたのだ。

「車はどうなっていますか？」

「問題ありません。近くに回してあります」

　問われて、ボディガードのひとりが答える。

「本当なら彼氏に家の近くまで送ってもらうのが嬉うれしいのですけど、わたくしの場合はそういう訳にもいきませんものね」

　何しろ山一つ私有地で、普通の人は麓ふもとにまでしか近寄れない。

「オレの方こそ、今日は真愛さんのおかげで楽しかったよ」

　ぎゅっ！

　一大が近寄ると、不意に真愛が手を握ってきた。

「え？」

「あ、あの……女の子の方からこんな風にするのは、はしたないと思われるかも知れませんけれど……」

　真愛が頰ほおを赤らめ、一瞬恥ずかしそうに目を逸そらした。

「そ、そんな事ないよ。う、うん。今日はデートなんだし」

　うろたえながら、それでも一大はこう答える。

　心臓がバクバクする。

　この柔らかな手で触れられたら、電化製品でなくてもおかしくなってしまいそうだ。

「そ、そうですね。で、で、で、デートなのですよね。まだ正式な恋人同士でなくても」

「う、うんっ！」

　真愛が恥ずかしがって言葉を詰まらせるから、一大の方も過剰に意識してしまう。

「お別れの前に、最後にこれだけは言わせてください」

　顔を上げ、真まっ直すぐに一大を見つめて真愛は再び口を開いた。

「強制はいたしません。どのような結論でも受け入れると言ったのもウソではありません。ですが、わたくしを選んでいただけたなら……最高に幸せです」

　どう答えていいのか戸惑っているうちに、温ぬくもりは離れた。

　さっきまで一大と触れていた手で何度も胸元をさすり、真愛は呼吸を整える。頰の赤みがゆっくりと退ひいていく。

「パーティの件、改めて招待状を差し上げます。お待ちしております」

　ボディガードたちに囲まれ、真さな愛えは颯さつ爽そうと去っていく。振り返る事のない背中が消えるまで、一かず大ひろはその場で見送った。





第４話　鷹たか奈なと楽しくにぎやかに







『カズは何にも前もって準備してなくてもいいから』

　期日よりもずっと早く、火曜のうちに鷹奈からはそう伝言されていた。

　くじ引きの結果とはいえ、彼女が当たったのは真ん中の日曜だ。前日は真愛とのデートだから、二人で打ち合わせする訳にいかないのはもちろん、一大としても二件のデートプランをそれぞれ考え、公平に徹するというのは難しい。

　だから正直、鷹奈が早い段階からこういう申し出をしてくれたのはありがたかった。

　真愛とのデートを終えて帰宅した一大は、心身を休めるため一風呂浴びた後はそのまま眠りに就き──。

「起っきろー、カズ～ッ！」

「……んあ？」

　ぼふんっ！

　心地よいまどろみは、衝撃と重みで破られた。

　ベッドで眠る一大の胴体にまたがるように、鷹奈が勢いよく乗っかってきたのだ。

「お、おま……っ！　鷹奈っ？　どうして？」

　寝ぼけた頭が一瞬で明めい晰せきに覚醒する。

　昨夜はちょっと疲れていたとはいえ、玄関にはきちんと鍵を掛けたはずだ。

「幼なじみなんだし、初めての本格的デートでしょ？　だったら女の子の方が起こしに来るのってのもアリかと思って。一度やってみたかったんだ」

　普段は鷹たか奈なの方がお寝坊体質で、一かず大ひろの方がしばしば彼女にご飯を作ってたたき起こしに行っている。

「それはまあいいんだけど……どうやって入った？」

　顔が熱くなっているのを自覚する。

　大きいとは思っていたけれど、下から見上げるアングルだとバストの迫力も一段とパワーアップだ。しかもこの状態だと、あからさまに目を逸そらすというのも気まずいけれど、身動きも取れない。

「へへーん。ママに頼んで、合鍵貸してもらったから」

　こっちのそんな気持ちを知ってか知らずか。鷹奈は指先でレザーのキーホルダーに付いた銀色の鍵をつまみ、ぶらんぶらんと揺らす。

　昔なじみだから、仕事で息子一人が残る八や木ぎ本もと家についていろいろと面倒を見たり、困った時は助けてくれるよう氷ひ魚お家は頼まれている。だから緊急時のための合鍵も預けられているのだ。

　もちろん普段は親が管理しており、鷹奈が使ったりはしないのだけど。

「今日はデートなんでカズを起こしに行くって言ったら『がんばれ』って渡してくれたよ」

「……顕あけ美みおばさんか……」

　先だっての三人揃そろってのお泊まりを許したくらいで、顕美はどうも鷹奈を一大にけしかけているというか、二人がくっつくのを期待しているようなフシがある。鷲しゆう介すけのように『娘は誰にも渡さん。嫁になどやるものか』という態度も危険だが、こっちはこっちで色々と難儀だ。特に迷っている身にとっては。

　時計を見るともう午前九時を回っていた。予定よりかなり長く寝てしまった。自分で思っているより気疲れしていたのだろうか。

「ほら。早く着替えて出かけようよ。あたしは朝ご飯、普通に済ませてきたけど、カズが外で食べるっていうなら付き合ってもいいよ」

　ひょこんと跳ねるようにして、鷹奈は一大の上から離れた。

　見るとデニムのミニスカートにカラータイツ、上半身は細いボーダー柄のプルオーバーの上に丈の短いジャケットという動きやすさ重視のスタイルだ。

　鷹奈らしく、同時にかわいらしくもある。

　なるほど。タイツだからこそ、ミニスカートでも脚を広げる大胆乗っかり攻撃をしかけてきた訳か。

「……え、えっとさ。もちろんデートなんだから気合い入れた方がいいとは思ったけど、カズに言われた通りあたしらしくない無理しても仕方ないって思ったから、こんな感じで。どう？」

　一かず大ひろの視線に気づいて、鷹たか奈ながちょっぴり頰ほおを赤らめる。

「ん。いいんじゃないか？　似合ってるよ」

「あ、ありがとね……っ！」

　照れた鷹奈が身をよじるのを見ると、何だかこっちまで恥ずかしいというか歯がゆいというか、妙にくすぐったいような気持ちになる。

「と、とにかくさ。オレも着替えるから、下降りてキッチンで待っててくれ。朝メシ軽く済ませてから出かけよう。飲み物くらい出すよ」

「うん」

　お泊まり会の時のノリで『着替えるところまで見てる』とか言われたらどうしようかと思ったが、案外素す直なおに肯うなずいて軽快な足音を立てて階段を駆け下りていく。

「……さて、と。何着て行こうか」

　鷹奈はお隣さんの幼なじみ、身近さという手札を活いかしていきなりぐいぐい押してきたけれど、晴れのデートなのも事実。こっちもそれなりのおしゃれをしなければ失礼というものだ。

　自分に任せてと言った上で何も告げないのだから、向こうとしては『どこへ連れて行くのか』というのをサプライズとして楽しませたいのだろう。

　まあ、鷹奈だから単に言い忘れているという可能性だってゼロではないのだけど、さすがに今日はそんな事はないと信じたい。

「素直に、あいつに合わせた方がいいだろうな」

　独り言を呟つぶやき、一大はクローゼットの中からスポーティなものを選んで身につけた。

　一階に降りて顔を洗い、ダイニングキッチンに向かう。

　鷹奈は、素直にテーブルに着いて待っていた。

　レンジをオーブントースターモードにして食パンを入れ、フライパンを熱してベーコンエッグを焼く。

「ん～、いい匂い」

　テーブルに頰杖をついたまま、鷹奈がうっとりと呟いた。

「鷹奈も食べるか？　材料あるし、よかったら作るぞ？」

　首だけで振り返って訊たずねる。

「いいよ。さっきも言った通り朝はちゃんと食べてきたし、あたし、カズの料理も好きだけど、料理作ってるカズを見てるのも好きなんだもん」

「い、いきなりそんな事言うなよ」

　予想外のリアクションに照れくさくなり、大慌てで視線を手元に戻す。

　食後のコーヒーまで済ませると、一かず大ひろよりも先に鷹たか奈なが立ち上がった。

「よーしっ。じゃ、出かけましょうっ！」

「どこへ？」

「いいからいいから。今日はあたしに任せて。カズってばいつも他人のためにきっちり下調べしてデートプランとか考えてるんだから、たまにはリードされる立場ってのもいいでしょ？」

「まあな」

　サムアップ＆ウインクの鷹奈に、笑顔で肯うなずき返す。

「それにさ。公平なクジ引きの結果だから仕方ないけど、あたしは三連戦の真ん中で、真さな愛えの翌日じゃない。普通に考えたら中継ぎって一番印象弱くなっちゃうから、これはもう幼なじみの利点を最大限に活いかす手しかないって思って」

　ある意味非常に鷹奈らしい、あっけらかんとした告白。

　正々堂々勝負するという事が決まっている以上、ルールで許される範囲で全力を尽くすのは、アスリートの本分か。

「んじゃ、お言葉に甘えるっていうか、鷹奈がどんなのを考えたのかじっくりチェックさせてもらおうかな」

「まーかせてっ！」

　自信満々の鷹奈に先導されて、家を出て最寄りの停留所からバスに乗る。路線は、昨日と同じ駅前繁華街方面行きだ。

（まあ、オレの方でも昨日どこで何をしたかは伝えられない約束だから、多少のダブりは仕方ないか）

　鷹奈なりにいろいろと考えてはいるようだけど、どうしてもこの街の中でデートしようとすると、場所はある程度限られる。それは、数多くのデートスポットを調査し、デートコースを考えてきた一大の実感でもある。

「ほらっ！　まずこっちねっ！」

「おわっ！」

　バスを降りると、鷹奈は一大の手をぎゅっと握って小走りになる。

　昨日、真愛とは腕を組むのを自粛したけれど、これはいいのだろうか。この手を無む理り矢や理りふりほどくというのも何か違う気がする。こちらから積極的に接触するのと、向こうからアプローチされたのは別カウントというルールにする方がいいのか。

　昨日の別れ際だって真愛の方から手を握ってきたんだし。

（いや、待て待てオレ！　三人から一人を選ぶためという特別な事情があるとは言っても、鷹奈とデートしてる最中に他の女の子の事を考えるのは失礼ってモンだろ！）

　ぶんぶん頭を振って、浮かび上がった考えを追い払う。

　今は、鷹たか奈なとのデート。

　鷹奈がしてきた事は、よっぽどイヤじゃなかったら受け入れる。だいたいオレとこいつは幼なじみで、手をつなぐくらい昔からよくやってきたんだし。

　どうしても三つのうちの真ん中、昨日とは直ちよくで連続しているとなると、鷹奈だけに集中しようとしても、真さな愛えとの事を意識しないでいるのは難しい。

「ど、どうしたの、カズ？」

　こっちの妙な態度に気づいた鷹奈が、振り返って訊たずねる。

　その頰ほおが、赤かった。

「な、何でもない！」

　答える一かず大ひろの声は裏返りそうになる。

「そ、そうだよね、うん。あたしとカズの中なんだし、手つなぐくらい、今さら別に特別に意識する事じゃないよねっ！」

　ぎゅっ！

　そう言っている鷹奈の手に、力がこもる。

　一大は理解する。

　手をつなぐという行動そのものは子供の頃と同じであっても、一大も真愛ももうただの子供ではない。

　同一の行為であっても、状況や関係性で全く異なる意味を帯びる事なんていくらでもあるのだ。

　幼なじみ、ニセ彼氏、本当の恋人候補──鷹奈と自分という組み合わせはそのままでも、絆きずなのあり方は変化している。

「ま、まあ、迷子になったりする訳ないし、別に手つながなくてもいいか。あはは……」

　はにかみながら手を離すと、鷹奈は指先を反対の手で愛いとおしげに包み込んだ。そのまま、どこかぎこちない足取りで真まっ直すぐ歩いていく。

　向かった先は、細長いビルをまるごと占めるチェーン店のカラオケボックスだった。

「ここ……か？」

「そ。デートって言ってもあたしとカズで今さら気取っても仕方ないしね。歌ったり、身体動かしたり、思いっきり遊んじゃおうよ」

「まあ、オレもその方が気楽かな」

　一大が苦笑している間に、鷹奈は受付カウンターで使用申し込みを始めた。

「会員カードはお持ちでしょうか？」

「えっ？　えっと、ありません」

「お作りいたしますか？　ただいまの時間ですとフリードリンクつきのプランがお得になりますけれど、いかがなさいますか？」

「え？　ええっ？」

　店員がマニュアル通りにいろんな数字が並んだ表を提示しているだけなのだが、細かい事が苦手な鷹たか奈なにとってはキャパシティオーバーらしい。

「すいません。オレ、会員カードあります。こっちで。二時間で、オプションは特になし。最初のドリンクはアイスコーヒーと、鷹奈はオレンジソーダでいいか？」

　一かず大ひろは素早く割り込み、テキパキとオーダーを入れて確認する。

「う、うん」

「はい。ではお部屋は三階三〇四号室になります。右手のエレベーターをご利用ください」

　店員はまたしても完璧にマニュアルに従った、丁寧で表面上はにこやかだけれども感情の籠もってない応対をしてくれた。

「あ、ありがとね、カズ。あたし、やっぱりダメだなぁ……。今日は全部仕切るつもりでいたのに」

「鷹奈お前、カラオケとか普段あまり来ないのか？」

　エレベーターの中、苦笑いしながら俯うつむく鷹奈に訊たずねる。

「そ、そんな事ないよ。学校の友達とかと時々来るから、今日だってデートに選んだんだもん。だけど、その……」

「面倒な手続きとかは、いつも人任せなんだろ？」

「う、うん」

「お前なぁ。無理はしないって自分で言ったの忘れたのかよ？　どこで何するかは今日はお前次第だけど、オレに頼った方がいい事は素す直なおに丸投げしろって」

　こつんっ。

　鷹奈の頭を、グーで軽くこづく。

　ちょうどそのタイミングでエレベーターは三階に到着した。

　三〇四号室は店内でも最小の部類に入るであろう小さな部屋で、壁に張り付く形でソファが並び、中央にはガラステーブル。隙間は狭くて、奥の方へ入っていくのも難儀するほどだ。

　ビニール袋に入ったマイク二本や歌本はテーブルの中央に置かれているけれど、システムのコントローラーは定位置、すなわちモニター下のホルダーに納められている。

「ちょっと待ってね」

　鷹奈はソファの上に片膝を突き、小柄な身体をめいっぱいに伸ばすようにしてリモコンをつかんだ。弾みで、スカートの短い裾がわずかに引っ張られて持ち上がる。

　お尻の形が分かるようなアングルで、一大は思わず目を逸そらす。

「一曲目、どっちから歌う？」

　とか言いながら、鷹たか奈なは既にリモコンを操作して必要なリストを呼び出している。

「もうちょっと待とう。ドリンクが来てからにしようぜ」

「あ、そっか」

　一かず大ひろが言わんとする事を理解して、鷹奈も大きく肯うなずいた。

　人にもよるが、熱唱している最中に店員がドアを開けるとちょっと気まずい気分になって、歌い続けるべきか完全に止やめた方がいいのか判断に迷って、結局微妙なボリュームの歌声になってしまったりする。

　二人だけで数も少ないから、ドリンクだってすぐに運ばれてくる。だったらそれが届いてから歌い始めた方が気分が削そがれなくていい。

　事実、ほどなく男性店員がグラスを二個乗せたお盆を運んできた。

「じゃあ、これで心おきなく歌えるねっ！」

　待ちかまえていた鷹奈がタイトルを入力する。

　考えてみると、鷹奈とカラオケに来るのは初めてだ。彼女はどんな曲を歌うのか。

　数秒のタイムラグの後、画面に『受け付けました』の表示が現れ、続いて画面が切り替わって演奏が始まる。

「おっ？」

　意外というべきか、なるほどと納得するべきか。

　流れてきたのは人気アイドルグループのヒットナンバー、女の子全開の歌詞でひたすら明るいラブソングだった。

　実のところ音程はちょっと微妙なところもあるがリズム感は素晴らしいし、何より元気と勢いがあって聴いているこっちまで楽しくなってくる。

　ノリノリで歌う鷹奈に合わせ、ポニーテールがメトロノームのように左右に揺れ動く。

　ついでに胸も揺れる。

　もちろんちゃんとブラは着けているだろうけど、ノリが激しい上に元々のボリュームがボリュームだから完全に押さえ込むのは無理なのだ。

　下手に目を逸そらしたりするのも不自然なので、視線はモニターに向けて手拍子でリズムを取る。鷹奈の元気度が更にアップする。

「はい。次はカズの番ね！」

　歌い終わると、後奏が鳴なり止やまないうちに鷹奈からマイクを渡された。金属の表面に、握りしめていた温ぬくもりが残っている。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。オレ、まだ何を歌うか決めてないし……」

　クラスの男友達と連れだってのカラオケなら、その場のメンバーや雰囲気に合わせて選曲する。他人の得意な持ち歌とかぶらないように避けたり、逆にみんなが好きな曲を歌って盛り上げたりするが、鷹奈と二人きりではどんなナンバーを選べばいいのか。

「カズが迷うくらいなら、あたしが選んであげる。今日はリードする約束なんだしね」

「お、おいっ？」

　ここでいきなり知らない歌とかインプットされたらどうすればいいのか。シラケた雰囲気は避けられない。

　だが──。

　聞こえてきたのは、勇ましいイントロ。

　一〇年以上も前、子供の頃にファンだったヒーローアクションアニメの主題歌だ。自分だけではない。鷹たか奈なもよく一緒に見ていた。

「ほら！　これなら絶対歌えるでしょ？」

「た、多分な」

　当時は大ファンで主題歌ＣＤも買ってもらったけれど、ちゃんと歌詞を覚えているかどうか。

　しかし一かず大ひろの不安は単なる杞き憂ゆうだった。

　歌というのは想像以上に深く記憶に焼き付いているもののようで、毎週オープニングで流れていた一番はもちろん、二番以降の歌詞もメロディに乗ってすらすらと口から飛び出してくる。

　一大のテンションもどんどん上昇していく。この手のキッズソングは下手にセーブするとかえってサマにならない。

「レッツゴー、戦えーっ！」

　鷹奈も拳こぶしをぶんぶん振り回しながら、合いの手やコーラスを入れてくる。

「ふぅ……」

　一曲歌い終え、一大は大きく息を継いだ。

「カズはさ、気配り上手って言えば聞こえはいいけど、みんなに満遍なく気ぃ遣っちゃって手詰まりになるところってあるじゃない？」

「う、うん。まあ、な」

　耳の痛い指摘だ。

　三人の間で宙ぶらりんになっているのも、それが大きな原因なのだし。

「だから、一曲目はあたしが勝手に決めて勢いつけてあげたの。次からはカズが好きなのにしてよ。あたしも、カズがどんなの選ぶか楽しみだし」

　そんな風に言いながら、鷹奈は戻ってきたマイクを手に次の曲を歌い始めた。さっきと同じグループの別の曲だ。膝でリズムを合わせながら、一大も今度は自分で選曲して入力する。

「はい、カズ」

　交互に何曲か歌った後、鷹奈が一大にマイクを差し出す。

「ご、ごめん。オレはちょっと休憩。ドリンク追加するけど、お前はいいか？」

　たった二人でカラオケというのは初めての経験だった。

　考えてみれば三分程度のインターバルで、次々に歌い続けなければならない。しかも鷹たか奈なに合わせてアップテンポの明るい歌ばかり選んでいるので、思った以上に体力も消耗するし喉も疲れる。

　気が付けば、口の中を潤すためのウーロン茶も空になっていた。

「あたしはいらないけど……。じゃあ、連続で歌っちゃうよーっ！」

　スタミナがあるのはもちろん、喉の方もタフなのか。鷹奈はすぐに次を入力する。

　こんな調子で、最初はかわりばんこだったのが後半は鷹奈二曲に一かず大ひろが一曲くらいの比率になって、あっという間に二時間は過ぎた。

「延長はナシで。ちょうどいい感じにお腹なか空すいてお昼時でしょ？」

　時計を確かめると正午を少し回ったところ。朝早めに起こしに来たのも、鷹奈なりに計算した上でという事か。

「お昼だけど……あ！　そうだ。一応確認しなきゃ。昨日、真さな愛えと何食べた？　ダブったらキャンセルしなきゃいけないし」

「え、えーと……」

　素す直なおに言ってしまっていいのか、一瞬戸惑う。

　今日は鷹奈相手に集中するべきなのに、昨日のデートの事を思い出して比較するのは果たして正しいのか。

「変に気ぃ遣わないでよ。三連続ってのはあたしたちみんな知ってるんだし、さすがに同じ物の連チャンはカズもイヤでしょ？」

「そりゃまあ……。でもキャンセルって事は予約入れてるのか？」

　タイミング的にはちょうどお昼時で混み合う頃だ。確かに予約していれば安心だし、お店側の迷惑を考えてもドタキャンは避けたい。

「そうだけど、申し込みだけで別に料金かかる訳じゃないから遠慮しないでよ。あたしとカズの仲じゃない」

「それもそうか」

　同じ物を連続で食べる──海水浴場での出来事を思い出し、一大は苦笑した。

　鷹奈らしい大ざっぱな開けっぴろげの態度の中に、しっかりと気遣いが含まれている。ここは、紛まぎれもなく春に比べての成長ポイントだ。

「昨日の昼は焼き肉だった」

「ふぅん。じゃ、あたしが予定してたトコとかぶんなくていいね。ついて来て」

　そう言って鷹奈が案内したのは、中華レストランだった。ランチタイムの飲茶やむちやバイキングが人気の店。

　もちろん一かず大ひろもデータとしては知っていたが、実際にここで食べた事はない。食べ放題なんて一人ぼっちで来てもそんなに楽しくないし、昨日の焼肉店と違ってここは男友達に誘われた事もない。

「お前、ここはよく来るのか？」

「ううん、初めて。部活の先輩とかに美お味いしくて食べ応えがあって、それでいてちょっとおしゃれっぽい店って訊きいたら薦めてくれたんだ」

　考えてみると鷹たか奈なと食事を共にするのは別に珍しくないが、家が隣同士という事もあって互いの家で食べるばかりで、一緒の外食というのはずいぶん久しぶりだ。両家の家族が同席せずに二人きりとなると、それこそ夏の海の家以来が初めてで今日が二回目かも知れない。

　カラオケもそうだけど、ずっと一緒に育ってきたつもりで、まだやった事がない初めての事なんてまだまだいくらでも残っている。

「さ、入ろ。すいませーん。予約入れてた氷ひ魚おですけど」

　入り口をくぐり、鷹奈が店員に告げると賑にぎわっているフロアの一角、二人掛けのテーブルに案内される。

「中央のテーブルの品、二時間全品食べ放題。ドリンクバー付きとなっております。取り皿に大量の料理を残されますと追加料金をいただく場合がございますのでご注意ください。では、ごゆっくり」

「よーし。じゃ、思いっきり食べようよ！」

　食べ放題店定番の説明を店員から受けると、鷹奈は席を立って料理が配置されたテーブルに向かった。

　すぐにチャーハン、ヤキソバ、春巻、シューマイ、麻婆豆腐その他諸々エトセトラを山盛りに、何枚もの皿を器用に両腕で支えて戻ってくる。

「カズも、自分の分取ってきたら？　じゃ、いただきまーす」

　料理を頰ほお張ばり、鷹奈は目を細めた。

　一大も適当に一皿分取って、席に着く。

「うん。やっぱりカズのチャーハンの方が美味しいよね」

「そうか？」

　自分でも味見した一大は、鷹奈の言葉に首を傾かしげる。

　バイキング用だからやっぱり多少は『安い』感じはするけれど、それでもちゃんとしたプロの味付けだ。米はちゃんとぱらりとほどけているし、塩加減もいい。自分の素人料理がこれより上と、胸を張る気にはなれなかった。

「食べ物の味なんてのは、最終的には個人個人の好みが大きいしな。単にお前がオレの料理を食べ慣れてるってだけだと思うぞ」

「ふぅん、そっか。じゃ、あたしはカズの料理を最高と感じるように仕込まれちゃったって訳か」

「ちょ、ちょっと待て。その言い方はいろいろ誤解を招くだろーがっ！」

　調教されたとか、そういう勘違いもできる微妙な表現だ。

「え？　あ、ああっ！　そ、そーだよねっ！　ごめんっ！」

　何気なく口にした鷹たか奈なも気づいたのか、唇の端からヤキソバを一本はみ出させたまま顔を赤くする。

　照れ隠しもあるのか、鷹奈はわっしわっしとハイペースで料理をかき込んでは、空になった皿に料理を補充しては食べ続ける。このレベルの客が数人一度にやってきたら、店側がバイキングを中止にしそうな豪快な食べっぷりだ。

　ふと気づくと、ほとんどのメニューを一通り制覇しているのに、鷹奈の皿に酢豚だけが見あたらない。

「お前、相変わらずパイナップル入った酢豚は苦手なのか？」

「うん。酢豚もパインもそれぞれ好きなんだけどねー。一緒にされるとダメ。おかずに果物が入ってるのって、なんか違和感ない？」

「オレは別に平気だけどなぁ」

　これも子供の頃から知っている、お互いの食習慣の一つだ。

「それにしても、相変わらずよく食うなぁ」

　一かず大ひろだって育ち盛りの男子高校生で、しかもカラオケでカロリー消費した直後だ。それに食べ放題だと損をしたくないという気持ちもあって、ついついたっぷり食べてしまうが、鷹奈が口にする量は倍以上だった。

「だってカズの前で、今さら女の子らしく見えるように小食気取ったって仕方ないもん。それに、女の子って男子の目がないと結構もりもり食べるよ。特に運動部は。そのくせ、みんなダイエットで体重とか気にしたり」

　一大の知らない女子校の極秘情報がわずかにリークされる。

「やっぱりそういうモンなのか？」

「そうそう」

「お前はそのあたり羨ましがられてないか？　食べても太らない体質だし」

　超人的な運動能力はカロリー消費も激しいのか。鷹奈は食事の量は人一倍で脂っこいものや炭水化物が大好きなのに、太った事はない。

「まあねー。それでも、学校だと食べる量はそこそこセーブしてるよ。それでも人よりは多いけど、女友達の間でも大食らいだとちょっと恥ずかしいじゃない？　もちろんみんな、男子の前に比べると遠慮しないけど、女同士でも見み栄えってあるし。体重なんかお互い気にするデータだもん」

「へえ」

「幼なじみだし、しょっちゅうご飯とか作ってもらってるけど、あたしは中学から女子校で別々だったしね」

　食べる手を休めずに、鷹たか奈なは笑う。

「それもそうか」

　幼い頃から身近で色々見ていて、最近の急激な変化に関しても最大の関係者のつもりだったが、学校での日常など案外知らない事も多い。

「あたしとカズってさ。そういう意味でいい感じだと思うんだよね。下手な遠慮はいらないし、でもお互いに慣れきって新鮮さもなくなってって訳でもないし」

「そ、そういう考えもあるか」

「そうだよ。お互いに家族ぐるみのつき合いだから、そういう意味での面倒くささもないしね。パパはちょっとワガママ言うけど、あれは半分ふざけてるみたいなものだし、本気で何か言うようだったら、あたしとママがきっちり反論するから」

　やっぱり鷹奈は鷹奈だ。

　真さな愛えとは違い、真まっ直すぐな一撃を正面から叩たたきつけてくる。

「カズは気配り名人で自分の事は後回しにしがちなんだから、あたしみたいにグイグイ振り回す方がいいパートナーになれるよ、絶対。もちろんあたしだってワガママ言うだけじゃなく、ちゃんとケジメ付けるべきところは付けるし、カズにふさわしい女の子になるためにもっともっと頑張ろうと思うしさ」

「そ、そうか？」

　開き直った──というより決意を固めたのだろう。

　いつになくグイグイ押してくる鷹奈に、一かず大ひろの方は相あい槌づちを打つだけで精一杯だ。

　間が持てず、こっちから切り出す話題もつかめないので食べる方に逃げてしまうが、中華はこってりしているので、やはり量には限界がある。

　無理に時間いっぱい使って一二〇パーセントの満腹にする必要もないし、八分目よりやや上くらいで一大は揚げ物や米アンド粉物系統は終わりにして、デザートに移った。杏仁あんにん豆どう腐ふやごまプリンなど、こちらのメニューも豊富だ。

「何？　カズはもうシメに入っちゃうの？」

「ああ。お前の方はまだ行けるなら、無理に合わせなくていいから。時間はまだあるし」

　時計を確かめると、まだ三〇分以上の余裕がある。

「もちろん。カズ相手に変な遠慮なんかしないってば」

　そう言って鷹奈はもう一度追加で小籠包シヨウロンポウとエビシューマイを持ってきた。それを片付けてから、ようやくデザートにシフトして杏仁豆腐やマンゴープリンをぺろりと平らげる。こっちも一大の倍くらいの量だ。

「あー、美お味いしかった。ごっちそうさま～」

　満足そうに、お腹なかをポンポン叩たたく。全然気取らない、リラックスしきった表情だ。

「じゃ、次行こっか？」

　くつろいでいたのはほんの一分。鷹たか奈なはすぐに立ち上がった。

「少し食休みしなくていいのか？」

「あたしは平気だけど、カズ、きつかったりする？」

「いや。そうじゃないけどさ」

「だったら時間がもったいないじゃない。行こうよ。あ、支払いはワリカンでいいよね？」

　ごく自然に一かず大ひろの手を引っ張って立ち上がらせ、レジで会計を済ます。

　鷹奈の先導で次に向かった場所は、近くにある三階建てのゲームセンターだった。

「ほ、ほら。前はあたしのニセ彼氏として無理させたからさ。今日は普通に一緒に遊ぼうと思って」

　そう言って鷹奈は、真っ先に太鼓を叩くリズムゲームのところへ走っていった。

　パンチングマシーンを別にすると、鷹奈が昔から好きなのがこの手の全身を動かすタイプのゲームだ。

　クイズやパズルなど頭を使うものがダメなのはもちろん、格闘ゲームも現実の戦いとの違いが気になって案外ノれないらしい。そもそも、手先だけで操作するのに違和感があるのだとか。

「よーしっ！　いっくぞーっ！」

　腕まくりしてバチを握り、流れてきた曲と画面のガイダンスに合わせ、鷹奈は両腕を振るう。

　何かと大ざっぱな印象の彼女だが、リズム感は優れているし、身体の動きをコントロールする事に関しては紛まぎれもなく一流だ。一度流れに乗ってしまえば、複雑なコンボも華麗に重ねていく。ミスがあっても気にせず、すぐに立て直すあたりの思い切りもいい。

「よっ！」

　トトトントンッ！

　フィニッシュの連打の後、そのまま自然と決めポーズになる。ハイスコアのランクインとまではいかないが、立派にＳ評価だ。

「ほら。次はカズが挑戦してみて」

「多分お前には敵かなわないよ」

　苦笑しながらバチを受け取り、好きな曲を選択する。

「おっ！　おっと！」

　普通にリズムに乗ればいい分は問題ないものの、やはり強弱複雑組み合わせるコンボにはなかなか手の動きがついていかない。一度つまずくと、既に過ぎ去ったリズムをつい追いかけたりしてリカバリーが遅れてしまう。

　どうにかこうにかＡランクでクリアはしたが、やはり鷹たか奈なには及ばない。

「どう？　もう一曲、行く？」

「いや。別のにしようぜ。これだと勝負にならない」

　他の音楽ゲームやドライブゲームなどを一通り遊んでみたが、ほとんどが鷹奈の勝ちだった。

「ふぅ。また負けた」

「そんなあっさり言わないでよ、カズ。少しは負けん気見せるっていうか、悔しがったりしないの？」

「無む茶ちや言うなよ。生身の殴り合いは論外として、反射神経でもお前に勝てないのは分かり切ってるんだし」

「……ま、変に男のプライドとか意地とか言い出さないで、ガツガツしてないのがカズのいいところか。ね、どうせだから三階にも寄って行こうよ。カズ、入った事ないでしょ？」

「そうか。せっかくだから、このチャンスに覗のぞいてみるか」

「そうそう。カップルでしか入れないところへ行くのってデートっぽくていいじゃない？」

　三階はプリクラコーナーで、『男性のみのお客様は立ち入りをご遠慮ください』と階段にもエレベーターにも表示されている。まあ、女性だけのグループでも問題なく利用できるのだけど、どっちにしろ一かず大ひろにとっては未知の世界だ。

　エレベーターで上ってみると、同じゲームセンター内であってもまるっきり別の空間だった。

　一応ＢＧＭは流れているものの、ゲームそのものからの音や光のアピールはなく、ピンクやオレンジという女の子っぽい色の四角い撮影ブースが並んでいる。

「……な、なんか圧倒されるね」

「……あ、ああ。そうだな。お前、学校の友達とかと来た事ないのか？」

「きょ、今日が初めて」

「そ、そうなのか。はは……」

　サッカーを観に来て、本来応援するチームとは逆サイドの席に座ったのならまだマシ。ユニフォーム姿でチアホーン持って美術館に入ってしまったかのような圧倒的なアウェー感に、二人はお互いの顔を見合わせて気まずく笑う。

「と、とにかくさ。さっさと記念に撮って帰ろうよ、うん」

　そう言いながら、鷹奈はきょろきょろと視線をさまよわせる。

　目移りしているというのは正確ではない。

　鷹奈も一大も全然予備知識がないので、どれを選べばいいのか判断がつかないのだ。

『美肌ホワイトスペシャル』とか『パチ目ギガ盛り』とか言われても、全然理解不可能。知らない分野の専門用語だった。

「と、とにかく手近なので済まそう」

　思わず鷹たか奈なの手を引いて、一番近くの空きブースに飛び込む。

　しかし、どんな風に操作していいのか分からない。

「ど、どうしよ、カズ？」

「下手に加工とかしないで、そのまんま撮ろう！　それで終わりだ！」

「う、うんっ！」

　カメラ正面に立った一かず大ひろに、鷹奈は頰ほおを寄せてくる。

　驚いたが、さすがにここで離れろとも言えない。ラクガキ指定も何もなしで撮影ボタンを押すと、程なく写真シールがプリントアウトされてくる。

　微妙に緊張した笑顔の一大と、真っ赤になって笑っている鷹奈のツーショット──思えば、子供の頃は別にして一緒の写真を撮るというのも初めてだった。

「ほ、ほらっ！　カズも持っててよ。そんでもって、どっかに貼って！」

「お、おう。とりあえずもらっておく」

　そのままブースを飛び出すと逃げるように階段を駆け下り、二階のメダルゲームフロアを素通りしてビデオゲームの一階へ、そのまま店の外まで早足で飛び出す。

「つ、次はどこだ、鷹奈？」












「え、えーとねぇ……」

　返答に詰まっている。

「ひょっとして、ここから先は考えてなかったか？」

「そ、そうじゃないよ！　あたしがリードするって決めてたんだし。そ、そうだ。あちこち買い物っていうか、ウィンドウショッピングしようよ」

　このリアクションで分かった。

　ゲーセンから先は考えていない。

「じゃ、そうするか。しっかり案内頼むぜ」

　顔を立てて、鷹たか奈なの肩をポンと叩たたいて先に歩かせる。

　昨日、真さな愛えと歩いたのとは違って今日は駅の正面側のメインストリートだ。

　以前水着を買いに来たショップや、かわいい小物が並んだファンシーショップ、スポーツ用品店などをぶらぶらとハシゴする。

「あ、そうだ。手芸店に行こうよ」

「手芸店？」

　鷹奈にはちょっと似合わない、意外な提案に思わず聞き返す。

「ほら。あたしももうちょっと女の子らしくなりたいし。料理とかは全然ダメだけど、編み物とか練習してみようかなって思って。今から頑張れば、クリスマスまでには簡単なもの編めるようになるかなーって。で、完成したらカズにプレゼントしてあげる」

「その気持ちは嬉うれしいけど……」

　返答に困る。

　鷹奈の好意は分かる。

　だけど、まだ三人の中の誰を選ぶのかを決めかねている状態だ。

　クリスマスに鷹奈から贈り物を受け取るというのを、前提にしてもいいのだろうか。

「あ！　ち、違うよ、カズ。そういう意味じゃなくってさ」

　こちらの考えに気づいたのか、鷹奈もぶんぶん手の平を振る。

「手間かけて手作りのプレゼントするからあたしを選べって事じゃなくてさ……。そう、あくまであたしの側の気持ちの問題。ほら、カゼで寝込んでる時にも言ったよね。あたしとカズが幼なじみでお隣さんって事は絶対変わったりしないんだし……もしもあたしが選ばれなくても、ずっと友達でいたい」

　昨日の真愛と同じだ。

　鷹奈も、勝利を祈りながら敗北があり得る事から目を逸そらさない。

「それとも、彼女からじゃないとプレゼントって受け取れない？　他の女の子から物をもらったら、彼女に悪いと思う？」

「い、いや……。そんな事ない……と思うけど……」

　鷹たか奈な、真さな愛え、そして早少女さおとめ──三人が親友であるというのも今さら変わらない事実だ。

　もちろん嫉妬も独占欲もあるだろう。だけど、彼女たちがこうして正々堂々と競い合う形になったという、その気持ちを信じたい。

「よかった。うん。じゃあ、手芸店行こうよ」

　真剣だった鷹奈の表情が、一瞬でほころんだ。

　手芸店は商店街の端近く、駅前からかなり進んだエリアにある。

「わあ。こういうお店って、なんだか華やかでいいね」

　様々な素材が並んだカラフルな店内で、鷹奈は目を輝かせる。一かず大ひろにとってはやはり不慣れな場所ではあるが、プリクラコーナーよりはずっと居心地がいい。

「やる気があるのはいいけど、最初っからレベル高いのに挑戦するなよ」

「分かってるってば。もちろん最初は簡単な奴やつ。セーターとか無む茶ちやしないで、定番のマフラーあたり」

「それだって思ったほど簡単じゃないらしいぞ。凝った柄とかじゃなくて、本当にシンプルなのでもオレは嬉うれしいから」

　もちろん一大本人は編み物などやった事はないが、好きな男子にプレゼントしたいという女の子から相談された経験ならあるのだ。

「カズはやっぱり青系が好きだよね？　今持っている服とかにも合うし」

　鷹奈は、毛糸を手にとっていろいろ見比べている。

「あ、そうだ。どうせなら、毛糸、オレが買ってやろうか？　せっかくのデートなんだし、何か鷹奈に贈ろうって決めてたから」

「やだなぁ、カズ。カズに贈るものの材料をカズに買ってもらったら意味ないじゃない」

「まあ、それもそうか。あ、じゃあこれはどうだ？」

　一大が指さした毛糸コーナー隣のマガジンラックには、編み物のハウツー本が何種類か置かれている。

「それだったら、材料直接よりはいいかな？」

　鷹奈の同意が得られたので、一大は店員を呼び止めてどれが最も初心者向けで分かりやすい内容か訊たずねる。詳しくない分野は、下手に知ったかぶりや独り合が点てんしないで、その道のプロに確認するのが一番いい。

　一大がまずハウツー本の会計を済ませた後、鷹奈が青と白、黒の三色の毛糸をレジに持ってきた。落ち着いて無ぶ難なんな、何にでも合わせやすい配色を選んだのだろう。

「支払いは別ですけど、一緒の袋に入れてください」

「分かりました。はい。どうぞ」

　店員が差し出した紙袋を、一大は手を伸ばして受け取る。

「あたしの荷物なんだから……って、まあいいか」

　一かず大ひろの意図を理解したのか、鷹たか奈なが笑う。

　ゲームで負けるのは実力だから仕方ないけれど、一大だって男なんだから『女の子の荷物を持つ』くらいのカッコはつけたい。そりゃあ鷹奈でなければ持てないほど重い品物なら話は別だけど。

「じゃあ、ちょっと早いけど夕食を……」

　そう言って鷹奈が歩き出そうとした時──。

「あーっ！　お姉様……と一五画男っ！」

　いきなり背後から声がかかって、一大の背筋がビクンと縮こまった。

　振り返って確かめるまでもない。どこか舌っ足らずな独特の声。何より一大の事を『一五画男』なんて呼ぶ人間の心当たりなんて一人しかない。

　そーっと振り返ると、予想通りの人物がワナワナと震えながらこちらを指さしている。

　丸い顔を縁取るふわふわの髪を二つシニョンにまとめ、鷹奈よりも小柄な身体を包むのはフリル多めでパステルカラーの、いかにもオンナノコオンナノコしたワンピース──言うまでもなく、羊ひつじ飼かい桃もも乃のである。

　一瞬『鷹奈よりも強い最強格闘家』のロールプレイをした方がいいのかと思ったが、すぐに思い直す。その事に関する誤解は、鷹奈がちゃんと解いてくれたはずだ。

「や、やあ、桃乃……。珍しいトコで会うね。何してんの？」

　少しひきつった表情で、鷹奈が右手を挙げて挨拶する。

「来週の試合、桃乃は補ほ欠けつにも入っていませんけど、その分選手の皆さんを一所懸命応援したいって思ってますっ！　だからそのための材料を買いに来たんですっ！」

　桃乃が下げた買い物カゴの中には、明るい色の布と刺し繡しゆう糸の束が入っていた。

「そ、そう。ありがとね」

「お、お姉様の方はその様子だと、よもや一五画男とデートっ？　それはつまり、一五画男はとうとう並みいるライバルの中からお姉様を選び、二人は相思相愛の熱烈ラブラブカップルにっ？」

　この口振りからすると、一大がニセ彼女問題で複数の女の子の間で板挟みという事の概略くらいは知っているらしい。

　半分涙目になりながら、持て余した感情を発散するためか、無意味に手足をバタバタ振り回している。

「え、えーと……」

　どうにかした方がいいのだろうけど、桃乃とはほとんど面識がない。何度か顔を合わせてはいるものの『鷹奈に言い寄っている空手部の後輩』というのがほぼ全データで、人となりなどは何にも分からないからどう扱えばいいのか糸口がつかめないのだ。

「あ、あのね。桃乃……」

　一かず大ひろが途方に暮れていると、鷹たか奈なが彼女になだめるように声をかけた。

「まだ本当にくっついた訳じゃなくてさ。カズが本当にあたしを選ぶかどうか判断するための……そうね、今日はテストマッチみたいなモン」

　鷹奈らしい比喩で、状況を説明する。

　練習試合とは違って、本番ではなくても真剣勝負なのだ。

「そ、それではつまりっ！　まだ桃もも乃のにもチャンスがっ？　一五画男がお姉様を選ばなかった場合には──」

　そこまで口走ってから、桃乃はぎゅっと目を閉じてぶんぶん頭を横に振った。

「ダメダメダメダメですっ！　そんな事考えちゃいけませんっ！　好きになった人の不幸を願うなんて、やっぱりいけないんですっ！」

　声には出さないが、一大は感心した。

　いろいろ迷惑な相手なのは事実だが、この子はこの子なりに、真剣な気持ちで恋愛に向き合っている。かつての一大よりも真しん摯しなくらいだ。

「と、いう訳で一五画男っ！」

　びしっ！

　桃乃の手が、一大を真まっ直すぐに指さす。

「お姉様を泣かせるような真ま似ねをしたら承しよう知ちしませんからねっ！」

「じゃあ、桃乃もあたしとカズを祝福してくれるの？」

　期待に満ちた目で、鷹奈が尋ねた。

「それとは話が別ですっ！　お姉様が悲しむのがイヤなのはもちろん本心ですけど、桃乃はお姉様を完全に諦めた訳でもありませんっ！　もしも一五画男がお姉様を泣かせたら桃乃が正義の鉄拳制裁しますっ！」

　そう言ってぶんぶんグーを振っても、全然迫力がないから恐怖も感じない。

　一応ちゃんと空手部で稽古しているのだから素人の一大よりは強いのかも知れないが。

「もちろん泣いているお姉様は桃乃が慰めてあげますから、どうぞ遠慮せずっ！」

「そ、それって矛盾してない？」

　桃乃の断言に、鷹奈が苦笑する。

「矛盾上等っ！　恋が理屈できれいに割り切れたら誰も苦労しませんっ！　自分でもちゃんとコントロールできないから恋なんですっ！　一五画男は、その辺の事ちゃんと分かってますかっ？」

　小さなグーが一大に向けて突き出される。

　意図はすぐに理解できる。

　恋こい敵がたきへの、挑戦のサインだ。

「まあ、今の時点ではお姉様の気持ちが一五画男に向いているのは確かですし、いくらテストマッチとは言っても桃もも乃のもデートの邪魔をするほど無粋じゃありませんから、これで失礼します」

　ぺこんと頭を下げる。

「う、うん。ありがとね」

「オレも、感謝する」

「ですがお姉様っ！　一五画男にフラれた暁には羊ひつじ飼かい桃乃、羊飼桃乃をお忘れなく！　桃乃に清き一票をっ！」

　嵐というか竜巻というか。

　ものすごい勢いで言うだけ言うと、桃乃は小走りでレジに向かって走り去っていった。そのまま会計を済ませて、こちらを振り返りもせずに店を出て行く。

「は……はは……」

　見送る鷹たか奈なの口から、どこか乾いた笑いが漏れる。

「べ、別に桃乃の言った事は気にしなくていいからね。そりゃあたしだってカズに選んでもらって……その……本当の彼氏彼女になれたら嬉うれしいけれどさ。桃乃が言った事とか編み物の事とかでカズが変なプレッシャーとか感じて、それが決断の理由になったりするのは違うと思うし。ちゃんとあたしと、真さな愛えと、早少女さおとめと比べて、カズ自身の判断で決めてほしい」

「ああ。分かってる……つもりだ」

　鷹奈の内側でエゴとフェアな気持ちが渦巻き、張り合い、火花を散らしているのは一かず大ひろにも痛いほど分かる。

　思っている事を全部口に出すのは、こちらに判断を預けるという意思の表れだ。

「な、なんか変な感じで水差されちゃったし、今日のデートはこれで終わりにしようよ。キリがいいところでシメって事でさ」

「オレは構わないけど、お前、それでいいのか？」

　今日一日は鷹奈のターンだ。切り上げてしまってもったいなくないのだろうか。

「うん。この後強引に続けるより、余韻を楽しみたいっていうか……何かそんな気分。晩ご飯は家で普通に食べる事にする」

　にっこり笑って、鷹奈は両手を差し伸べてきた。

「え？」

「あたし先に帰るからさ。カズのプレゼントは、この場で受け取っていくって事」

「ああ、そうか。つい、いつものクセっていうか。無粋で悪かったな」

　一大が紙袋を手渡すと、鷹奈はいとおしむようにそれを胸に抱きしめる。

「お前がそういうならそれでもいいけど……帰り道はどうする？」

　何しろお隣さんだ。一緒に帰路について、玄関の前で別れる方が自然と言えば自然なのだ、一かず大ひろと鷹たか奈なにとっては。

「あたしが先に帰る。悪いけど、カズは少しタイミングズラして。何て言うか……朝はあたしが迎えに行っちゃったけど、ここでさよならした方がデートっぽい気がするからさ」

　どこか気張った笑顔で、鷹奈が告げる。

「そうするか。今日はお前に任せるって決めたんだしな」

　相手のリードに従う事にしたのだから、最後の最後までその方針を遵じゆん守しゆしよう。

「じゃ、またね」

　小走りで去っていく鷹奈を見送り、一大は考える。

　彼女の気持ちも理解できる。

　家の前まで一緒に帰ったら、今までと同じ『幼なじみ同士のお出かけ』だ。

　今日を特別な一日にするためには、この場で見送った方がいいのかも知れない。

　だったらこっちもその意をきちんと汲くもう。万が一にも自宅前で鉢合わせしたりしないよう、少し時間をつぶしてから帰った方がいい。

　歩き出した一大は、ふと手の中に寂しさを感じた。

　毛糸しか入っていない軽い紙袋でも、自分自身の荷物ではないから、あんなに手応えがあって、暖かくも感じていたのだろうか。





第５話　早少女さおとめとさりげなく







　公平を期すため、デートが全部終わるまでは三人とのコンタクトを控える──一大はそう心に決めていた。

　バイトは休職状態なので真さな愛えとはそもそも会う機会がないし、お隣さんとは言っても鷹奈ともお互いに出向かなければいいだけの話だ。

　問題は早少女だ。

　既に必要以上にベタベタすることはないとは言っても、同じ教室のクラスメイト。無理に避けるのもかえって不自然になってしまう。他の二人でもそうしたように、最低限の打ち合わせも必要だし。

　そう考えていた月曜日の朝、教室で早少女の方から話しかけてきた。

「ね、今度の休みの件だけど」

「ん？」

　早少女が一大の席に近づくと、気を遣って隣のクラスメイトがその場を離れる。早少女は小さく頭を下げて空いた椅子に座り、顔を寄せて小さな声で訊たずねる。

「待ち合わせは朝の九時半、駅でどうかな？」

「オレはそれで構わないけど……」

　寝ているうちに奇襲をかけてきた鷹たか奈なほどではないにせよ、早めの時間だ。単に一日フルに使いたいのか、それとも何かイベントなどの時刻に合わせているのか。

「うん。じゃあ、それでいいよね？　一かず大ひろは、特に何も用意とかしなくていいよ。ボク、明日は仕事の都合で学校休むから、今日のうちにそれだけでも決めておいた方がいいと思って」

「あ、そうなのか？」

　まだ高校生という事もあってレギュラーの仕事は土日や放課後にスケジュールを入れるようにしているが『幻ソワ』関係でイベント出演などの機会が増え、打ち合わせやリハーサルなどでどうしても都合が付かなくなるケースが増えたのだとか。

「ちゃんと先生にも相談してるし、テストの点数とかも問題なし。本当に危なくなったら補修やレポート提出で対処してくれるって話だし」

「そうか。じゃあオレが心配する事もないな。でも、何か力になれる事があったら気軽に言ってくれよ」

　このあたりに関しては、さすが早少女さおとめはしっかりしている。ニセ彼氏の前にも一年以上声優と学業を両立させてきたのだから。

「うん。留年とか休学とかしたら、一大と一緒にいられないしね。じゃ」

　立ち上がり、小さく手を振って自分の席に戻っていく。

　鷹奈と幼なじみであるのと同様、早少女とも級友だ。

　二年から三年に上がる時にはクラス替えがないので、この後一年以上ずっと顔を合わせ続ける事になる。

　教室の中を見回して、一大はふっと安あん堵どの息をこぼした。

　仮に彼女を選ばなかったら、そりゃ気まずいだろうし、しばらくはぎくしゃくもするだろう。だけど、時間が経たてば周りも自然と結果を受け入れるし、早少女自身とも普通にクラスメイトとして笑いあえる。学校と声優の間で板挟みになるような事があったら、仮に恋人でなくても友達として協力するだろう。

　根拠はないけれど、そんな確信がある。

（って、選ばない場合のダメージの大小とかも考えた方がいいのかな。それともそういう事を材料にするのは間違いなのか）

　目下最大の懸けん案あんが頭の中に居座ってしまい、チャイムが鳴って授業が始まっても、一大はなかなか集中できなかった。




　そして秋分の日──。

　鷹奈の時とは違って今日はちゃんと早起きした一大は、約束した時間の一〇分前には九く比ひ戸と駅の改札口のあたりで待っていた。

　今日の着こなしは、コットンのシャツの上にダークグリーンのブレザー、ボトムスはブラックジーンズという比較的万能なスタイル。かなり悩み、鏡の前で何度も着替えてみた末の選択である。

　真さな愛えの時は上品な落ち着きを心がければよかったし、鷹たか奈な相手なら最初から相手の服装も分かっていたから、それと釣り合うラフでアクティブな雰囲気にすればちゃんとマッチできた。

　しかし早少女さおとめの場合、どんな方向性がいいのか分からない。

　これなら一応フォーマルっぽくも見えるけれど堅苦しくはなく、上着を脱げば身体を動かすのにも支障はない。

　時計を見ると、約束の時間を二分回っていた。

　早少女とはいつも学校で会っているので、こんな風に外で待ち合わせるのは考えてみれば珍しい。しっかり者できちんとしているイメージだが、こういう時には案外ルーズなのかも知れない。

　そんな風に考えていると、前の方から手を振って走ってくる姿があった。

「ごめん。待たせちゃった？」

「いや。それほどでも」

「服、選んでたら手間取っちゃって」

　そう語る早少女のスタイルは、いつもとは全く印象の違うものだった。

　髪は三つ編み──と言ってもかつての地味モードとは違う。緩く一本にまとめたフィッシュボーンという形で、前髪も片側だけ下ろしておでこを半分出している。レンズに淡く色のついた大きめのメガネと併せ、素顔を隠す変装の意図もあるのだろう。

　上半身はメンズのカラーシャツで、下はロングスカート。

　敢あえてレトロにまとめたコーディネイトは、サブカル好きでアート系の専門学校にでも通っていそうな雰囲気だった。

「いつもと感じが違うけど、そういうのもいいな」

「ありがと。やっぱり、一応顔バレは警戒しないとね」

　微笑ほほえみながら、早少女はメガネのツルを軽く持ち上げる。

　一度トラブルを切り抜けたとはいえ、芸能人としては周囲の目を気にする必要があるという事か。これなら単に素顔を隠すだけでなく印象が違って気づかれにくく、ファッションとしても不自然ではない。

「早少女がそんなスタイルで来るなら、オレの方ももうちょっとハズした方がよかったかな？」

　もちろんきちんとまとまってはいるけれど今時のスタンダードからはズレた早少女の隣に並ぶと、自分の服装はやや地味というかおとなしすぎて釣り合いが取れない。

「ううん」

　しかし、早少女さおとめは笑顔で首を振る。

「そうして欲しいんだったら、ボクも最初からコーディネイト教えてるよ。二人がアンバランスでも、別にいいってば」

「そうか？　で、今日はどうするんだ？」

「そうね。まず、電車に乗らない？」

「電車？」

　予想外の提案に、一かず大ひろは目を丸くする。

「そ。行こう！」

　戸惑っていると早少女は一大の手を引き、そのまま改札口へと向かう。

　引きずられるようにして乗ったのは都心へと向かう路線ではなく、逆方向の下り列車だった。

　休日の午前だが下り電車は空すいていて、何の問題もなく座る事ができた。

「どこへ行くんだ？」

　待ち合わせが早めだったのは映画か何かの時刻に合わせたのかと思ったが、まさか移動するとは。しかも都内ならまだしも反対側だ。

「そんな遠くじゃないよ。次で乗り換えて、もう二駅くらい」

「？」

　ますます分からない。

　山の方にいくならハイキングかトレッキングという線もあるかという考えは、すぐに打ち消される。

　いくら何でもそれなら事前に一言あるはずだし、そもそも早少女の服装がアウトドア向きではない。見下ろすと、履き物も山歩きは無理そうなミュールだった。

　ちょっと離れたところで、単なる隣街。九く比ひ戸と市と同じ程度のありふれた郊外都市でしかないはずだ。実際、一大にしても地元でだいたい用が足りてしまうので、出向いた事はほとんどない。

　車窓に目をやっても、見覚えはないはずなのに特に心引かれる事もない、平凡な沿線の風景だ。

「今日、そこでイベントでもあるのか？」

　言い換えれば、九比戸市にあるようなものはその街にもある。映画館や美術館などで、九比戸ではやっていないものが見られるのかも知れない。

「別にない……っていうのは正確じゃないかな。やってるかも知れないし」

「え？」

「えへっ！　あのね。今日は実は、何にも下調べしてないんだ」

　笑う早少女さおとめの唇から、舌先が小さくはみ出した。

「仕事、忙しかったのか？　先に行ってくれればオレがチェックしたのに……」

　あらかじめ相談を受けていれば、一かず大ひろの方が計画を立てるのはルール違反ではない。

「そうじゃないよ。今日は、ノープランを楽しもうと思って」

「え？　どういう意味だ？」

「ほら。ボクも一大も、よく言えば慎重でマメだけど、違う言い方をすれば考えすぎなところがあるじゃない？」

「ん……まあな」

　苦笑するしかない。

　実際もうちょっと軽率に行動していたら、こんなややこしい状況に陥おちいる前に普通に彼女の一人くらいはできていた可能性が大きいのだ。

　早少女の方も、役者としてのスキルアップのために『ニセ恋人』ゲットを企たくらみ、じっくり時間をかけて候補者を選別するような人間だし。

「だから、今日は何にも準備しない。何も調べない。ただ二人で一緒に成り行きに任せて、いろんな初体験をしてみようって」

「それで、ただ隣町にいくためだけに集合時間も早めにって事か」

　この説明で、早少女の意図は理解できた。

　同じような街であっても、九く比ひ戸と市の事なら一大は知り尽くしている。特に、高校生のデートに使えそうな場所については必要以上に。

　だから、わざわざこの街に来たのだ。

　服装を事前に打ち合わせしないのも、偶然を楽しむ一環。

「今さら確かめるまでもないけど、一大って生まれた時からずっと九比戸市なんだよね？」

「ああ」

　生まれる前から親同士が仲良しの鷹たか奈なは別格としても、今のクラスメイトの中にだって小学生からの顔見知りだっている。

　引っ越ししていないからこその、安定した人間関係だ。

「ほら、ボクはいろいろあって高校からこっちでしょ？　実家は千葉の方。だいたい東京を挟んで反対側で、山手線までの時間もほぼ一緒。人口もだいたい九比戸市と同じくらい」

「うん」

　一大は肯うなずきながら相づちを打つ。その説明で、街の性格はおおよそ見当が付く。都内に通勤する人が住んでいるけれど、日常の買い物や娯楽は近所で一通り間に合うレベルという事だ。

「それで気づいたんだ。第一印象は大差ない街でも、実際に住んで歩いてみると、本当にいろんなところが違うんだなぁって」

「そういうモンか。オレも、親父の仕事にくっついて引っ越してたら、実感できたのかな？」

「首都圏っていうか、東京の周りだけで移動するのと、他の地方まで行っちゃうのだと全然感じ違うんじゃない？」

「ああ、それもそうか。二ふ美みも、チャンネルが少ないとかいろいろ文句言ってたもんな」

「それに、一かず大ひろがそうやって引っ越してたら、ボクたちこんな風にはなってないから……ここに残ってくれてよかったと思う」

　早少女さおとめが照れくさそうに視線を落としたタイミングで電車は目的地に到着した。

「ここで下りるんだよな？」

「う、うん」

　改札を出る。

　地元とは異なる路線のＪＲと私鉄が乗り入れているターミナルビルの構造は、九く比ひ戸と駅とはちょっと違う。

　九比戸駅はホームから下りて一階が改札、そこを出ると駅の東西両出口に通じる自由通路になっているが、こちらは二階の改札を出るとテナントフロアだ。

「西口と東口、どっちから出ればいいんだ？」

　人の流れから判断しようとしても左右の出口へ向かう人数に目立った差はなく、外が直じかに見えるような窓もない。電車内から見た風景を思い出して参考にしようとしても、到着直前は早少女との会話に意識が向いていた。

「とりあえずあっちにしようよ。間違ってたって駅の中通って戻ればいいだけだし。今日は、迷ったり分からなかったりするのを楽しもう」

「だな」

　右を指さす早少女に肯うなずき、肩を並べて歩き出す。

　そのまま外へ出ると広いバスターミナルやタクシー乗り場はあるが、目に付くのは無表情なオフィスビルと数件のコンビニだけで、商業施設などはほとんど見あたらない。

　これも目立った違いだ。九比戸市では駅正面にバスターミナルがあり、そのまま大通りがつながって広がっているが、こちらは東西でオフィス街と商業エリアが分離している形だった。

「……ハズレだったみたいね」

「まあ、いいさ。初めての場所ならこういう事もあるってだけで」

　顔を見合わせて苦笑する。

　確かに考えてみれば、自分は過剰に失敗を恐れていたのかも知れない。彼女が欲しいと思っていたくせにアタックして玉砕するのがイヤで、女の子の方から好意を抱いて告白されるように、慎重に慎重に振る舞っていた。

　事前の調査や準備を万全にしたがる性分は他人をサポートする際には大いに役立ったけれど、自分自身の経験値を稼ぐという点ではマイナスに作用する事もあるのだ。

「どうしよう？　せっかくだからこのままこっち方向でぶらぶらしてみようか？」

「さすがに何にもなさそうだし、駅の反対側に出るまでに道に迷ったりしてもまずいんじゃないか？　ここは無ぶ難なんに一度戻ろう。まずは迷って失敗一ポイントって事でさ」

　実のところ地図アプリを使えば知らない土地でも迷わずに済むし、目当ての種類のお店だって探してくれるのだけど、今日はそういう便利な手段に頼るのはナシだ。

　あくまで、成り行きや偶然を楽しむのが本題。

「そうだね」

　一かず大ひろの提案に早少女さおとめも賛成してくれたので、素す直なおにターミナルビルの中を素通りして反対側に出る。こちらは正面に大きなデパートなどがそびえ立っていた。右手には線路に沿う形で道が走っており、入り口には商店街の名前を記したアーチが飾られている。

「こっちが正解だったね」

「ああ。どうせだから、商店街の方から見てみようか？」

「うん。ボクもそう思ってたところ」

　駅前の大通りに並ぶデパートなどは、地元にもあって一大も知っている系列だ。中身も大差ないだろう。それよりは古くから地元にあると思おぼしき商店街の方が『未知』に出会えるチャンスは大きいはず。

　そう考えて商店街に踏み込もうとした矢先──。

「どうぞぉ」

　ロゴ入りのウインドブレイカーを来た女性から、いきなり早少女にポケットティッシュが手渡される。

「何？」

「ヘアサロンの宣伝みたい」

　ティッシュの裏側を見て、早少女が教えてくれた。気取ったデザインの店名の下には、地図や電話番号が記されている。

　ささやかだけど、これもこの街に来なければ手に入らなかった記念品だ。

「地元じゃない人に渡しても、あんまり意味ないのにね」

　配っている女性から離れてこちらの声が届かないあたりになってから、早少女が微笑ほほえみながらささやく。

「まあ、区別する方法ないし、ああいうのはとにかく配りきればいいんだろうな」

　そんな話をしながら、商店街を歩いていく。きちんと確認はしていないが日曜祝日は歩行者天国扱いなのだろう。ぎりぎり二車線程度の狭い道に、人がいっぱいに広がって歩いている。

　ただし、想像していたほど『この街ならでは』の店というのは見あたらない。

　大手チェーンのハンバーガーやチキン、ドーナツショップ。牛丼屋やラーメン屋、シアトルスタイルのカフェに一〇〇円ショップ。

「……なんだか、思ったより代わり映えしないっていうか……」

　早少女さおとめも残念そうに呟つぶやいた。

「考えてみれば、ウチの地元だって駅裏とか、住宅街側の商店街とか、比較的古い店も残ってるけど、メインストリートは似たようなモンで普通にチェーン店ばっかりだしなぁ」

「ボクの実家の方もそう。あ、でも、ドラッグストアとかホームセンターって案外地域差ある気はする」

　指を顎の先に当てて、早少女が答えた。郷里の風景を思い出しているのか。

「早少女とホームセンターって意外な組み合わせだな」

　ホームセンターという言葉から一かず大ひろが連れん想そうするのは、ごつい工具やＤＩＹ用品、あるいは家庭菜園に使うような園芸用品というあたりだ。それ以外ならスーパーなどの方が安く手軽に手に入る。

「だってほら。引っ越してきた時にカーテンとか、いろいろ必要になったし」

「あ、そうか」

　一人暮らしという点では同じでも、実家を留守番している一大とは違うという訳だ。

　歩いているうちに見慣れたものと同じデザインの看板は減り、個人経営と思おぼしき店が増えていった。

「やっぱり駅に近い方が一等地だから、大手が進出しやすいのかな？」

「かもな。あ、あそこ、ちょっとのぞいていくか？」

　早少女の意見に相づちを打ちながら視線で示したのは、一軒のペットショップだった。

　店内に入ってのぞいてみると、犬や猫よりも小鳥や熱帯魚が主力だった。立地的に静かで管理しやすいものが好まれるのか。

「ウチは昔、犬飼ってたんだよな。オレが小学三年くらいの時。交通事故ですぐに死んじゃったけど。早少女はペットとかは？」

　数少ないケージの中に納められているスピッツの子犬を見ながら、一大は訊たずねた。あの時さんざん泣いたせいで、それ以降動物を飼った事はない。

「飼った事ないんだよね。パパがそういうの苦手で。今のマンションでも、犬や猫は禁止だし。魚なら大丈夫なんだけど、生き物の面倒を見るのって万が一の事を考えたらちょっと怖くって」

　早少女が見つめている水槽の中で泳いでいるのは、鮮やかなメタリックグリーンとオレンジの模様に彩られた小さな魚。舌を嚙かみそうな長い名前の熱帯魚だった。色合いをきちんと見たいのか、サングラスを下にズラして上目遣いになっている。

「こういうのってデリケートな種類もあるけど、結構タフであまり手間をかけなくてもいい奴やつもいるらしい。そっちなら、一人暮らしでも大丈夫じゃないかな？」

「うん。でも実際に手を出すとなると不安だし、調べなきゃならない事もたくさんあるだろうしね」

　さすがにその気がほとんどないのに店員に尋ねるのも気まずいし、手軽な魚であっても、実際に飼うとなれば水槽やポンプなど導入しなければならないものは多いだろう。

　いろいろな生き物を観賞してペットショップを後にし、そのままふらふらといろいろな店を眺めていたら、駅に下りてから一時間ほどが過ぎていた。

「あ、そうだ」

「ところで早少女さおとめ」

　同時に発した二人の声がぶつかる。

「えっと……。一かず大ひろから先に」

「早少女の方からでいいよ」

「そう？　じゃあ、お昼どうしようか？　混み合う時間帯を避けて早めか遅めにずらした方がいいと思うんだけど」

「オレもその話するつもりだったんだ。早少女、朝食は？」

　時計を見ながら、一大が尋ねる。

「うん。軽く済ませてきたから、早めにしても大丈夫。どうせだから、この街ならではのものを食べたいよね」

「ああ。そうだな。おなじみのチェーンやフランチャイズは、手頃な店が見つからなかった時の最後の手段って事で」

　肯うなずき合った後、ぶらぶら歩きながら通りの左右に視線を走らせ、良さそうな店を探す。

「あ！　あそこなんかどう？」

　早少女が指さしたのは、一件のそば屋だった。

　紺色ののれんがかかり、入り口脇のガラスケースには今時ちょっと珍しいロウ細工の食品見本が飾ってある。基本はそばやうどんだが、カツ丼や親子丼などの丼ものも並んでいる。いかにも、昔ながらの『近所のそば屋さん』という風情だ。

「いいんじゃないか……っていうか、ほぼベスト」

　今日のデートの趣旨としては最高の店だと直感する。

　ガラガラと引き戸を開けてのれんをくぐる。

「いらっしゃい」

　特に威勢がよくも悪くもない、おだやかなおばさんの声がかかる。

　四人掛けのテーブルが四つに、座敷に二卓。特に打ち合わせもなく、一大と早少女は自然に奥のテーブルに座った。ほどなく、さっきのおばさんがお冷やを運んでくる。

「ご注文は何にします？」

「えーと……、オレは天玉うどん。早少女さおとめは何にする？」

「じゃあボクはキツネそば、お願いします」

「はぁーい。キツネ一丁、天玉はうどん」

　奥の店主に声をかけて、おばさんは引っ込んでいった。

「やっぱりおそばが、ここのメインなんだね」

　テーブルの向かいから乗り出すように顔を寄せ、早少女がささやく。

「ん？　どうして？」

「だって天玉の方だけわざわざうどんって断ったけど、キツネの方はキツネ一丁としか言わなかったもん」

「あ。そうか」

　基本はそばだから、何も言わなければそっちになるという事か。やはり早少女は観かん察さつ眼がんや注意力が優れている。

「考えてみるとオレ、普段でも外食する時は何となくファーストフードやファミレスで済ませちゃって、地元ならではの店ってあまり利用した事なかったなぁ」

「ボクも外食はあんまりしないけど、する時はそんな感じ。まあ、それが普通じゃないのかな？　安上がりだし、気軽だし、長居しても気まずくないし」

「だよな」

　高校生としてはそれが当たり前だろう。個人経営の店を行きつけにしている方が珍しい。早少女も一かず大ひろも一人暮らしで、ちゃんと自炊している。どちらもお金のやりくりに裁量が利くけれど、不要に外食はしない方だし。

「あ、でも一大は『スウィート・ドロップ』になる前の喫茶店の常連客で、それからバイトになったんでしょ？　どういうきっかけ？」

「いや。別に大した話じゃなくて、本当に些さ細さいなきっかけでさ」

　思いがけない質問に、苦笑しながら説明する。

　中二の時、どうしても読みたいマンガを友達から貸してもらうために、駅前で待ち合わせた。本を渡された後、一刻も早く読みたかったのだけど近くのファーストフードなどが軒並み混んでいた。そこで、たまたま目に付いた『純喫茶・甘かん露ろ』に飛び込んだのだ。

　くすっ。

　話を聞いた早少女が小さく吹き出す。

「一大の事だから、もっと慎重に調べてコーヒーが美お味いしい店って知ってたから通ったとか、そういう話かと思った」

「オレだってその頃は今よりずっといい加減だったよ。彼女欲しくて慎重になったのってそれよりちょっと後だし」

「ふぅん。最初のきっかけはそれとしても、常連客になるようになったのってやっぱり理由があるんでしょ？」

「まあな。ウチは親父が結構コーヒー党でさ。家で淹いれたのをオレも一緒に飲んでたんだ。で、『甘かん露ろ』でブレンド頼んだらこれが信じられないくらい美う味まくて。これがコーヒーなら家で飲んでたのは何だったんだって感じで」

　後で聞いたら、父親も昔は『甘露』に足あし繁しげく通っていて、それが高じてコーヒー通になったのだとか。

「そういうのも、縁……なんだよね」

「そうだな」

　たまたまあの日、偶然『甘露』に入らなければその後バイトする事もなく、真さな愛えには出会わなかった。それ以前に、父親のおかげで『ある程度ちゃんとしたコーヒー』を味わう舌が鍛えられていなかったら、『甘露』で有ゆう悟ごマスターが淹れたブレンドの素晴らしさに気づく事もなく、座れる場所を探して一度立ち寄っただけで終わっていただろう。

　自分の力ではコントロールできない、事前に調査するのも難しい、そんな事が無数に積み重なり、織り合わさって、今の自分を形作っている。

「はい。天玉うどんとキツネそば、お待ちどおさま」

　話し込んでいるうちに、料理が運ばれてきた。美お味いしそうなダシの香りが湯気と一緒に立ち上り、鼻を心地よくくすぐる。

「伸びたらもったいないよな。食べようぜ。いただきます」

「うん。いただきます」

　それぞれ割り箸を手にして、麵をつまみ上げ、すすり上げる。

「ん。美味い。そっちはどう？」

　厳密に言えば、悪くない味だ。うどんはやや細目でつるりとした触感。コシが強すぎないのは今時の流行とは違うが、一かず大ひろの好みには合っている。

「うーん……。普通に美味しいとは思うけど、ボクも本当のおそばの善し悪しが分かるほど舌は肥えてないもん。多分十割じゃないとは思うんだけど、そば粉と小麦粉の比率がどのくらいかとか分かんない」

　早少女さおとめが苦笑する。

「まあ、オレもそうかな。必要に迫られて自炊するようになったけど、男で料理するっていうと、変にグルメだと誤解される事もあるんだよなぁ」

「あ、それは何となく分かる。男の子で料理するのって、何となく女子よりも凝り性っていうか、本格的ってイメージあるかも」

「自分の口にだけ合うように作ればいいだけだから、実は大した事ないんだけどな」

　とは言いつつ、鷹たか奈なの注文にも結構応じている。

　もっともあいつは量はたっぷり欲しがる反面、味についてはあまり細かい注文は付けない。本人曰いわく、こちらが出す料理に慣れたという事らしいが。

　そう言えば、真さな愛えも話していた。本物の美味や芸術を見分ける感性や感覚は一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは身につかない。幼い頃からの習慣的な蓄積が大切なのだと。

　デート中に他の女の子の事を考えるのは失礼と思いつつ、一かず大ひろはつい二人の事を思い出してしまう。

　語尾が変に濁ったのは、そのせいだ。

「そう言えば『普通に美お味いしい』ってついほめ言葉で使っちゃうけど、変な言い方だよね。ボクも、仕事して『普通に上手』とか言われると、喜んでいいのかどうか判断に困るっていうか」

　もちろん現場ではそういう曖あい昧まいな言い方はほとんど聞かない。ネットなどで見かける評価だと早少女さおとめは付け加えた。

「……多分、その『普通』っていうのはランクやグレードじゃなくて、傾向とか路線って意味じゃないか？」

　幸いと言っていいのか。早少女が話題を転がしてくれたので、少し考えた後で一大は答えた。

『ランク』のところでは左のパーを水平に上下させ『傾向』のところでは左右にスライドさせる。

「あ、それなら納得かな。要するに特別な珍しさとか目新しさはないけど、質は高いって意味ね。確かにボクも、さっきそういうニュアンスで言ったし。自分で使ってる言葉にしても、意外に意味を掘り下げて考えてないんだね」

「早少女、言葉に関してはプロなのにな」

　一大は笑う。

「それを言われると弱い、かも。実は我が家、麵類に関してはちょっと変わった習慣があるの」

　どこかいたずらっぽい表情で、早少女が話題を切り替える。

「ん？」

　思わせぶりな態度に好奇心を刺激され、一大は少し身を乗り出す。

「パパはこっちの人だけどママの実家は大阪だから、家で作る時はそばは関東風だけど、うどんは関西風なの」

「っていうと、汁の濃さが全然違う？」

「そうそう」

　目を細めながら、早少女はつるつるとそばを吸い上げる。

「ああ。それで外食の時はそば派って事？　口に合うから」

「別にそういう訳じゃないよ。どっちもいけるし。カップ麵だって販売地域で味付け違うけど、この辺でも関西風手に入るし、食べ比べたりしても楽しいよ」

「早少女さおとめとインスタントってのも、ちょっと意外な組み合わせだな。やっぱり仕事が忙しい時とか、家事が手抜きになっちゃう？」

「それもあるけど……ほら、中学時代にいろいろあったし」

「ああ。そうか」

　本人が曖あい昧まいに言葉を濁したので、一かず大ひろはそれ以上追求せずにただ肯うなずいた。

　引きこもっていた頃には、食事も自室から出ないで簡単に済ませてしまったりもしたのだろう。

　こちらが察したのを感じたのか、早少女が微笑ほほえんでそばに戻ったので、一大も薄いかき揚げに箸を伸ばした。味の濃いツユが染み込んでいるのに衣はサクッとした歯触りを残しているし、細切りのニンジンやタマネギの風味もいい。これはアタリだ。

　うどんとかき揚げを交互に楽しみながら、残った卵をつるんと飲み込み、一度丼を置いて息を継いでから改めてツユを飲み干す。

「あ。一大も卵潰さない派なんだ？」

「オレ『も』って事は、早少女もか？」

「生卵ってそんなに好きじゃないんだよね。目玉焼きなんかで、生ぎりぎりの半熟は大好きなんだけど」

「ああ、分かる分かる。卵料理って人によって好みとかこだわりとか、いろいろあるよな」

「そうそう。目玉焼きに何かけるかで大ゲンカになったりね」

　笑いながら、早少女も最後の一口をすすり上げた。ツユの方はさほど手を付けず、半分くらいは残すようだ。

「オレは普通に醬しよう油ゆ派だな」

「その『普通』はさっきの『普通』とは意味が違うよね？　お醬油が当たり前で、多数派とかノーマルとか考えてると、塩コショウ派やケチャップ派、ソース派、マヨネーズ派が怒るんじゃない？」

「確かに失言だったな。で、早少女はどうなんだ？」

「ボクもお醬油」

　顔を見合わせ、笑い合う。

「何か、前にもこんな事あったよな」

「海水浴の時でしょ？　ボクも、思い出してた」

　一大は素す直なおに肯く。

　向こうの頭の回転が速いせいか、かき氷や目玉焼きみたいな他た愛あいない話題でもどんどん弾んで、気持ちよく転がっていく。

　サービスで出された食後の番茶も味わい、店を後にする。支払いは、自然と一人ずつ別会計になった。

「さて、次はどこへ……ってのも変か。今日は、目的なしで行くんだもんな」

「っていうか、一緒にいる事そのものが目的かな？」

　いろんな店先をのぞきながら商店街の細い通りを抜けると、国道と思おぼしき広い道路に出た。今はこちらが商圏の中心なのか。

　特に目的もなく、手近な大型ショッピングセンターに入ると、一階のロビーには近くの小学校の生徒が描いた絵が飾られていた。こういう店はこういう店で、地元になじむためにいろいろ工夫しているのだろう。

　テーマは『将来の夢』。

　稚拙だけど伸び伸びとしたタッチでいろいろな職業が描かれている。

　お花屋さんやコックさんといった比較的堅実そうな路線から、サッカー選手やメジャーリーガー、果ては宇宙飛行士なんてのもある。『マンガ家になりたい』と描いている子はさすがに絵が上手い。

「こういうのって、いいよね。微笑ほほえましくて」

　ウェディングドレス姿の絵を見つめながら、早少女さおとめが呟つぶやいた。

「早少女は、やっぱり子供の頃から役者になろうって思ってたのか？」

　一応変装している事を考慮し、小さな声で尋ねる。

「そういう事を真剣に考える前に、なっちゃってたって言う方が正確かも」

　答える早少女もやはり小声だ。

「小さい頃から目立つのは好きで、変な度胸もあったから幼稚園のお遊戯会とか小学校の学芸会とか、主役やりたがったんだよね。周りからも褒められたし。そのうち調子に乗ってテレビに出てる同年代の子役に一方的なライバル心感じるようになって」

「なんか、納得できるような意外なような……」

　やる気があって真剣という点では早少女らしいとも言えるけれど、一かず大ひろが抱いているのはもっとスマートでソツがないイメージだ。

「子供の頃は今よりもっとワガママだったんだよね。それで子役タレントの事務所に登録したのが、四年生の時だったかな？」

　最初は子供服のカタログや広告写真のモデル。ほどなくテレビ関係者に注目されて単発ドラマや教育番組に出演するようになり、六年の時に『クラフトくらら』がスタートしたという。

「やっぱり、早少女はこれからも役者続けていくのか？」

　絵画展を離れ、店内をぶらぶら歩きながら尋ねてみる。

「今は、そのつもり。難しくて悩む事もあるけれど、充じゆう実じつしてて面白いし、これからいろいろ役柄の幅も広がっていくだろうし。でも、それはあくまで今の気持ち。今後はどうなるか分からないよ」

「え？」

　意外な返答に思わず大きな声を漏らしてしまい、一かず大ひろは慌てて口を押さえた。

　過去の事件から立ち直り、対人恐怖症気味なところを乗り越えて声優として再起した早少女さおとめだ。役者一本以外の可能性を考えているとは、想像の外だ。

「だってボク、まだ一七だよ？　今は声優を続けていく事しか考えられないけど、これから先いろいろな事を経験して、学んで、もっと面白い事とか真剣に打ち込みたい事とか見つけるかも知れないし」

「……確かに、そうかもな」

「声優としての地力をつけるために舞台でのお芝居とかにもチャレンジしたいし、大学でちゃんとした演劇論も勉強したい。自分で台本書いたり、演出に興味を持つようになるかも知れないし。知ってる？　アニメの音響監督って、元々は声優の人も多いんだよ」

　身の回りの事や食べ物に関する雑談も楽しいけれど、やはり早少女が一番活いき活いきするのは仕事について語っている時だ。

　明確な将来のビジョンなどない一大にとっては、いささか耳の痛い話でもある。

「ほら。『幻ソワ』の前に流れちゃった企画が一件あったじゃない？」

「覚えてるよ。『ツボエグ』だろ？」

　思い出して、一大の頰ほおが少し火ほ照てった。

　あの作品はちょっとエッチなコメディ路線だったので、早少女はヒロインの気持ちを理解するために学校の屋上でコスプレしたり、家に押し掛けて演技の練習をしたりしたのだ。

　早少女が『ニセ』から『本気』に切り替わったのっていつだ？

　あの時はどっちだったんだ？

　頭に浮かんだ疑問を口にせず、一大はそのまま飲み込んだ。

　今さらこれを尋ねるのは、さすがに野や暮ぼすぎる。

「あの作者さんだってきっとずっとマンガ家を夢見てて、連載を勝ち取って、アニメ化が決まって……それでも全部投げ捨てちゃった訳でしょ？」

「まあ、アレはアレで、ちょっと特殊なケースだと思うけどな」

　何しろいきなり宗教にハマったという話なのだし。

　それまで追いかけ、実現させた夢を放棄して別の人生にシフトしたというのは事実だが。

「前に、言われた事があるんだ。『さつきほしみは辞められる』って。真さな愛えが財団を継いだり、鷹たか奈なが道場を継いだりするのと違って、ボクが声優をやっているのは自分で選んで、決めた事。だから、続けていく覚悟も意志も必要だし、他の道もあり得るんだって事も常に頭の片隅に刻んでおいた方がいいかな……って、そう思うんだ」

「やっぱりオレなんかよりも立派でしっかり考えてるんだな、早少女さおとめは」

　これほどの女の子から好かれているのは光栄で、どこか照れくさくもある。一かず大ひろはポリポリと頭を搔かいた。

「うん……ありがとう。一大にそう言ってもらえると……嬉うれしい」

「オレも──」

　呟つぶやきかけて、唇を閉じる。

「どうかしたの？」

「あ、いや。別になんでもない。そろそろ疲れないか？　どこか喫茶店でも探して、腰を下ろそうぜ」

「うん、そうだね。どうせだったら、こういうところに入っているテナントとかチェーン店じゃなくて」

「外へ出て、この街にしかない地元のお店、だな」

　顔を見合わせて肯うなずき、二人は歩き出す。

　だが、一大の頭の中ではさっき飲み込んだ言葉が残響していた。

　オレも将来の事とか、真剣に考えた方がいいのかな。

　普通だったら、高校生らしい当たり前の呟きだ。

　だが、今の一大の立場ではニュアンスが違う。

　三人の中の誰を選ぶのかという問題と、一大個人の進路は切り離しては考えられないのだから。

　大通りを少し離れたあたりで見つけた喫茶店は、昔の『甘かん露ろ』に似た印象もある落ち着いた雰囲気の店だった。

　腰を落ち着けた二人はどちらもブレンドを注文し、再びとりとめのない話を始める。

　互いの家族の事、子供の頃の事──店内のムードを壊さないよう、声を潜め、笑い声も抑えて。

　だから、自然と顔と顔が近くなる。

　一時間半ほど話し込んだ後、また当あて所どなく歩き回って目に付いた風景を楽しむ。

　改めて意識すると、防犯や交通安全のポスターのデザインも九く比ひ戸ととは違うし、この街の市民ホールなどで公演する歌手や楽団、地元のお祭の告知──いくらでも刺激的なものはあった。

　面白がってそれをたどっているうちに、気が付けば人ひと気けが少ない裏通りに出ていた。

「あれ？　駅って、どっちだっけ？」

　一大は首を傾かしげる。

　普通に道を歩いているだけならたどったルートからそれなりに位置関係は覚えているが、建物の中を何度も通り抜けたせいもあって、ちょっと方向感覚が乱れている。夕方で空は薄暗いが、ビルの谷間なので夕焼けの方角もはっきりしない。

「まだ困る時間じゃないし、もう少しぶらぶらしてみる？」

　早少女さおとめは気楽に答える。

　確かにまだ時刻は夕方だし、いざとなったら地図アプリでチェックすれば帰り道はすぐに分かる。残り少ない『ノープラン』を最後まで楽しもう。

「じゃ、行くか」

　特にあてもなく、二人はまた歩き出した。

　無駄話に夢中になって歩いているうちに、周囲は地味な雑居ビルが並ぶエリアになっていた。コンビニさえ見あたらず、街がい灯とうも少な目だ。

「……さすがにこれはまずくないか？」

　そろそろ『薄暗い』を通り越して『暗い』と呼びたくなる空の色だ。男一人なら多少の無謀も平気だけど、女の子が一緒だからそろそろ無用なリスクは避けたい。

「そうだね。もう帰ろうか。思ったより遠くに来ちゃってるみたいだし」

　早少女がスマホを取り出し、地図アプリを起動する。表示された画面を見ると、最初の駅からは一キロ強。現在地の周りは細い路地が入り組んでいる。

「これなら、こっちの駅に行った方が早くないか？」

　折り返して戻らずこのまま小道を抜けて大通りに出れば、私鉄の駅が近い。そこから九く比ひ戸と市に帰るという手もある。

「そうだね。成り行き任せの一日なんだし、最後も来た時と違うっていうのもいいかも」

　アプリの目的地指定を変更し、表示された新たなルートに沿って歩き出す。

　しかし、その結果ますます狭い道へと導かれていく。

「これ、間違ってないよね？」

　訊たずねる早少女の声に、微かすかな不安が混じる。

「こういうのって、基本的に最短の道のりを選ぶだけだからな。歩きやすさとか考慮してない」

「下調べなし準備なしも、行き過ぎちゃダメだよね」

「まあ、まだ夜ってほどでもないし、そんな深刻なトラブルでもないんだから」

　そう言いながら、案内に従って角を曲がると不意に周囲が明るくなる。それも普通の青白い光ではない。けばけばしい、ピンクと紫の明かりだった。

「……え……」

「あー……」

　気まずさに、早少女も一かず大ひろも微妙な声を漏らした。

　唐突に目の前に現れたのは、一軒のラブホテル。

　無視するのも変だし、慌てて駆け抜けるのも不自然。

「あ、明るくなってよかったね。うん！」

「そ、そうだな！」

　さっきまで何気なく寄り添っていた互いの肩の間に、数センチのクレバスが広がる。

「か、一かず大ひろはその……こういうところって……」

「し、知ってる訳ないだろ！」

　早少女さおとめが言い掛けた言葉を強引に遮る。

　まさか入った事があるとは言えない。

　しかもお宅の妹さんにワナにはめられたせいですだなんて。

「ま、真まっ直すぐ行って左だね」

　早少女の視線は、スマホの画面に釘付けになっていた。

「ち、地図しっかり見てろよ。道に迷うといけないし」

　どちらからともなく早足になり、そのタイミングがシンクロする。動きが微妙にぎくしゃくしてしまう。

「あ、早少女！　危ない」

　スマホを注視しているせいで、早少女の足が逸それてドリンクの自販機にぶつかりそうになる。

　思わず手を伸ばして肩を抱き寄せ、そのまま空いている方の手を握る。

「あ……」

　漏れた小さな声が、耳に届く。

　すたすたすたすた。

　派手に瞬またたくイルミネーション看板の前を通過し、そのまま正面のビルに突き当たって左折する。さらにそこからもう一度角を曲がると、ようやく大通りに出た。

　ほんの少し先に小さな駅舎があり、高架を走る電車の音も聞こえる。

　ぷっ！

　やはりどちらが先という訳でもなく、ほとんど同時に二人は吹き出した。

「や、やっぱり……変に意識しちゃったよね」

　おかしさ半分恥ずかしさ半分で、早少女は片手を顔に当てる。

「まあな。ノープランでやったら、最後の最後にとんでもないハプニングっていうか、オチがついちゃった感じだ」

　そこまで言ってから、一大はまだ手を握ったままだった事に気づく。

　またさっきと同じパターンだ。握りっぱなしというのも気まずいし、慌てて離すのも失礼になってしまう。

「あ、あの……。せーので一緒に離そうか？　これも、ちょっとしたアクシデントみたいなものだし」

「そ、そうだな」

　早少女さおとめの提案に照れ笑いで肯うなずき、小さく声を合わせる。

「「せーのっ！」」

　重なっていた手と手が、そっと別れる。

　熱く火ほ照てっていると感じるのは早少女の体温が移ったからか。それとも自分自身が上気しているのか。

　その後は妙に言葉も少なくなり、一緒に電車に乗って、そのまま二〇分ほどで九く比ひ戸と駅にたどり着く。

　改札を出て、今朝待ち合わせた場所で二人の足は止まった。

　無言で見つめ合ったまま、時が流れる。

　多分、実際にはほんの数秒だろう。だけど一かず大ひろには、何十倍にも感じられた。

「……今日は、楽しかった。ありがとう」

　意を決した表情で、早少女が別れのあいさつを告げる。

「ああ。オレもだ」

　一大も、極力自然な態度を装って答える。

「ボクは……ボクたちはそれぞれ、できる事を全部やったつもり。後は、一大が決めた事を受け入れる」












「うん。分かっている」

　早少女さおとめが言い直した意図は、もちろん理解できる。

　クジ引きで『最後』が割り当てられた者として、三人分の言葉を告げているのだ。

　多分、真さな愛えでも鷹たか奈なでも、同じ立場なら同じように言っただろう。

「じゃあ、またね」

　笑いながら一度手を振り、早少女が振り返って歩き出す。

　彼女の後ろ姿を見送った後、一かず大ひろは長く息を吐いて空を見上げた。

　駅前の明るさのせいで、星はほとんど見えない。指を差せば数えられる程度だ。

　マンガなんかでたまにあるよな。フラれた奴やつを慰める時に、女なんて星の数ほどいるって──ふと、そんな事を連れん想そうする。

　確かに星の数ほど女の子はいるのかも知れない。

　しかしさまざまな状況や影響のせいで、目に見える星は限られる。世界中にどれほどの異性がいても、実際に自分が出会い、言葉を交わし、お互いを知る機会が持てる人数はどれほどだろう。

　そして同時に星は、求めても伸ばした手が届かないものの代名詞でもある。

　そう考えるとこれだけ深く知り合えて、好意を抱き、また抱かれる相手を同時に三人も持てた己は、きっと恵まれているのだろう。

　だからこそ自覚と責任を持って、たった一人を選ばなければいけないのだ。

「あ……」

　シリアスな物思いにふけっていた一大は、唐突に重大な事実に気づいた。

　早少女にだけ、今日の記念品を渡すのを忘れていた。





第６話　三通の招待状＆ガールズトーク・タイム（宣戦布告編）







『スウィート・ドロップ』はメイドカフェだけど品がよいし、男装執事デーなんて企画もやったりするので、女性客もさほど珍しくはない。それでも、ちょっと奇妙な取り合わせの四人組はやっぱり人目を引くらしい。常連客ならば、こっちのテーブルに座っている中にウェイトレスとして見知った顔があるのにも気づくだろう。

　他の席の客がちらちらっとこっちの様子をのぞき見しているのを、一かず大ひろは背中で感じていた。

　彼の正面には、本来二人掛けのソファに奥から早少女さおとめ・真さな愛え・鷹たか奈なの三人が強引に肩を寄せて腰掛けている。四人で一つのボックスを占めるやり方としては極めて不自然な体勢。

　要するに、前回別の店であった時と同じフォーメイションだ。

「お客サマ、何かご入り用なモノはございませんカ？」

　状況を察した従業員のカリナがこちらを気にする客のところへ赴き、さりげなく視線をブロックしてくれた。声には出さず、一大は心の中で感謝を唱える。

「一応、バックステージパス渡しておくね」

　まず、早少女がクリップ付きのビニールケースに入ったカードを一大に手渡した。『幻ソワ前夜祭』というイベントのタイトルと都内のコンサートホールの名称、日付と時間が記され、担当者の印までしっかり押されている。

　裏側には『譲渡・売買禁止』という注意書きが赤いゴシックで明記されていた。

「当日のチケットはソールドアウトだし、万が一例の流出写真で一大の事を気にしているファンがいたりしたら、余計な混乱が起きちゃうかも知れないから、野の間まさんに頼んで一枚融通してもらったんだ。ボクのところへ来てくれるならこれを見せて、通用門の方から入って」

「ああ、分かった」

　もう一度書かれている内容を確認すると、一大はそれをカバンに入れた。

「こちらがわたくしの招待状になります。どうぞ中をお確かめください」

　次に、真愛が白い封筒を差し出した。

　天てん弓きゆう院いんグループのマークが描かれた丸いシールをそっと剝はがし、中に収められた二つ折りのカードを取り出して開く。

　パーティの内容はグループの懇親会。理事や親族を大々的に集めるものではなく、関連企業や団体の幹部が中心となって親しん睦ぼくを深めるという趣旨だ。会場は『ホテル・ヘヴンズボウ九く比ひ戸と』の催事場。

「あまり格式張った内容にはしない予定ですので、普通のフォーマルスーツで構いません。一かず大ひろ様にお越しいただいた場合、できればわたくしの身近な方々にはご紹介いたしたいと考えております」

「うん」

　これも再び封筒に戻した後、同じようにカバンの中へ。

「あたしの方は、招待状とか入場許可とか、そういうのは何にもないからさ。これ」

　そう言って鷹たか奈なが取り出したのは『西東京地区・フルコンタクト空手高校女子秋季個人戦大会』の二つ折りリーフレットだった。

　戦う二人を描いたイラストレーションの下に、日時と場所が書かれている。会場は少し離れた都下の街の市立体育館。中身はトーナメント表と大会ルールの簡単な説明。参加選手は、一大が想像していたより多い。

「観客席が埋まっちゃって入れないなんて事は今までなかったし、入場も無料だからふらっと来てそのまま入っちゃえばいいよ。試合ごとに選手の東西も入れ替わったりするから、特に応援席とかも決まってないしね」

「ＯＫ」

　三通目も、同じようにしまう。

「これで後は、明後日どこに来るかって事だけだね」

　どこかすっきりした表情で、早少女さおとめが告げる。

「あ、そうだ。カズ！　一つお願いね」

　鷹奈が、ぱっと右手を開いてこちらへ向けた。

「な、何だ？」

「もしももう気持ちが決まってたとしても、今は言わないで。あくまで日曜日に行動で示して欲しいんだ！」

「あ……いや。実は……まだ完全に決心は……」

　恥ずかしさと後ろめたさの混じった気持ちで答える。

「それならよかった」

　胸に手を当てて、鷹奈は大きく息を吐いた。

「ほら、当日はもちろんカズの事は気になるけど、やっぱり目の前の試合に集中しちゃうと思うんだよね。だから、何があっても戦ってる最中は全力投球する。でも今、その……万一、あくまで万一だよ！　あたし以外のどっちかを選ばれたら、やっぱり落ち込んで、かえって力出せないと思うから」

「わたくしも同じです」

　真さな愛えも静かに肯うなずいた。

「パーティの当日は一大様が来てくださる事を願いつつ、来なくても問題のないよう、主催者としてしっかり振る舞う所存です。ですが、その時までは……希望が完全に潰ついえないでいてほしいのです。もちろん、負けるつもりはありませんけれど」

「ボクも」

　最後に早少女さおとめも同意する。

「プロだから、不安はあってもステージはしっかりこなせるつもり。だけど、不安には耐えられても……絶望に立ち向かうのはきっと難しい。不安っていうのは、まだ希望があるっていう事だから」

「分かった。ちゃんと考えて、しっかり結論を出すよ」

　絶望──その言葉の重さと苦さを、一かず大ひろは嚙かみしめる。

　この中の、少なくとも二人に自分が与えようとしているのは、ただ悲しいとか残念とか、そういう感情ではない。

　本気で好きになった相手に選んでもらえなかったという、一大自身がまだ経験した事のない圧倒的で絶対的な喪失感なのだ。

　不安は希望を内包している。

　それは確かにその通りだ。

　現に、最初から自分が選択肢に含まれていない事を知り、戦わずに決した敗北を受け入れた少女がいる。

　多分、彼女は不安を味わってはいない。

　必要だったのは、自らピリオドを打つ勇気。

　しかし希望があればこそ落差は大きく、墜落の衝撃は何倍にも増す。

　それこそが絶望の恐ろしさ──なのだろう、きっと。

「じゃ、あたしたち、そろそろ行くね」

　一番外側の鷹たか奈なが立ち上がり、真さな愛えと早少女も続く。

「ああ。じゃあな」

　一大はごく普通の挨拶だけを返した。

　静かに距離を置こうとする気持ちを汲くんで、すべてが決まる──決めるその時までは変に気負った言動はしない方がいい。

　三人が揃そろってドアから出て行くのを見送り、テーブルの上のカップを取り、口に運ぶ。

　コーヒーは、まだ熱かった。

　今日は本当にただ待ち合わせて最小限の連絡を済ませただけだから、飲み物が冷めるヒマもなかったのだ。

　一気に飲み干すと、風味が口の中を満たす。いつもよりほろ苦く感じるのは、多分自分自身の気持ちの問題だろう。

「はい。八や木ぎ本もとくん」

　唐突に、目の前にマグカップが置かれた。

　甘い香りのココアが、柔らかな湯気を立てている。

「朋とも店長？　オレ、オレ頼んでませんよ。まさか他のテーブルのオーダーを間違えて……」

「もうっ！　失礼ね。これは青春してる八や木ぎ本もとくんに、あたしからのサービス☆」

　銀のトレイを胸に抱いて、朋がウインクする。

「ありがとうございます。でも、何でココア？」

『純喫茶・甘かん露ろ』のウェイトレスと客だった頃からの、三年以上のつきあいだ。一かず大ひろがコーヒー党、しかも基本的にブラックばかり飲んでいるのは知っているはず。

「コーヒーも落ち着くけど、甘いものって気持ちを穏やかに、優しくしてくれるでしょ？　今の八木本くんには、こっちも必要かなーって思って」

「そうですね。ありがとうございます」

　頼りなさそうに見えても朋は大人で、サービスには熟練している。

　もう一度お礼の言葉を繰り返す。

「とっても大事な事だから八木本くんも真剣に悩んでるんだろうけど、変に思い詰めちゃダメだよ。リラックスしなさいって、おねーさんからの忠告」

　朋は小さな身体を『えっへん』と反らした。

「ええ。分かってる……つもりです」

　ミルクココアを一口含む。甘さが身体に染み渡って、確かに内側から暖まり、心がまろやかになっていくような感覚がある。

　確かに今、必要なのはコーヒーよりもこちらだったのかも知れない。

　自覚はできなくても、他人が気づき、気遣える事だってあるのだ。




『スウィート・ドロップ』から外に出ると、しっかり黒服のボディガードが三人待ちかまえていた。

「お嬢様、すぐに車を回しますか？」

「はい。そのようにお願いします」

　尋ねる男に、真さな愛えは穏やかな笑顔で答える。

「よろしければ、お二人も乗りませんか？　お家うちまでお送りいたします」

「うん。じゃあ、お願いしようかな」

　真愛の申し出に、早少女さおとめは素す直なおに肯うなずいた。歩いて帰宅するのが面倒な訳ではない。もう少し友達と一緒に過ごし、話をしたかった。

「あたしも乗っけてもらう。ありがとね」

　鷹たか奈なも同じ気持ちなのだろう。にっこり笑って、真愛に頭を下げる。

　程なく黒いリムジンが到着し、真愛・早少女・鷹奈の順に真っ白なシートカバーの後席に乗り込む。ボディガードの面々は、同行してきた二台のワンボックスカーに分乗だ。

「まずは一かず大ひろ様のお宅──ではなくそのお隣の家まで。ただし、少し遠回りしていただけますか？」

「承しよう知ちいたしました、お嬢様」

　真さな愛えの指示を受けて、人の良さそうな老運転手は静かに車を発進させた。

「後は……一大が結果を出すのを待つだけ……なんだよね」

　エンジンの音さえほとんど聞こえない静かな車内。数秒続いた沈黙を、早少女さおとめの呟つぶやきが破った。

「あたしは、やれる事はもう全部やったつもり。だから、どんな結論が出たって後悔とかしないよ」

　鷹たか奈なは笑いながら、両腕を頭の後ろで組んだ。

「そうだね、ボクも」

「このような形で競い合う相手がお二人でよかったと……今は思います」

「うん。あたしたち、いろいろ間違ったり回り道したりもしたけど、結果的には陰でこそこそするんじゃなくて、堂々とガチンコ勝負する形になったしね」

「失敗したり、企たくらんで抜け駆けしようとしたりするのも、多分必要だったんだと思うな。そうでないと、ボクたち自分自身の本当の気持ちにさえまだ向き合えずにいたんじゃないかな？」

　己に甘い、身勝手な言いぐさなのは分かっている。

　それでも早少女は、率そつ直ちよくな実感を口にした。

　ニセの恋人関係といういびつなスタートラインから始まって、本当に好きになっていた。しかも親友がライバルになったせいでお互いに見み栄えもあったし、意地もあった。ニセの関係を続けていくための大義名分を振りかざす事もできた。

　全てを手に入れたいという欲望と今の取り分を失いたくない臆病さが裏で手を結んだ、八百長の綱引きゲーム。

「そうですわね。確かに己の醜い感情を表に出してしまいましたけれど、いわば患部を切り裂いて膿うみを出すようなもので、必要な行為だったのだと思います。病びよう巣そうが隠されているような場合には、荒療治が必要な場合もありますから」

　真愛は目を伏せる。

　多分、彼女が言っているのは恋だけの話ではない。

　財団の改革についても、血管に詰まった異物をえぐり出すような手段を用いている真っ最中なのだから。

「あたしなんて最初のうちは、あたしが本気でカズの事好きだって自覚できてなかったもんね。自分の事は自分が一番分かるっていうけど、あんなのウソ。自分自身の心がいつでもはっきり理解できるのなら、誰も苦労しないって」

　内容は複雑な自省だが、鷹たか奈なの口調は屈託ない陽気なものだった。

　お互いの顔を見つめ、それぞれ微笑ほほえむ。

　また、自然と言葉が途切れて静寂が訪れる。

「結果を待つしかないのはもどかしくもありますが、恋愛というのがお互いが選び合う事である以上、仕方のない事ですしね」

　今度、全員が抱えている気持ちを代表して口にしたのは真さな愛えだった。

「日曜日、ボクも真愛も鷹奈も、それぞれ自分のやるべき事に全力を尽くす。後は、それだけ考えてればいいじゃない。ね？」

「だね。詰まるところ、あたしは個人競技のファイターだからさ。ちゃんと分かってるつもりだよ。どんなに努力しても、お互いに敬意を抱いて戦っても、最後に勝ち残るのは一人だけなんだって。優勝カップを他人と分け合ったりするのは無理」

「ボクの仕事もそうだよ。最初から監督の指名で決まる事もあるけど、普通は一つの役を何人もの声優がオーディションで競い合うんだから」

　もちろんどの参加者も声こえ質しつはキャラにマッチしているし、演技力も十分。そんなのは何の決め手にもならない前提条件。

　どれだけの実力者が集まっても、結局選ばれるのはベストの一名限定なのだ。

「お二人とは立場が異なりますが、決して譲れないもの、分かち合えないものがある事はわたくしも重々承しよう知ちしております。あらかじめ与えられ、担わされているものではなく、自ら選び、求めたものであるのならなおの事です」

　全員が肯うなずき合う。

　三度目の沈黙。もう語るべき事は残っていない。

　まるで会話の流れを完璧に予期していたかのように、絶妙のタイミングでリムジンは鷹奈の家の前に停とまった。

「じゃ、ありがとね。ここで下ろして」

　ドアが静かに開くと、鷹奈は降車の前に右みぎ拳こぶしを差し出した。

　早少女さおとめも握った手を合わせる。真愛は一瞬戸惑いを見せたが、二人のやり方に倣ならって同じように拳をつき合わせた。

「後は、お互いに自分のやるべき事に全力尽くそう」

「うん。ボクも、分かってる」

「何があっても後悔しないように」

　真愛が大きく肯いたのを合図に、三方から突き出された拳が一瞬互いに押し合い、そして離れた。

　最後の、宣戦布告だ。




　甘いココアは確かに気持ちに余裕を作ってくれたけれど、もちろんそれで何かが解決する訳でもない。

　バックステージパス、招待状、大会案内──机の上に三つを並べて一かず大ひろは五月からの出来事を思い起こしていた。

　早少女さおとめをストーカーから助けたり、真さな愛えの家に招かれて親類の無理難題をはねのけたり、海で嵐に遭遇して鷹たか奈なと一緒に小島に取り残されたり。もちろんつい前日の三連続デートの記憶も鮮明だ。

　実のところ、同日とはいっても時間はズレている。

　鷹奈の大会は昼前からで夕方には終わるワンデイ・トーナメントだし、真愛のパーティは午後六時に始まって二時間ほどの予定。早少女のイベントの開演は夜の七時。

　だから単に顔を出すだけならば、全部をハシゴするのは難しくない。電車での移動になるが、一番最初の早少女にサポートされながらデート二件を往復した時の方がよっぽど難易度ハードだった。

「けど、今回はそれじゃいけないんだよな」

　これは手際よくスマートに解決していい問題ではないのだ。

　はっきりと選ぶ事そのものが重要なのだから。

　この期に及んで、すぱっと決められない自分が情けなくなってくる。

　今まで学校でいろんな恋愛相談を受けてきたが、それは『好きな相手と上手くいくようにサポートしてほしい』というものだ。そこで積み重ねてきた経験は、こんな風に『誰を選ぶのがベストなのか』なんていう、ある意味贅ぜい沢たくすぎる悩みにとっては役に立たないのである。

　朋とも店長のアドバイスはありがたかったが、自分自身が何か見落としている可能性があるからといって気軽に他人に相談できるような問題でもない。

　事情がいろいろ込み合っているし、状況を把は握あくしている中立の人間がそもそもいない。声優バレの一件でクラスメイトたちはある程度知っている。しかし中立不干渉の立場をとっているとは言っても、みんなにとって一番親しく『一大の恋人』という認識が強いのは早少女だ。やっぱりフェアとは言えない。

「ふぅ……」

　大きくため息をついたその時、着信があった。

　画面に表示された名前は、妹の二ふ美み。

「もしもし」

『あっ、お兄？　元気？　別に用事って訳じゃないんだけど、あれからどうなったかなぁーって思って』

　明るい声に、電話の向こうの笑顔をイメージする。

「どうなったかって？」

『お兄の、彼女選び』

　いつもと同じ、弾むような無邪気でどこかいたずらっぽい声。

「お前、テレパシーでもあるのか？」

　何と言っても家族だ。文化祭の後も時々電話があったから、別に不自然な事ではないのだけれど、あまりに絶妙なタイミングに超常現象を疑いたくなってしまう。

『ほらぁ。だって早少女さんの衝撃告白の後、特に進展がないみたいだけどたかなんも天てん弓きゆう院いんのお嬢様も簡単に引き下がったりしないだろうし、そろそろ一ひと悶もん着ちやくあるんじゃないかなーって』

　完全に面白がっているけれど、今はこの気楽さが頼もしい。

　温度差はあっても一応三人全員と顔見知りで、事の経緯を知っていて、適度な距離をおいて状況を俯ふ瞰かんできる得え難がたいポジション。

　ちょっと軽率なところはあるが、頭の回転が速くて口が堅いのも確かだ。

「実は、今度の日曜日にな──」

　今日までの事と明後日の予定を、かいつまんで説明する。

「──で、どうすりゃいいんだろうって悩んでる」

　くすっ。

　電話の向こうで、二ふ美みが吹き出した。

『古典的なミステリー小説だったら【読者への挑戦】ってページが現れるところだね。【ここまでで必要な条件はすべて出そろった。読者諸兄が論理的に考察すれば、自おのずと正しい結論が導き出されるであろう】とか何とか』

「……茶ちや化かすなよ」

　わざとらしく尊大な口調の二美に、思わずぼやいてしまう。

「結局のところ、お兄の中ではまるっきり決心がついてないの？　三人への気持ちって完全に均等？」

「いや。そうじゃない」

　その程度の事は既にデート三回の後で気づいている。

　三三・三パーセントずつきれいに割り振られているのではなく、ある一人に偏りはある。だけどそのグラフの境目だって確定せず、常に微妙に揺れ動いている。

「……だけど誰かを選ぶっていう以上は、こんな曖あい昧まいな気持ちで決めてしまっていいのかって、どうしてもそこで悩んじまうんだ。混じりっけなしに、堂々と胸を張って『お前だけが好きだ』って言えるようじゃなきゃ、それは妥だ協きようなんじゃないかって」

　ずっと胸の内に抱え、詰まっていたものを言葉にして外に出しただけで少し気持ちが軽くなる。頭の中でぐるぐる考えていた曖昧な内容も、己の声として耳で聞くと整理されて意味が明確になってくれた。

『あたし、まだちゃんと恋もした事ない中学生だけど、その立場で偉そうな事言っていい？』

「ああ。あくまで、助言として聞く」

　貴重な参考意見として耳を傾け、内容を受け入れたとしても、最終的な結論は一かず大ひろ自身が下さねばならない。

『お兄が他の二人よりも相対的にその人が好きっていうなら、さっさと決めちゃっていいんじゃないの？』

「お前、そんな無責任な……」

『だって恋愛って最終的には無責任で身勝手なものなんじゃない？　もう誰も悲しまない、夢のようなハッピーエンドなんて存在しないのは明らかなんだもの。複数の異性に好かれたら、こうなるしかない訳だし』

　鈴りん音ねの件は知らないはずなのに、二ふ美みは鋭く言い当てた。

『さっきミステリーの話したでしょ？　いわゆる【読者への挑戦】っていうのは、誰でも同じ結論を導き出せるから成り立つんだよね？　でも、恋は違う。お兄が、お兄にしか出せないワガママな決断をしなきゃいけないんじゃないかな？』

「そうか……。やっぱりそういう事なんだよな」












　みんなが納得する事なんてあり得ない。公平な判断や最良のバランスなんて意味がない。ちゃんとした理由なんて説明できっこない。

　最後の最後で直視しなければならないのは、自分自身の身勝手さなのだ。

「ありがとうな、二ふ美み。お前のおかげで、踏ん切りがついた」

『そ、そんな風に改まった態度だと、こっちが照れちゃうよ。あたしのはアニメとかマンガとかで知った一般論で話してるだけなんだからっ』

「ははっ」

　電話の向こうで妙にうろたえている姿が目に浮かび、一かず大ひろの頰ほおが緩んだ。

『……なんか、お兄の話聞くと、あたしも恋とかしたくなっちゃうなぁ』

「おう。やっちまえ。もちろん変な男にはひっかかるなよ。お前、目端が利く分慢心しがちなところもあるからな」

『あ、でも今こっちで彼氏とか見つけても、来年はそっち戻って高校だし、この歳で遠距離恋愛っていうのも厳しいかな？』

「だから、そういう計算とか合理性とか考えてちゃダメなんだろ？　無理に男を探す必要もないけど、いいと思える相手がいたらそっちこそ気分に身を委ねちゃえばいいんじゃないか？」

『あはっ。それもそうだね……お兄』

　笑った後で、不意に声音が真剣になる。

「ん？　どうかしたか？」

「──頑張ってね」

　一大が『ああ』と言い終わる前に、通話は切れた。

「ふぅ……」

　天井を見上げ、深呼吸する。

　やっぱりそうだ。

　己が感情的なエゴイストである事を受け入れて、行動しよう。

　恋とは本来、合理的で公平なものではなく、制御しがたい気持ちの問題なのだから。





第７話　そして一かず大ひろは顔を上げて







　朝──目覚ましが鳴るよりも早く目が覚めた。

　ベッドから飛び起きて、一大は思いっきりカーテンを開く。

　朝のまぶしい光に刺激されて、思わず目を細める。

　晴れて、よかった。

　今日はとても大切な一日だ。天気も含め、何もかもがいいコンディションであって欲しいと願う。

「うん」

　己自身に肯うなずき、両手でぴしゃんと顔を打つ。心地よい痛みが、全身をはっきりと目覚めさせていく。

　朝食を軽く済ませ、シャワーを浴びて全身を清める。

　外部の状況ばかりではない。

　自分自身も、最高の状態にしなければ。

　ありったけの勇気を奮ふるった鈴りん音ね、学校の友達や朋とも店長など様々な人の助言や応援、昨夜かかってきた二ふ美みからの電話。

　そして何より、ニセ彼女だった三人。

　みんなのおかげで決意は固まった。

　もう迷わない。後は、行動に移すだけだ。

　清潔なシャツを身につけ、一番お気に入りのジャケットに袖を通す。

　鏡を見てチェックしたのは、身だしなみばかりではない。

　何よりも己の表情を確かめる。

　真正面からしっかりと見据えて、問いかける。

「心は決まってるか？」

　己の質問に、しっかりと肯く。

「後悔はしないか？」

　また肯く。

「覚悟は、できているか？」

　最後にもう一度肯いて、微笑ほほえむ。

　自分で評するのも変だが、迷いのない晴れやかな顔。

　セーブもループもない、やり直しできないたった一度だけの決定的な選択。

　だからこそ、この気持ちに価値がある。

　きっと傷つけてしまう。

　自分は無む垢くでも無罪でもない。

　それを理解した上で、それでも誰かを選ばなければならない。

　いや、選びたいという自分の気持ちにウソをつかない。

　自己ベストのスタイルで一歩外へ踏み出すと、一かず大ひろはしっかりとドアに鍵をかけた。




　きゅっ！

　割り当てられた控え室の中、透明樹脂製のフェイスガードの紐ひもを後頭部で縛り、両手にはクッションパッド入りの保護グローブを装着する。

「後ろ、緩んだりしてませんか？」

　一応、見えない部分に問題がないか三年のマネージャーに確認する。

「大丈夫、ばっちり。鷹たか奈な、頑張ってね」

「任せといてください！」

　装備を調え、戦いを控えたこの雰囲気が鷹奈は好きだった。

　戦い、倒し、勝つ──鷹奈が鷹奈として、最も輝く瞬間に向かっていく準備の時間。

　今日のルールは防具付き打撃あり。

　元々空手のメジャーな流派の道場で学んだのではなく独自の古武術からスタートしている鷹奈にとっては、寸止めや型の試合よりもやりやすい。さすがに防具装備であっても、全力で殴る訳にはいかないが。

「聖せい穹きゆう女学院、氷ひ魚お選手。準備してください」

「はいっ！」

　係員の呼び声に元気よく答え、マネージャーに一礼すると鷹奈は試合会場へ向かって歩き出す。

　体育館の板張りの上に畳が敷かれた競技場。

　頭上をぐるりと取り囲む観客席は、六割ほどが埋まっていた。大半はそれぞれの学校からの応援で、色とりどりの制服姿がいくつかのグループを作っている。

「おねーさまぁ！　頑張ってぇっ！」

　甲高い声を上げながら『ＬＯＶＥ＆ＦＩＧＨＴ☆鷹奈』と刺し繡しゆうされた手製の旗を振っているのは、もちろん桃もも乃のだ。頭にも同じ文字のハチマキを巻いている。

　一大の姿を探そうとして──鷹奈は視線を正面の対戦相手に戻した。

（約束したもんね。終わるまでは、試合に集中する。カズの事を探したりしたら、それを裏切る事になっちゃうもん）

　彼を好きになって、女らしくなりたいとも考えた。

　だけど『お前はお前らしいのが一番』と一大が言ってくれた。

　そして、鷹奈が最も輝くのは全力で戦い、技を振るっている時だ。

　一かず大ひろが来ているのなら──あるいはこれから来てくれるのなら、最高にかっこいいところを見てもらいたい。

　それは思いっきり戦って勝利する姿だ。

　開始線に並ぶと審判が選手の名前をコールするのに合わせ、鷹たか奈なと相手が礼をする。

「始めっ！」

　合図と同時に、鷹奈は素早い足取りで一気に間合いを詰めた。

　純粋なフルコン系の選手はフィジカルが頑丈で打たれ強い反面、距離感やスピードは古流に一歩譲る傾向がある。

　リーチに劣る鷹奈としては、その違いを利用するのが手だ。

　相手が反応して身構えるよりも速く、高い回し蹴りを頭に決める。

　軽めの一撃だったが、正確なヒットで相手は畳に沈む。

「一本！」

　旗が上がる。

　姿勢を整えて相手に、それから審判に礼。

「……優勝カップ持って、カズの胸に飛び込んでいく。それが、今日のあたしの願い」

　呟つぶやくと、暖かい息でフェイスガードの内側がほんの少し、曇った。




「お嬢様、背中の紐ひもはきつくありませんか？」

「ええ。大丈夫です」

『ヘヴンズボウ』バンケットルームに付属する控え室で、真さな愛えはドレスの着付けを手伝うマツリに答える。

　今日のドレスはミッドナイトブルーのロングで、胸には純白のコサージュを飾っている。

　気取ったパーティでないとは言っても、真愛は主催者代表であり、同時にまだ十代の少女でもある。

　礼儀としても、また軽んじられないためにも、それなりの装いは必要だ。

　ちなみに、マツリの方はいつものメイド服姿。ここに来るまでに二度、催事場の従業員に間違えられた。

「ほら、お嬢様。お美しいお姿です」

　マツリに促され、姿見を見つめる。

「そうでしょうか……」

「ええ。いろいろ不安もおありでしょうが、どうぞ自信をお持ちください。堂々と胸を張らなければ、せっかくの美が台無しでございます」

　いつも無表情の彼女が、鏡の中で柔らかく微笑ほほえむ。

「そうですね。助言、ありがとうございます」

　呼吸を整えて周囲に目をやると、ドレッサーなどの調度は優雅で、精緻な彫刻が施されている。この会場は、結婚式などにも用いられる。その際には、この部屋は花嫁の控え室となるのだ。

　一瞬──ほんの一瞬、鏡の中に映った己が、白しろ無む垢く姿であるかのように幻視する。

「いつか、わたくしが花嫁衣装を着る日が来たら……その時も、壇だんさん、手伝っていただけますか？」

「お任せください。自分は和服の着付けも完璧に修得しております。結婚式の準備はもちろん、そのまま事に及んだとしても、しっかりアフターフォローいたします。何しろ花嫁姿のまま一発というのは、殿方の夢でございますから」

　手袋に包まれた手を握り、人差し指と中指の間から親指の先をはみ出させる。

「も、もう……っ！　壇さんったら！　わたくし、もうその程度の意味は分かりますから、からかわないでください」

　今までいろいろと吹き込まれた怪しい単語を鵜う吞のみにしていたのを自覚したので、思い出せる限り国語辞典でチェックしてみた。中には俗語なのか、記載されていないものもあった。

　その結果、何気なく口にしていた言葉が実はエッチな意味だと知って、真っ赤になったりもしたのだ。

　当のマツリ本人に苦情を告げたところ『今のお嬢様は、まるで辞書でエロワードを集中的に検索して、蛍光マーカーでラインを引く思春期男子のようですわね』と冷静に迎撃されてしまったが。

「お嬢様」

　むき出しになった真さな愛えの肩に、後ろからそっとマツリが手を乗せる。

「天てん弓きゆう院いんの家にお仕えして以来ずっとお側そばで見ておりましたが、八や木ぎ本もと様とお知り合いになってからは、本当にまぶしいくらいに成長されしました。同じ女性として、うらやましいくらいです」

「ありがとうございます」

　大人びた美び貌ぼうの持ち主に褒められると、頰ほおのあたりがくすぐったくなる。

「今日のお役目、自信を持ってお務めください。主あるじに楽をさせるのは単なる使用人。主が立派になるよう助け、大事を成し遂げられるよう支える事こそ、一流の使用人の喜びでございますゆえ」

「ありがとうございます。……そうですね。壇さんの、期待にも応えたいですね」

　自分は特別な地位にある。だけど、そこに一人で立っているのではない。マツリを始めとするたくさんの人々がいてこそ、今の天弓院真愛が存在するのだ。

　そして今日からの日々、真愛自身が選んだたった一人の相手が側にいてほしいと、心から願う。

　トントン。

　物思いに耽ふけった心を、ノックの音が目覚めさせる。

「真さな愛え、そろそろ挨拶をお願い」

　志し束づかが呼びに来たのだ。メタルフレームのメガネにダークグレイのパンツスーツをきっちり着こなした姿は、先日の酔っぱらいとは似ても似付かない。厳しさと冷静さの中にも、柔らかさを含んだ笑顔には、穏やかな安心が垣かい間ま見みえる。

「はい。承しよう知ちいたしました」

『乾杯に先立ちまして、本日の主催者を代表して天てん弓きゆう院いん記念財団代表・天弓院真愛よりご挨拶をさせて頂きます』

　ほぼ同時に、司会を務める女性の声がスピーカーから響く。

　拍手に出迎えられ、真愛はゆっくりとステージの中央に進み出た。

　あらかじめ高さを合わせてあるマイクに向かい、スピーチを始める。メモのたぐいは出さない。内容は、ちゃんと暗記している。

「皆さま、本日はご多忙の折、急な会合にお越しいただきまして、誠にありがとうございます」

　見下ろせば、多数派はスーツ姿の男性。年齢は三〇代から、上は七、八〇代まで。一族のご意見番である麒き堂どうや、朋とも店長の祖父である有ゆう悟ごの姿もあった。

「既にお伝えしてある通り、近い将来わたくしが正式に当主としての職に就き、現在の組織制度の改革を進め、関連企業への利益還元、従業員の皆さまの福ふく利り厚こう生せい、地元の経済振しん興こうなどに一層尽力する次第。その際、皆さまには今まで以上のご協力をいただきたく、このように親しん睦ぼくの場を設けさせていただきました。では、長々と話すのも本意ではありませんので、挨拶はこの程度で」

　目め配くばせすると、脇に控えていたウェイターがウーロン茶のグラスを手渡してくれた。

「では、皆さま。どうぞお楽しみくださいませ。乾杯」

「乾杯！」

　場内の声が唱和し、皆がグラスを飲み干すのを待ってから、真愛は優雅に一礼して舞台を降りた。

　さあ、胸を張って。

　主催者として立派に応対しなければ。

　会場内に待ち望んでいた姿はない。けれど、この宴が終わるまでは望みが潰ついえた訳ではない。

　希望がある限り最善を尽くすと、約束したのだから。




　ステージの幕が上がる。

　しかし、舞台上には誰もいない。

　ただつり下げられた巨大なスクリーンに、映像が映し出される。

　満員の観客席からどよめきが起こり、それがすぐに歓声に変わる。

　本日初公開。テレビアニメ『幻げん葬そうのソワレ』のオープニングだ。

　月影の下、ヒロインたちが華麗に跳び、変身し、武器を振るって魔物たちを斬り伏せ、打ち倒す。

　映像が終わると同時にメインヒロインを演じる声優がステージに現れて挨拶をした。さっき以上の歓声が、会場を揺るがす。

「はいっ！　いよいよ明日スタートする『幻葬のソワレ』オープニング映像でした。アニメだとあんなにたくさんヒロインが出ているのに、中の人はわたし一人じゃせっかく来てくれた皆さんに申し訳ないですね。みんなーっ！　集まってーっ！」

　舞台袖へと、声がかかる。

「ほら、さつきちゃん。出番だよ」

　マネージャーの野の間まが、そっと背中を押す。

「はいっ！」

　既に揃そろいで色違いの衣装に着替えて待っていた早少女さおとめは、他の共演者たちと一緒に舞台中央へと走り出した。

　万雷の拍手と歓声が出迎える。鼓膜どころか、全身が共鳴して震えそうになる。

　バックステージパスを手渡しておいたけれど、事前に一かず大ひろが来たという連絡はなかった。

　時間的に、このイベントは今日のラストだ。もしも先に鷹たか奈なか真さな愛えのところへ行ったのなら既に結論は出ているという事になる。

　まるで提出済みの答案用紙。今さら結果は変わらないのに、生徒本人だけがまだ何も知らずにいる。

　いや──そんな事を考えるのは止やめだ。

　完全に切り離したりはできないけれど、ここにいるのはただの『星ほし川かわ早少女』ではなく『さつきほしみ』なのだから。

　プロとしての自分の仕事をきちんと果たさなかったら、一大はもちろん親友にも顔向けできない。

　決断は、一秒もかからなかった。

　一人ずつ自己紹介が進み、早少女の番が回ってくる。

「ピュセル役のさつきほしみです。こういうアニメのレギュラーは初めてなので、先輩の皆さんに負けないように頑張りたいと思いますっ！」

　キャラに合わせ、ナチュラルな地声よりも少しトーンを上げる。

「さつきちゃーんっ！」

　ファンからのコールがかかり、胸が熱くなる。

「ピュセルって、どんなキャラ？」

　事前の打ち合わせ通り、司会役から話が向けられた。

「えっと。メンバーの中では最年少なんですけど、退魔戦士としてのキャリアは長くて、ちびっ子なんだけど先輩っていう面白いポジションなんです。責任感が強くて背伸びしてるようなところもあるけれど、戦い一筋で育てられてきたせいで社会常識に疎うとかったりして。そういうギャップのかわいさが出せたらいいなって」

「さつきちゃんも、子役時代からのキャリアは長いもんね。ベテランベテラン」

　隣に立っている先輩声優がまぜっかえす。

　三〇目前、自分のサイトやラジオ番組などでは『いき遅れ若作りキャラ』で売っている人で、アフレコ現場でもまとめ役世話役的なポジションの人だ。

「もうっ。それは言わないでくださいよぉ」

「そうそう。お前が言うなって奴やつ？」

　司会のツッコミに、会場がどっと沸いた。

　アドリブっぽく見せてはいるが、これも事前に打ち合わせ済みだ。ちゃんとした台本がある訳でなく、トークのおおよその流れだけを決め、ＮＧな話題をチェックしているのだ。

　さつきほしみが元子役タレント・星ほし川かわ早少女さおとめで現役高校生である事は喋しやべってＯＫ。学園祭での衝撃告白の件は、禁止しないけれどなるべく触れないように。その原因となったネットでのツーショット写真については原則禁止。

　キャスト紹介から、監督をはじめとするスタッフの挨拶やトーク、主題歌のフルバージョンライブなど、イベントは盛り上がったまま続いていく。

　あっという間に、二時間が経過する。

「皆さん、今日は楽しかったですかーっ！」

　司会役が客席に向かってマイクを差し出す。

「楽しかったーっ！」

　大きな声が重なり合う。

「わたしたちも楽しかったです！　今週からのオンエアの『幻げん葬そうのソワレ』、せーのっ！」

「見てくださーいっ！」

　早少女も、他のキャストと声を合わせて叫ぶ。

　同時にゆっくりと幕が下りてきて、拍手の鳴なり止やまない客席とステージの間を区切る。ＢＧＭと一緒に、来場者に退出を促すアナウンスが流れる。

「お疲れー」

「お疲れ様でしたーっ」

　ステージ上では出演者が互いに挨拶を交わし、それぞれ楽屋へと引っ込んでいく。既に、セットのバラシも始まっていた。

「ふぅ……」

　火ほ照てった身体をクールダウンさせるべく、早少女さおとめは大きく息を吸い込んだ。額の汗を手の甲で拭いながら、舞台袖へと歩いていく。

「お疲れ、さつきちゃん」

　タオルを持って出迎えた野の間まマネージャーの陰に、もう一人の姿があった。

「……一かず大ひろ……？」

　思わず目をこすり、ついでに頰ほおをつねって確かめる。

　夢でも、幻でもない。胸に、先日手渡したバックステージパスを着けている。

「よかったぜ。早少女」

　一大は笑ってサムアップした。

「ウソ……。いつから？」

「イベント始まる前には来てたんだけどな。野間さんに頼んで内緒にしてもらってた。本番前に、早少女の集中とか乱しても悪いと思ってさ。始まってからは、ずっとここで見ていたんだ」

「……ボクを……わたしを選んでくれたって事で……間違いないんだよね？」












　駆け寄りたい。

　だけど、脚が震えてその場で立っているのが精一杯だ。

「ああ」

　そうしているうちに、一かず大ひろの方が一歩ずつ近寄ってきた。

　だが──。

「差し支えなければ、理由をお聞かせいただけませんか？」

　唐突に、聞き覚えのある声が響く。

　早少女さおとめの視線が袖に注そそがれる。

　一大も振り返る。

　そこには、やはり二人の姿があった。




「鷹たか奈な……。真さな愛えさん……」

　二人の姿を目にして、一大は思わず名前を呟つぶやく。

　真愛はパーティからそのまま来たのだろう。深い青のドレス姿。鷹奈はジャージ。手にしたバッグの形が微妙に歪ゆがんでいるのは、多分中に優勝カップが入っているからだ。

「わたくしが、鷹奈さんをお誘いして参りました」

　一大や早少女が尋ねるよりも先に、真愛が穏やかな笑顔で説明を始める。

「わたくしのところへお見えにならず、鷹奈さんの応援にも来ていないとなると、必然的に早少女さんのところへ向かったという事になりますから」

「あ、あのさ……早少女。おめでとねっ！」

　笑っているとも泣いているともつかない表情で、鷹奈が大声で叫ぶ。

　言うまいと決めていた言葉だった。

　けれど、この顔を見てしまうとやっぱり声に出さずにはいられない。

「二人とも……ごめんな」

「なんで謝るのさ。カズが決めたんだったら、その結果は受け入れるって……先に言ってたじゃない！」

「そうですわ。わたくしたちが来たのは、一大様を責めるためではありません。親友の恋が成就したのを、祝福するためなのですから」

　完璧に澄み切った笑顔ではない。

　悲嘆、困惑、それにもちろん嫉妬。いろんな感情が入り交じっているのは真愛も同じだ。

　分かっていたつもりだった。

　全力を尽くし、その上でこの結末に気丈に向かい合っている二人に詫びるのが非礼だという事は。

　それでも許されるのなら『説明』をしたいと、一大は思った。

「一人ずつとデートって形で、ちゃんと考えるチャンスをもらって、その上で、オレなりにいろいろ悩んだんだ」

　真まっ直すぐに、鷹たか奈なと真さな愛えを見つめる。

「全員にとってベストな結論なんて最初から存在しない。だったら、立場とか将来とか、そういう事を全部とっぱらって、デートした時に感じた今のオレが一緒にいて楽しい相手を──ただ単に今のオレが『好きだ』って気持ちだけで選ぶのが、一番誠実なんじゃないかって……そう思った」

　選んだ理由、選ばなかった理由を告げるというのは、ある意味で身勝手で残酷とさえ言える行動だ。

　それでも、真愛も鷹奈も時折肯うなずきながら耳を傾けている。

「勘違いしないで欲しいんだけど、真愛さんが財団を受け継ぐ事とか、鷹奈の道場の件とかが重荷になったんじゃない。逆に、そういう『条件』を材料に含めて、例えば今から頑張って勉強すれば真愛さんにふさわしいパートナーになれるんじゃないかとか、鷹奈を助けてやれるんじゃないかとか、合理性やメリットを考えて決める方が不実なんじゃないかって考えたんだ」

「ええ、承しよう知ちしております」

　真愛が答える。

「先だってわたくしが家出をした際にも、一かず大ひろ様はそう仰おつしやってましたものね。むしろその上でなお、ぎりぎりまでわたくしの都合を考慮してくださった事に、感謝いたします」

「全然気取らなくてもいい訳でもなく、助けてやろうって思って気張るんでもなくてさ。半分リラックスできて、半分カッコつけて、そうして楽しくやりながら成長していく……オレがしたいのは、そういう恋だって気づいちゃったからさ」

　誰を選ぶかというだけではない。

　その人と、どんな恋をしたいのか。どんな関係でいたいのか。

　鷹奈と一緒に気軽に楽しめるのもよかった。

　真愛のため一生懸命になるのも充じゆう実じつした時間だった。

　だけど、早少女さおとめとの刺激的な会話に一番胸がときめいた。

　何の混じりっけもなく、早少女だけが最高という訳ではない。真愛や鷹奈を魅力的に感じている気持ちにもウソはない。

　もしもちょっとした出来事の順番が変わっていたら、あるいはほんの小さな選択肢が違っていたら、気持ちの比率は違っていただろう。

　けれど、ルート分岐もやり直しもない。

　今はじき出された結論が、たった一つの真実。

「早少女が好きだ。永遠の愛なんか誓えないけど、今の気持ちにウソはないし──この気持ちが永遠に続けばいいと……オレはそう思ってる」

「一かず大ひろ……」

　潤んだ瞳で、早少女さおとめが一大を見つめる。

「あ～あ、それじゃしょうがないね」

　ふっきれたように──ふっきれたフリをしながら、鷹たか奈なが背伸びする。

「確かに、ちょっと女らしくなったからって、あたしとカズじゃ今さらそういう関係になるのは難しいもんね。負け負けっ！」

　そのまますたすたと歩み寄ってうつむき、一大の胸に頭を押し当てる。

「でもさ。あたし負けたけど、失恋した訳じゃないよ」

「え？」

　意外な言葉に、一大は疑問を口にした。

「だってさ。あたしがカズを好きだって気持ちは変わらないもん。この胸の中にある恋心は失くなったりしてないんだもん。だから、早少女と幸せになってほしいって気持ちにウソはないけど、二人の中が冷めるような事があったら、容赦なく反撃するからねっ！」

　それは、空手ではずっと負け知らずの彼女が初めて抱いた感情だ。

「うん。分かってる」

　早少女が、鷹奈の手をぎゅっと握りしめる。

「あたし、泣かないよ。だってさ、あたしを泣かせたら鉄拳制裁とかって桃もも乃のが言ってたからさ」

　そういう声が、震えている。

「ああ、ありがとな」

　一大は、鷹奈の頭をそっと撫なでる。

「また、チャーハンとか作ってよ。あたし、カズのご飯大好きだからさ」

「そのくらいなら任せとけ。ぜんぜん遠慮なんかするなよ」

「冬のうちに頑張ってマフラー編むから、受け取ってくれるよね？」

「もちろん。楽しみにしてる」

　すっ。

　胸にかかっていた頭の重さが離れる。

「じゃ、あたしはこれで帰るね。カズも、早少女も……またね！」

　顔を上げないまま右手をぶんぶん振って、鷹奈は振り返って走り去っていく。

　それを見送った後で、今度は真さな愛えが近づいてきた。

「改めて、お二人ともおめでとうございます。そして、ありがとうございます」

　長いドレスの裾をつまみ上げて礼をする。

　己の感情を制御するために、あえて『型』に固執しているのだ。

「狭い世界しか知らず、己の未熟ささえ自覚できなかったわたくしが、このように生まれ変われたのは早少女さおとめさんとの出会い、一かず大ひろ様のお力添えがあっての事です」

　両手を伸ばして一大と早少女、それぞれの手を握る。

「わたくしは今後、仕事でもプライベートでもより多くの人に出会う事になるでしょう。ひょっとしたら、その結果として一大様以上に魅力的に思える殿方に出会えるかも知れません」

　星の数ほど異性がいても実際に出会える相手は限られており、実際に恋人となるのは『理想のパートナー』ではなく、巡り会った中での『最高のパートナー』だ。

　しかしそれを裏返せば、まだ出会っていない『もっと素敵な人』がいるかも知れないという意味でもあるし、新しい出会いを求めて自ら行動する価値があるという事でもある。

「ですが、それまではわたくしにとって最愛の人が一大様であるという事実には変わりありません。さきほどの鷹たか奈なさんではありませんけれど、早少女さんが一大様にふさわしくない振る舞いをするようでしたら、容赦はしませんわよ。お二人には、最高に幸せになる責任があります」

「うん。肝に銘じるよ。ライバルと戦って勝ち取った座である以上、きちんとやり遂げなきゃいけないもんね。オーディションに受かったなら、役は投げ出さない」

「オレも、真さな愛えさんに恥ずかしくないよう頑張るよ」

　一大も早少女も、力を込めて真愛の手を握り返す。

「おふたりとも、その意気ですわ」

　握手が解かれ、一歩後ずさった真愛がまた一礼する。

「では、わたくしもこれでお暇いとまいたします。せっかくのお二人の時間を邪魔しては無粋というものですから」

　しゃんと背を伸ばしてくるりとターンをすると、真愛も去っていった。

「行っちゃったね……」

「ああ、そうだな」

　ぽつりと呟つぶやいた早少女の肩を、一大は抱き寄せた。

　意識してそうしたというより、気づいたら腕が自然と動いていた。

「あ……っ！　ご、ごめんっ！　ボク、ステージ終わった直後だから、一杯汗かいちゃってるしっ！」

　早少女は慌てて離れようとするが、一大は力を緩めない。

「えっとその……普通に生きてる生身の人間だったら誰でも汗くらいかくしさ。好きな人……っつーか、彼女の汗だったら気にならない」

　さすがにキザだと自分でも思ってしまう。

　だけど、こんな感じでカッコつけたいと思うのは、相手が早少女だからだ。早少女ならちゃんと受け止めて、応じてくれると分かっているからだ。

「ま、まあ……ボ……っていうか、わたしも……あ、やっぱりボクかな？　そう思う事もあるけど……」

　顔と顔を見合わせ、お互いに息を飲む。顔が真っ赤になる。

「今までにもニセの恋人としていろんな事やったのに、何だかこんな風になると照れくさいね」

「けどさ。本当の恋人になったのはたった今だからな。恥ずかしくても仕方ないだろ？」

　はっきり口に出したせいで、一かず大ひろもますます顔が火ほ照てってくる。

「えっと……それから、早少女さおとめ。これ」

　一大はポケットの中から、小さな包みを取り出した。

　早少女が差し伸べた手に乗せられたのは、リボンのかかった平たい小さな包み。

「え？　これって……」

「いや。実は先だってのデートの時、何かプレゼント渡そうって決めてたんだよ。だけど、何だか流れでタイミング外しちゃって。だから、後からってのも変だけど……」

「あ、ありがと。開けてもいい？」

　一大が肯うなずく。

　包装の中身は、白というよりはアイボリーにワンポイントの刺し繡しゆうが入ったハンカチーフだった。

「いろいろ考えたんだけどさ。こういうおしゃれで実用性があるものがいいかなって……。いつでも持っててもらえるし。あんまり工夫ないかなーって気もするんだけど」

「うん。嬉うれしい。ありがとう」

　二人はじっと見つめ合い──どちらからともなく、ぷっと吹き出す。

「ふ……ふふふ……。はははっ！　何だか、今さらって感じもするよね、ボクたち」

「ははっ、オレも！　何か、笑えるっていうか」

　これも、初めての実感。

　ロマンティックなだけでも、シリアス一辺倒でもない。

　楽しいのとは別に、気恥ずかしさが極まると笑うしかなくなってしまう事もあるのが、現実の恋なのだ。





エピローグ







　別に示し合わせた訳ではない。

　タイミングが一致したのは、本当にただの偶然だった。

「一かず大ひろ、おはよう！」

　明けての月曜、いつものように登校して玄関で靴を履き替えている一大に、早少女さおとめが声を掛けてきた。

「お、おう。おはよう」

　あいさつ一つ交わしただけで、嬉うれしさと気恥ずかしさで頰ほおが緩む。

「えっと……。手、つないでも……いい？」

　自分も上履きに履き替えた早少女が、小声で訊たずねる。

「うん」

　肯うなずいた一大の手が、そっと握られる。

　柔らかくて、温かくて、ちょっと湿った感触。

「……な、何だか……すごく照れくさいっていうか」

「ま、まあな」

　今までだって学校でもっとベタベタしていたけれど、あれは『周囲にアピールするため』『型をなぞるため』だった。

　今は違う。

　ただ、つなぎたい──それだけの気持ちで手をつないでいる。

「おはよう！　あれ？　早少女ちゃん、それって……」

　教室に入ると、つないだ手にミキが目ざとく注目する。

「うん。まあ……。そういう事。えへっ」

「オレたち、ちゃんとつきあう事にしたから」

「そっかー。おめでとう！」

「あ、あのさ。別に隠す事でもないけど、わざわざ言いふらすような話でもないからさ。まあ、自然に広まるに任せるって事で、よろしく」

「うんうん。分かってるって」

　一大が頼むと、ミキは納得顔でうんうんと何度も肯いた。

　一番の芯にあるのは二人の気持ちだけど、この恋は周囲の友達にとっても無関係な話ではない。だからと言って周囲に公表しなければならない訳でもない。

　放っておいても、今日明日中に普通に話が広まって、みんなが認識するだろうからそれでいい。

　ちょうど一かず大ひろがこれまでに結びつけてきた多くのカップルがそうであったように。

　ミキだけではない。他にも何人かのクラスメイトが二人の様子に気づいて、祝福の言葉を述べてくれた。

　そんなこんなで午前の授業が終わって昼休み。

「一大。お昼、屋上行かない？」

「オレも、今そう言おうと思っていたところ」

　早少女さおとめの提案に答え、席を立つ。

「ひゅーひゅー。気が合うね、お二人さん」

　陽気にからかうミキの声に苦笑しつつ教室を出て、急ぎ足で屋上へ向かう。

「ボク、一大の分もお弁当作ってきたからさ。一緒に食べようよ」

　早少女がポーチから取り出したピクニックシートを広げ、腰を下ろす。

「あー……。実はオレも」

　そう言って一大が取り出したのは、二人分のランチボックス。

「ほら。せっかく本当の恋人になったんだし、それらしい事したいなって思ったんだよ。で、早少女は昨日の仕事で疲れてるだろうから、オレの方からフォローした方がいいかなって」

　今朝は早起きして、いつも以上に気合いを入れて腕を揮ふるったのが、まさかこんな結果になってしまうとは。

「ボ、ボクも……やっぱり本当の彼女になったんだから、ニセ恋人の時よりもちゃんとした手料理とかごちそうしたいなって……」

　互いの顔を見合わせ、また同時に吹き出す。

「恋人っつーてもテレパシーでつながってる訳でもないんだし、ちゃんと言わなきゃならない事は言葉にしないとな」

　お互いに別々の人間だから意見が合うばかりでもないし、こんな風に気が合いすぎて正面衝突したりすれ違ったりもする。

　多分、こういう事も恋だ。

　八や木ぎ本もと一大と星ほし川かわ早少女という、唯一の組み合わせならではの楽しさなのだ。

「うん。でも、このお弁当どうしようか？」

　小さめとはいえ四つも並んだランチボックスを眺め、早少女は八の字眉で首を傾かしげる。

「早少女は無理しなくていいけど、オレは頑張って両方食うよ。このくらい、夏のアレに比べたら軽いもんだ」

　午後は体育があるけれど、この程度は苦にならないだろう。

「じゃあボク、お昼は一大のをいただいて、自分のは持ち帰る事にするね。今日の放課後は収録があるから、ラジオ局に直行だし」

「まあ、それが無ぶ難なんかな。さすがに職場の方にオレのを持ってって、彼氏の手作り弁当とか自慢されたら恥ずかしい」

「そ、そこまで考えてなかったのに！」

　早少女さおとめが真っ赤になった瞬間、冷たい秋風が吹いて長い髪を躍らせる。

「これからの季節はさすがに寒くなるし、考えてみたら別に前みたいに変な隠し事とか内緒の打ち合わせする訳じゃないんだから、普通に教室で机くっつけて食べればよかったんだよな」

　考えてみれば、わざわざここに来る理由はない。

　つい習慣でそうしてしまっただけで。

「じゃ、いただきます」

　早少女が開いた小ぶりなランチボックスの中には、いろんなおかずがカラフルに並んでいる。

「さすがに桜でんぶでハートマークとかはやらないんだ？　あ、美お味いしい」

　明めん太たいマヨ入りの卵焼きを頰ほお張ばって、目を細める。

「あ、当たり前だろ！　いくら何でも男でそれを作るのは恥ずかしい！　それ言ったら、早少女だって普通のサンドウィッチじゃないか！」

　さすがにそんな弁当だったら、教室で食べるのは羞恥プレイ過ぎる。

「……あのね。ちょっと、開いてみて」

「ん？」

　言われてみて、三角形に切られたサンドウィッチをそっと左右に分けてみる。

　挟まれている薄切りのハムは、幅三センチほどのきれいなハート形のものがびっしりと並んでいた。

「さ、早少女……っ！　これっ！」

　顔が真っ赤になる。

「えっと……。ニセ彼女時代は誰からも見えるようにアピールしてたんだけど、本当の彼氏彼女になったら、かえってこんな風に隠した方がドキドキするかなーって」

　早少女はさらに赤くなって、指先をもじもじ絡ませる。

「こ、これ、一個ずつ全部切ったのか？」

「まさか。クッキー用の型で、こう、ポンポンって」

「ああ、そうか。そうだよな」

　ほっと胸をなで下ろす。さすがにそこまで手間をかけたのなら、食べるのがもったいなくなってしまう。

「じゃあ、これからはお互いに内緒で弁当の作りっことかしないで、相手にごちそうしたい時は事前に連絡するって事でいいよね？」

「ああ。それと、普通に教室で食べてもいいんだから、周りに見られたら困るようなのは作らない」

　笑いながら肯うなずき合った直後、早少女さおとめが不意に真顔になる。

「えっと……それで、あのね？」

「ん？」

「今日は、こうして誰もいない屋上にいる訳でしょ？」

「ま、まあな……」

　弁当では気持ちがすれ違いというか正面衝突してしまったけれど、今は相手の言いたい事が何となく分かってしまう。

　というよりも、同じ事を考えている。

　胸の内側で、心臓が熱く脈打つのを感じる。

「……じゃあさ。クラスのみんなの前ではやったりしない事で……」

「本当の恋人らしい事？」

　一かず大ひろが語尾を上げると、早少女がコクンと肯いた。

　そのままそっと顎を上げて、まぶたを下ろす。

　座ったまま一大はそっと右腕を伸ばして、早少女の肩を抱き寄せ、自分も目を閉じる。

　相手の顔は見えないけれど、息づかいをダイレクトに感じる。

　涼しい秋風の中、初めてのキスは暖かく、柔らかく、そしてちょっぴり明めん太たいマヨの味がした。








（しゅらばら！　終）














あとがき







　お待たせしました。

『しゅらばら！』一〇冊目──そして完結編です。

「せめて五巻くらいに届いたら嬉うれしいなぁ。でも一巻で打ち切られたらどうしよう……」とビクビクしながら始めたシリーズですが、たくさんの人に助けられて当初の目標の倍の巻数に到達できたばかりか、マンガ版やイメージソング、ドラマＣＤまで出るなんて栄誉に預かる事ができました！

　ヒットで出塁して全力で走り、気がついたら一気にホームまで滑り込めたって気分でしょうか。

　このボリュームで描き込めたおかげで、早少女さおとめも、鷹たか奈なも、真さな愛えも、主人公の一かず大ひろも、当初の僕の構想やイメージよりもずっと素敵に成長してくれました。

　もちろんこの成果は、僕一人のものではありません。

　シリーズ立ち上げ時からいろんなアドバイスをしてくれた勇者担当Ｋさん、終盤から参加して貴重な意見を寄せてくれた新担当Ｎさん、魅力的なビジュアルを描いてくれたプリンプリンさんはもちろん、コミカライズ担当の渡わたり真まさ仁ひとさん、ドラマＣＤや『うたＪ』のスタッフやキャストの方々の力添えあっての事。

　そして何より、読んでくれたみなさんのおかげです。

　本当にありがとうございました！

　最後までお付き合いくださったみなさんがこの一冊を楽しんでくれたのなら、作者としては、これ以上の喜びはありません。

　まあ、最初からきっちりラストまで決めていた訳じゃなく、大枠だけ固めた後は現物合わせというか、書きながら必要に応じて慌てて決めていった部分もあるので、落ち着いて読み直すと細かい部分の食い違いもいろいろあったりするのですけどね。

　気づいた方は、そっと胸の中にしまっておいてくれるとありがたいです、はい。




　さて、今後のお話を。

　本編は無事に完結しましたが、みなさんの応援のおかげでボーナストラック的な短編集を出せる事になりました。本編とはちょっと趣を変えて、サブキャラにスポットを当てるエピソード集になる予定です。シリーズが続いたおかげで、脇の連中も僕の思惑を越えて膨らんだりしましたしね（何しろ最初の企画書には、マツリさんさえ存在していなかったのです！　鈴りん音ね＆二ふ美みの妹ズも存在する事だけは明記されていましたけど、見た目も名前も決まってなかったのですよ！）

　もちろん新シリーズの準備も進めています。

　より面白いものになるよう、ＫさんＮさん両担当と打ち合わせを重ねていますので、こちらの方も続報をお待ちください。

　では、次の本でお会いしましょう！








二〇一四年　　岸きし　杯はい也や
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